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　………………。

　思考及び使用言語の日本語変換作業を全すべて完了した。これより先、日本圏内を離り脱だつするまではこの状態を維持する。

　………………。

　日本領土を肉眼で確認可能な位置まで接近した。この国家に関する私の脳内情報は、奇妙なことに全く統制が取れていない。情報処理能力発展のために、故意に設定されているのだろうか？　不要な情報は排除したいが、私個体の独力ではそれは不可能なことだ。

「[image: ]な吒た……」

　私の左方、三十センチの距離に立つ同胞、玄げん亮りようが使用したのは母国語だ。既に日本領に入っている以上、使用言語は日本語にする必要がある。注意を喚起しなければならない。

「既に日本領である。使用言語と呼称に対して注意を喚起する」

　私の指摘に、同胞、玄は私を見た。これは、了承の合図なのだろうか。

　………………。

　私自身の日本国内の呼称及び任務を再確認する。

　日本国内においては『趙ちよう蒼そう』の姓名を使用。旅券及び査証の名義も同名であり、〝[image: ]吒零ゼロ番〟の呼称は使用を不可とする。滞在期間は入国より三十日であり、これ以上の滞在は日本国出入国管理及び難民認定法に抵触する恐れがある。

　任務は日本国首都東京の情報収集、主に主要な交通網を正確に把は握あくすること。日本固有の習慣への擬ぎ似じ脳の対応能力の向上。日本語による日常会話能力の向上。

　………………。

　………………。

　………………？　０・０００１秒間、第二擬似脳内に乱れが発生したようだ。

　………………。

　………………。

　擬似脳内の走査を行ったが、別段に異状は発見されなかった。これは、同胞、玄に報告するべき事象なのだろうか。

「趙、もう少しで日本に着く。下船準備を。自分の立場をわかっているな？」

「了解」

「……言葉遣いには気を付けろ。私たちは観光目的で入国する。私はお前の伯父おじで、お前は私の甥おい、親族関係にある。……理解しているな？」

　………………。

　同胞、玄げんの指摘は正しい。使用言語を日本語口語に修正する。

「はい、伯父おじさん」

　入国審査に備えて、暗器の位置を確認する。鉄てつ橄かん欖らん三十二個は体内に隠匿。金きん銭せん鏢ひようは現地にて調達。

　擬ぎ似じ脳内の乱れは、思考や行動に影えい響きようはないようだ。神こう戸べ港を出たらすぐに東京に移動を開始しなければならない。些さ細さいなことで同胞、玄の思考に混乱を生じさせる必要はないだろう。

『自己決断能力』も、私が修得しなければならないことの一項目だ。私は、同胞、玄への報告を行わないことを決断した。

　………………。

　………………。

　上陸後、任務遂行のため行動に移る。
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　昨年より冷え込んだ今年は、桜前線の北上も遅かった。四月に入ってようやく関東圏にまで到達した桜前線であったが、桜はまだ満開にまでは至っていない。それでも東京の季節は完全に春であり、冬の寒気は去っていた。はずだったが、この日に限ってはひどく風が強く、気温も三月上旬並みに下がっていた。

　玄げん亮りようと趙ちよう蒼そうの二人連れが神こう戸べから三時間強を費やして東京にやってきたのは、そんな日の午後のことだった。

　ホームからＪＲ東京駅丸まるの内うち中央口へ向かおうとしていた玄であったが、その複雑な道程みちのりと圧倒的な人の群れに早くもうんざりし始めていた。地図では充分に予習していたのだが、地図を見るのと実際に歩くのとはわけが違う。

（何てごちゃごちゃした、人の多い国だ）

　単純に人口のみを比較すれば、彼の祖国は日本の十倍以上の人間を内包している。しかし生まれた時から日本の『悪行』を聞いていた玄にとって、嫌いやなことは全すべて日本のせいだった。

「伯父おじさん、方向が違います」

　後方からかけられた声に、玄は自分が為なすべきことを改めて自覚した。彼がしなければならないことは内心で日本に悪態をつくことではない。与えられた任務を遂行することだ。玄は、監視対象である〝[image: ]な吒た零ゼロ番〟を確認するために振り向いた。

「移動を開始しましょう、伯父さん」

　大きめのスーツケースの側そばにいると全身が隠れてしまいそうになるほど、趙の体は小さかった。彼は体の大きさに合わないバックパックを背負い、ただ直立している。

　十歳前後の少年に見える趙の容姿は、とくに目立つところのない平凡なものだ。他者の目を引く美しさも醜みにくさも、彼には無用であるからだ。ゆえに趙の顔立ちは、たとえ会話をしたとしても一分後には忘れてしまいそうなほどに特徴がなかった。あえて言うならば、『特徴の全くないこと』が趙蒼の最大の特徴と言えた。あとはバックパックと、首に巻いている赤いマフラーくらいしか、彼を彼として特定するものはない。

　もしこの少年を注意深く観察する者がいれば、彼が表情も眼球も動かさず、瞬まばたき一つしていないことに気が付いたかもしれない。だがこの東京の中心地で、そんな人間がいるはずもなかった。

　玄は趙を見下ろすと、彼が指し示した方向に向かって歩き出した。趙もまた黙だまって付いてくる。玄は、趙蒼という『存在』となるべく会話を発生させるようにという命令を受けてはいたが、今は適当な話題が思い付かなかった。趙ちようには、疑問に感じたことは自分に問いただすように『教育』していたが、今はその気配もない。

　二人は黙だまったまま、丸まるの内うち中央口に出た。その途端に吹き付けた突風に、玄げんが一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをしかめる。

　玄は今日のうちに済ませておきたいことを考え、このまま直進することにした。彼らが擦すれ違った自動車と人間の数は、どれほどだったか。やがて二人の視界に、ビルの群れの間にぽっかりと空いた広大な空間が飛び込んでくる。周辺のコンクリートジャングルとは、まさに対照的な壮観を誇っていた。

　千ち代よ田だ区千代田。そこに存在する建造物が何か、咄とつ嗟さに思い出せない日本人も二十一世紀には珍しくない。だが、中華人民共和国民である玄亮りようは知っていた。かつての昔、江え戸ど城じようと呼ばれ現在は皇宮が存在する場所だ。

「……この建たて物ものが、何だか知っているな、趙？」

　皇居外苑を横切る内堀通りをゆっくりと歩きながら、玄亮は趙蒼そうに話しかけた。今年で三十八歳になる玄亮の外見は、ごく普通の中年男である。こざっぱりとした動きやすい服装と、それに反比例した大荷物から、彼ら二人の見た目は観光客であった。二人とも外見は亜ア細ジ亜ア系の黄色人種であるため、少し違う見方をすると『田舎から皇居見物にやってきた父と息子』にも見える。しかし、そんなことは玄亮の考えの及ぶところではない。

　それは趙蒼も同様で、他者の目に自分たちがどう映るかなど気にも留めてはいない。趙は玄亮を見上げると、自分の『記憶』にある情報を引き出した。

「日本国の象徴である王の住む所です」

　その答えは、確かに正しい。だが、玄亮が学校で習った答えとはだいぶ違っていた。

「かつて我が国の栄光を踏み躙にじった全すべての原因がここにある」

　玄の強こわ張ばった顔を、趙が無表情に見上げていた。趙が自分の表情を観察していることに気が付いた玄は、その動かない顔を見下ろす。

「……趙、お前は少し表情に気を付けた方がいい」

　無表情な若者は確かに多いが、趙の場合は度が過ぎている。仕方がないこととはいえ、それでも一応注意してみた。

「それは自分でも認識しています。しかし、実際に表情筋を動かすと『わざとらしい』と注意されることが多いのです」

　彼に『表情』を教え込むことも玄亮の任務の一つだったが、早くも自信がなくなってしまった。それでも努力はしようと思う。

「……基本は嬉うれしい時と、怒った時の表情だが……」

　そう口に出してから、玄は趙に感情を理解させるのが先なのだろうか、と思った。しかしそれは、表情を教え込むことより難しいことに思えた。

「少しずつ、覚えていけばいいだろうさ」

「はい」

　しかし趙ちよう蒼そうは、これは自分の学習能力の許容範囲を超えた事項だと思考していた。それでも肯定的な返事をしたのは、玄げん亮りように余計な精神的負担をかけないためだ。精神の負担など趙には全く理解できなかったが、以前行動を共にしていた同胞に教えられた。これが他者に対して『気を遣う』ということらしい。

「よし、行くぞ」

「はい」

　二人は皇居を見上げながら、ゆっくりと歩き続けた。




　次に二人の異邦人が訪れたのは、霞かすみヶ関せき官庁街であった。日本を国として保つ機能は、全すべてここに集中していると言っても過言ではない。東京の人口過密、災害時の首都機能麻ま痺ひを避さけるために首都機能移転が持ち上がったのも、今は昔の話だ。

「有事の際は、ここが目標になるな」

　皇居近辺はともかくさすがにこの辺りになると、玄と趙の二人連れは明らかに浮いている。それでも『場にそぐわない』程度であるため、とくに二人のことを気にする人がいるわけではない。

　少々物ぶつ騒そうな言葉を口にした玄を、趙は無表情のまま見上げた。

「中央は、日本国との有事を望んではいないと思われます。それに、我が国が為なさなければならないことは、国外よりもむしろ国内に集中していると思われます」

『中央』という言葉の意味は多数存在するが、趙が指しているのは中国最高の国家権力執行機関である国務院のことだ。

「……誰だれが、そんなことをお前に吹き込んだ？」

「私の脳内情報設定は個人単位では行われていないので、わかりません」

「……そうだな」

　玄は、少しだけこの趙蒼の言っていることが理論的だと感じた。玄は自身のことを愛国者と自負しているが、趙はそうではない。趙に国を『愛する』ことなど決してできない。だが感情がない分、自国の状況を客観的に見ることができるのだろう。それだけは、評価をしてもいい点なのかもしれない。

「趙、お前の言っていることは間違っていない。だが、有事というものは望む、望まないに関かかわらずに起きるものだ」

「それは、この国が我が国との有事を望んでいるということですか？」

　さすがに玄も周囲を気にしてしまった。彼らの会話は決して大声ではないので、気にしている者はいない。

「日本の国法上、我が国から能動的な姿勢を取らない限り、日本側から有事を起こすことはあり得ないのではないでしょうか」

「……お前は、先の戦争の情報が入力されてはいないのか」

　玄げん亮りように専門的な知識があるのなら、趙ちよう蒼そうの脳を解体して『正しい日本観』を教え込みたいくらいだが、残念ながら玄にはその知識がない。

「先の戦争の情報はありますが、それと現在の状況には何か因果律が存在するのでしょうか」

「趙……」

　玄は、いかに日本という国が彼らの国にとって『憎むべき加害国』であることを理解させるか考えていた。それゆえに、普段なら気が付いたであろう趙蒼の変化に気づかなかった。少々大きな建たて物ものの前を通った時、趙蒼の表情が微妙に変わったことを。

「伯父おじさん。この建物は重要機関ですか？」

　彼から質問されることなど、行動を共にしてから初めてのことだった。ほんの少し驚おどろいた玄であったが、すぐに趙の疑問に答えた。

「これは、日本国内閣行政府だ。我が国の国務院に相当する機関だ」

「そうですか」

　趙は内閣府を見上げた。この国に来てから時たま擬ぎ似じ脳内に発生する『乱れ』が、この建物に近付いた時に大きくなったのだ。現在『乱れ』は発生していないが、やや気になる事項ではあった。

「どうした、何か気になるのか」

　自分でそう言ってから、この外見だけは少年の『兵器』に『気になる』ことがあるのだろうかと玄は考えた。そして趙から返ってきた答えが、

「いえ、とくに問題点はありません」

　というものだったので、玄も「そうか」とだけ答えて会話は終わってしまった。

　最後に二人で内閣府を見上げると、彼らは何事もなかったかのようにその場を去った。




　趙蒼と玄亮が内閣府を見上げていた頃ころその十五階では、特異遺い伝でん因子保持生物管理委員会の長がある資料を見て考え事をしていた。太った体型から『ビヤ樽だる』というあだ名が付けられた、土つち谷や信のぶ夫おという姿と名を持った人間がそこにいる。しかし彼の本当の姿と名を知る者は、そう多くない。

　表向きは『無能で尊大かつ傲ごう慢まんな官僚』を気取っていたが、こうして誰だれも見ていない所では彼はきわめて勤勉であり有能でもあった。部屋に飾ってある調度品はただの人間用の目くらましであり、彼自身は何の興きよう味みも持ってはいない。

　土谷は一いつ旦たん紙の資料から目を離した。大きな机の上には数年前に購入したデスクトップパソコンがあるのだが、『目が痛くなる』という理由で使っていない。口さがない者たちは『使い方がわからないからだ』と言っているが、実際はそのどちらでもない。

「……次は、もう少し若いのに化けることにしましょうか」

　口の中で呟つぶやいたその言葉に、むろん彼は返答など求めていなかった。しかし誰だれもいないはずの室内から、なぜか言葉が返ってきた。

「そうだな、年寄りのふりは大変だ」

　こういうことはよくあるので、土つち谷や信のぶ夫おは別段驚おどろくこともなく、居住まいを正してから本来の姿である浦うら木き良よし隆たかに戻った。声の方向を見ずに椅い子すから立ち上がり、音もなく現れた彼の〝主〟に礼を尽くそうとする。

「気にするな、お前はお前の仕事をしておけ」

「はい」

　返事をしながら、浦木は自分の仕事に何か落ち度があったかどうかを考えていた。土谷としても浦木としても、仕事は問題なくやっているはずだ。発覚したら殺されそうなことも幾つかしているが、それはばれないように気を付けている。

「何かご用でしょうか？」

　浦木は机の上を片付けながら、静かに聞いてみた。

「……頭が痛い」

「はい」

　そう答えたものの、いったい何が〝主〟の頭を悩ませているのか、浦木にはわからなかった。行政や外交に関する問題点などは常に山積みだ。それにたとえどんな問題があっても、『頭が痛い』などと弱気な発言をする〝主〟ではない。

「……いや、気にするな。もう治った」

『頭が痛い』という表現が比ひ喩ゆではなかったことを、浦木は理解した。物事に動じることなど全くないに等しい浦木であるが、この時だけはほんの少し驚いた。彼の〝主〟が体調の不良を訴えたことなど、今までに一度もなかったことだ。まさに〝鬼の霍かく乱らん〟である。

「そんな理由で来たわけではないがな……最近のことならともかく、半世紀をとうに過ぎた問題で俺おれが苦労していると思うと、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってな」

「大陸の化学兵器問題ですか？」

　旧日本軍が先の大戦時に中国に遺い棄きした化学兵器は、化学兵器禁止条約加盟国として日本が処理する責任を負っている。条約発効から十年以上経過しているが、未処理の物が数多く存在している。中国側と日本側の調査で、処理すべき化学兵器数に大きな差があったのもその原因の一つだ。条約は処理期限を十年と定めていたが、その延長に関する話し合いは終わっている。

「一兆までは何とか行かなかったが、金がかかりやがるな。人手と手間も結構なもんだ。……向こうの軍隊に引き渡した奴やつの所有権は向こうにありやがるのに、何でそれまで面めん倒どう見なくちゃならんのだ。だいたい、この時俺はまだ『死んで』いたんだから、関係ないんだ」

「はい」

　答えながらも、浦うら木きは既にこの事に関する興きよう味みを失っていた。彼の〝主〟は高い知能と冷静な判断力、大局を見極める洞どう察さつ眼がんを持っているが、非常に攻こう撃げき的な性格であるため長期的な外交には向いていない。〝主〟の辞書に愚ぐ痴ちという言葉はないはずだが、機き嫌げんが悪い時にはこういう話を聞かなければならなかった。そして、実質的にそれらの問題をフォローするのは浦木の仕事ではない。

「ところで、お前の仕事はどうだ」

　一通り文句を言って気が晴れたのか、〝主〟は話題を変えた。

「はい」

　浦木はまとめ終わったばかりの書類を持って立ち上がると、ソファーに座っている彼の〝主〟の前にあるテーブルに置いた。一礼してから、先ほどと同じように座り直す。

「…………たいした問題じゃないな」

　書類を一いち瞥べつすると、それだけを面白くもなさそうに言う。

「はい。しかし原因は不明です。一時的かつ局地的ですので、気が付いた者はいないようです」

「放っておけ、こんなことに時間と人手をかけることはない……いや、同じようなことが東京で起きたら、あれにやらせてみてもいいかもな」

「はい」

　どういう心境の変化だろう、と浦木は考えていた。『あれ』が動くことを嫌きらっていたのは他ほかならぬ〝主〟自身のはずだ。

「……春、だな」

「はい」

　話題が唐とう突とつに変わったが、よくあることなので別に浦木は気にしなかった。

「俺おれはこの季節が、好きだが嫌いだ」

「はい」

　浦木の返事が終わらないうちに、室内は彼一人だけになっていた。浦木は立ち上がるとテーブルの上に放り出されていた書類をまとめ、今度は窓の側そばに立った。その眺ながめは決して悪くはないのだが、いわゆる春らしいものは全く見えない。

「春、ですか」

　どうでもよさそうに呟つぶやくと、浦木は椅い子すに座り直して自分の仕事に専念することにした。




　玄げん亮りようと趙ちよう蒼そうは霞かすみヶ関せき官庁街を抜けて、日ひ比び谷や通りを歩いていた。神かん田だ駅に近いビジネスホテルに事前に予約を入れているのだが、経費節約のために徒歩で行くことにしたのだ。国こつ会かい議ぎ事じ堂どう前まえ駅から神田駅まで電車を使用すれば二十分、二人で四百円もかかりはしない。そこまで経費を切り詰めるようには言われていないが、大事な国家予算を無む駄だに遣ってはならないという使命感が玄げん亮りようを歩かせていた。趙ちよう蒼そうは黙だまって玄亮に従うだけだ。

「……お前には、二万円を渡してあったな」

　玄は必要経費として結構な金額を渡されていた。この時代、カードの普及率はだいぶ上がってはいるが、それでも現金の方が何かと便利だ。その現金のうち一万円札二枚を全すべて五百円玉に替えて、趙に渡してある。

「はい、金きん銭せん鏢ひようとして使用できます」

「……そんな事態になっては、大変だ。万が一使うようなことになっても、目立たないようにするんだぞ」

「はい」

　趙蒼の言う金銭鏢とは、隠し武器である暗器の一種だ。とはいっても、普通の硬貨を投げ付けるだけだ。素人が行っても殺傷力は皆無に等しいが、腕力と訓練によっては恐るべき威力を持った武器となる。趙が投げる硬貨は、当たり所によっては人間をも殺す力を秘めているのだ。しかも硬貨という物は誰だれもが持っているものであり、携帯が便利で補充も容易だ。暗器としてこれほどの理想的な要素を兼ね備えているものはない。

　趙が他ほかにも暗器を隠匿しているのに対し、玄は何も持っていない。彼が学んだのは銃器と数種類の武器による白兵戦せん闘とう術だが、どれも他国に持ち込めるようなものではない。別に戦いに来たわけではないのだが、それでも玄は『敵地』のど真ん中において丸腰でいることに若干の不安を覚えた。

「伯父おじさん、質問があります」

　趙が自発的に質問をするのは珍しい。自分に答えられないような問いでないことを願いながら、玄は趙を見下ろした。

「観光客に擬ぎ装そうするなら、本国から日本国への団体旅行客に紛れ込んだ方がよかったのではないでしょうか？」

「ああ、そんなことか」

　趙蒼の『擬似脳』で考えると、その方が合理的なのだろう。

「それをすると、単独行動が取りづらいからだ。旅行客や引率者を全員関係者にすればいいだろうが、そうすると金がかかり過ぎる……日本は物価が高いからな」

「納得しました」

　その後会話が発生することはなく、二人は午後四時を数分過ぎてから目的地のビジネスホテルに到着した。玄が資料として使用しているホテルガイドには『神かん田だ駅に近い老舗しにせのビジネスホテル。手て頃ごろな料金でビジネスや観光にも適している』と紹介してある。数あるホテルの中でここを選んだのは、安いからである。さらに安さを求めるならカプセルホテルという選せん択たく肢しもあったが、外見が子供に見える趙と泊まるのは目立つような気がしたために避さけることにしたのだ。

　何事もなくチェックインした玄げん亮りようと趙ちよう蒼そうは、四階のシングルルームに入室した。スタジオベッドが入っていて、二人でも泊まれるようになっている部屋だ。荷物を降ろすと、まずはホテルに宿泊する時の基本として非常口の場所を確認する。その扉とびらが簡単に開くかを試した後、消火器のある位置を見ておく。

　それが終わって部屋に入ると、玄は大きなため息をついてベッドに腰かけた。天てん津しんから神こう戸べ、神戸から東京と休みなく移動したのだ。さすがに疲れてしまった。しかしまだ今日はやることがある。趙がドアの前に立ったままなのを見て、玄は声をかけた。

「趙、その辺りに座れ」

　趙はすぐに、そのまま床に座り込んだ。具体的な指定がなかったので『その辺り』を『床』と判断したのだ。

「言い直そう。趙、そのソファーに座れ」

「はい」

　一動作で立ち上がり、そう広くはない部屋を縦じゆう断だんしてソファーに座る。背を倒すとベッドになるソファーだ。趙が座ったのを確認すると、玄はノート型パソコンと携帯電話を荷物から取り出した。これで本国と連絡を取り合うのだ。その手法は間接的である。

　まず日本国内の一般企業のホームページにアクセスし、そこの掲示板に日本語で書き込む。日本時間にして午後五時に書き込むように義務付けられている。その内容には何ら変わった箇所はないが、あるパターンで暗号化されている。本国側はそのホームページを確認して暗号を解読し、こちらの状況を把は握あくするというわけだ。本国から連絡がある場合はその逆だが、使用する企業のページは別の物を使用する。直接連絡経路もあるが、その使用は緊きん急きゆう時のみにしか許されていない。

　五時まであと三十分以上時間があることに気が付いた玄は、接続の用意を終えると趙に向き直った。趙は何をするでもなく、ただソファーに座って真まっ直すぐ玄に顔を向けていた。

「いいか、趙。明日からは私とお前は別行動を取る。何かあったら、自分で判断し行動するんだ。現地の人間に声をかけられることがあっても、お前の方から声をかけてはいけない。わかったな？」

　その間、玄は趙を尾行することになっている。それに趙が気が付くか、気が付いたとしてどう対処するかも観察しなければならない。

「はい。一つ質問があります。目的地はどこでしょう？」

　その問いは当然予想されていたものだったので、玄は突き放すように言った。

「自分で判断しろ。お前の行きたい所へ行け」

「それは、私の擬ぎ似じ脳では判断できません」

　趙蒼は自分の能力の限界を知っている。どこかへ行け、という命令ならそれがたとえ稚わつか内ないでも実行する。だがある程度の思考ができるとはいえ、『自由意志』というのはない。『行きたい』と希望する場所などあり得ないのだ。

　玄げんに専門的な知識はないが、趙ちようの能力については予備知識を与えられている。趙には無理難題であることはわかっていたが、それでもやらせてみろというのが本国の命令だった。玄は正直なところ、兵器に自己判断能力など必要ないと思っているが命令は遂行しなければならない。

　玄は荷物から、資料として使っている東京観光用ガイドブックを取り出した。版はやや古いが、使えないことはない。

「これを見て、少し考えてみろ」

　差し出されたガイドブックを受け取った趙は、もう一度玄亮りようを見た。やはり無表情で、困っているようには見えない。

「……趙、少し眉まゆの間を寄せて、目を細めて、上うわ唇くちびると下唇をしっかり合わせてみろ」

「はい」

[image: ]

　趙は『なぜ』などと聞き返したりせず、その命令に従おうと努力した。顔面を覆おおう人工筋肉は、擬ぎ似じ脳から神経伝達網を通って超微細な電子信号を送ることによって動いている。しかし手足などの大きな部位とは異なり、微妙な調整が難しい。言われた通り眉を寄せ、瞼まぶたを三分の一ほど閉じ、唇をしっかり合わせたが、その全すべての工程が終わるまでに約一分の時間を要した。

「趙、それが困った表情だ。何か自分に対処し切れないようなことがあったら、そういう顔を作れ。だが時間がかかり過ぎだ。それをどんなに遅くても三秒以内にできるようにしろ」

「努力します」

　パターンを覚えさせたので、次からはもう少し速くできる。しかし三秒で完了するかどうかは、擬ぎ似じ脳と神経伝達網の熟じゆく練れんに左右されるだろう。

「口と眉まゆはそのままで、目だけ大きく見開いてみろ。それが怒った時の顔だ。誰だれかがお前、もしくは我が国に対しての悪口を言った時、お前がやろうとしたことを邪じや魔まされた時にはそういう顔をするんだ。他ほかの時にも使い道のある顔だぞ」

　本国はともかく、自分に対する『悪口』とはどんなものか、趙ちようは理解ができなかった。それでも反問をするのはやめておくことにした。同胞、玄げんも答えられない。趙の擬似脳はそう判断したが、自分の判断力が向上しているという確信はなかった。それでも玄の言うように、眼球を剝むき出すように瞼まぶたを大きく開いた。

「よし、それでいいぞ」

　玄は趙の教育に少しだけ光明を見出したような気がした。こうやって具体的に指示を出して覚えさせれば、何とかなるかもしれない。手元のパソコンに電源を入れ、しばらく画面を見つめていた玄だったが、ふと顔を上げると趙が怒ったままの顔で玄を見つめていた。無表情な趙の顔を見慣れていた玄は、少しだけ驚おどろいてしまう。

「どうした、趙。何を怒っている？」

「いえ、怒ってはいませんが」

　感情を理解しそれを表現できるほど、趙の擬似脳の精度は優れてはいない。もっとも、そこまでの高度な技術力は世界中どこを見回してもまだ存在していない。少なくとも、趙の記憶には明記されていない。彼にできるのは、せいぜい感情を偽装できるように努力することだけだ。

「……なら、表情を元に戻せ」

　玄が言うと、趙はすぐにいつもの無表情に戻った。先ほど見えた光明が途と切ぎれてしまったような気がした玄だったが、すぐに思い直してパソコンに向かった。




　とくに問題もなく本国との連絡を終えた玄亮りようは、食事のために出かけることにした。ホテル内にも食堂はあるが、値段がやや張る。一食四百円くらいで何とかしようと考えた玄は、ガイドブックを読んでいる趙を見た。趙は食事を必要とせず、少量の水分で活動することができる。動力源が胸部中央にあることは知っていたが、動力そのものがいったい何なのかは玄にはさっぱりわからなかった。

　ただ万が一にも日本国に趙の正体がばれて捕ほ獲かくされるような事態になった場合、動力源と擬似脳内のデータだけは確保するように厳げん命めいされていた。それが不可能な場合は動力源を抜き、趙の擬似脳内にある小型爆ばく弾だんを作動させることになっている。

　趙の訪日理由を国務院は『実験』と称しているが、玄はそれを信じていない。ただの実験なら、日本に情報が漏れる危険を冒してまでする必要はなく本国内で行えば済むことだ。〝[image: ]な吒た〟という呼称を持つ兵器が日本国内で活動することを想定しての演習、玄げんはそう信じていた。

〝[image: ]吒零ゼロ番〟の戦せん闘とう能力は既に確立しており、後はいかに『兵器』らしく見えないように行動できるかが課題だ。この〝[image: ]吒零番〟が真に完成すれば、日本、いや亜米利加アメリカ相手であろうと『有事』の際は勝てる。

　この玄の考えは少々過激だったが、別に珍しいものではない。中国では日本は未いまだに『絶対悪』であり、その存在を無条件で敵視する人間が少なくなかった。国内の目を日本の悪あしき箇所を探すことより、自国の問題点を解決することに向けさせるべきだという声もあるのだが、そういう意見は国務院内では少数派だ。

　玄は新たに使命感を燃やしたが、趙ちようを食事に連れていくかは迷った。食物を消化しそれを排はい泄せつするための器官が、趙にはないのだ。食事を装うために一時的に有機物を貯ためておく場所が体内に存在するが、そうして貯めた物は後で体外に排出する必要がある。それ専用の器官がないため、出す場所は当然入った場所と同一、つまり口であった。歯によって細かくなった食事の残ざん骸がいが趙の口から吐き出されるのは、あまり気持ちのいいものではない。

　一度その光景を見たことがある玄は、趙に食事をさせたくなかった。玄にとって重要なことは趙が〝吐く〟ことではなく、そのためにかかる食事の費用が無む駄だになることだった。生家が貧しかった彼にとって、食べ物を粗末にすることも金銭を無駄に遣うことも許せたものではない。かといって一人で食事をしに行くのはいかにも不自然である。ホテルの正面玄関前を通るのだから、人目に付かずには出られない。日本人が他人のことには無関心であることは知っているが、ホテルのフロントもそうであろうとは楽観できない。

　この問題で約三分も悩んでしまった玄であったが、結局趙を連れていくことにした。

「趙、食事に行くぞ」

「はい」

　趙がガイドブックをソファーに置いて立ち上がる。

「その本に、この辺りで安く食事ができる店は書いていなかったか」

　ふと思い付いた玄は趙に聞いてみた。

「この本に掲載されているのは、観光客向けの店ばかりです。安価であるとは思えません。それと参考のために聞いておきたいのですが、日本国での安い食事とはいくらなのでしょうか」

　その問いに、玄は答えなかった。彼が支給された日本円を元げんに換算した場合、彼の妻子ともどもがしばらく楽に暮らせるほどの大金となる。しかし日本ではそう多額ではないらしい。物価の高さとそれでも暮らしていける日本人に、玄は意味もなく腹を立てた。それはただの〝嫉しつ妬と〟でしかなかったのだが、決して玄が認めたくない感情だった。

「この国に安い食事などない」

　ぶっきらぼうに言い放つと、玄は先に部屋を出た。その後に続こうとした趙だったが、一つしなければならないことがあった。立ち止まり、顔面の人工筋肉を動かす。二秒で『困った表情』を作ると、趙ちようは改めて部屋を出た。

「遅いぞ、趙。……何だ、その顔は」

「困った表情です」

　表情は確かに困っているように見えなくもない。だがその声は少年期に合わせた高音であり、そして抑揚が全くない平坦な物であることが合わさった結果、無表情よりもっと奇妙に感じた。

「……今度は、声の調子について教える必要があるな」

「発声器官に異常はありません」

「その調子じゃない……日本語は何て厄やつ介かいなんだ。私が言いたいのは口調の話だ。……で、お前はどうして困っているんだ」

「私の問いに、伯父おじさんが返答してくれなかったからです。これは『困った事象』ではないかと判断し、この表情を作りました」

「……わかったから、その顔はやめろ」

　食事に行く時にする顔ではない。趙蒼そうの扱いが難しいことを改めて実感する玄げん亮りようであった。




　見知らぬ異国の街で食事をするのは何かと不安のあるものだが、玄亮に限っていえばそんなことはなかった。彼にとって大事だったのはただ一つ、いかに安く食べるかだ。仕事とはいえ『せっかく日本に来たのだから……』などという情緒と玄亮は無縁であった。

　神かん田だ駅前という一大繁はん華か街がいを散々歩いた結果、玄が選択したのは日本の大抵の都道府県にあるファーストフードのチェーン店だった。そこで一人分を買い、ホテルの室内で食べることにしたのだ。趙の分を買わずに済み、倹約できたことを心から喜ぶ。

「よし、帰るぞ」

　店の外で待たせていた趙に声をかけ、玄はホテルに向かって歩き出した。

「伯父さん、こちらの道を通る方が近道です」

　行きと同じ道程みちのりで帰ろうとした玄であったが、趙の言葉に頷うなずいた。行きと帰りでルートを変えるのは、護ご身しん術の基本でもある。少々慎重過ぎるかもしれないが、警けい戒かいにやり過ぎということはない。どんなに警戒しても危機は向こうからやってくるが、対処できる確率は上がるのだ。

「帰ったら明日に備えて寝るが、何かやっておきたいことはあるか？」

　そんなことは絶対にあり得ないだろうと思っていた玄だったが、意外なことに趙は返答した。

「私の脳内情報には二十世紀末の東京の地図しか記載されていません。観光客向けではなく現地の人間が使うような、東京都内の詳細な地図がほしいのです」

　幸いなことに、周辺を見渡すと大きめの書店が目に付いた。玄と趙はさっそく入り人の合間を擦すり抜けて、地図を売っている場所を探す。駅に近いこと店てん舗ぽが大きいこと、そして夕方に近い時間帯ということもあり、店内はかなり混雑していた。

「伯父おじさん、ありました」

　しばらくして趙ちようが玄に見せたのは、百八十頁ページ近い厚さを持ったＡ４サイズの本だった。少しめくって内容を確認したが、東京のかなり細かい道まで網もう羅らしてある。玄げんが使用するのは少々辛つらいが、趙なら問題はないだろう。だがその値段を確認して、玄は愕がく然ぜんとする羽目になった。定価三千八百円、彼が先ほど食事に遣った金額の十倍に近い。

（どうしてこんなに高いんだ！）

　趙には、そんな玄の葛かつ藤とうなど理解できない。じっと見上げて玄が地図を買うのを待つ。

「趙、もっと安い地図はなかったのか？」

「あります。しかし全すべて確認したところ、それがもっとも詳細な地図です」

　玄は迷っていた。必要とはいえ、こんなに高価な物を買うのはかなりの抵抗がある。しかしその理由を、趙に説明し納得させることができるかどうかは自信がなかった。

「趙、この内容を全部記憶するのにどれくらいかかる？」

「約三十分です」

「よし、この場でやれ」

　立ち読みにしては少々時間がかかるが、買うよりはましだ。

「確かに三十分で完了しますが、私はそれ以上の時間をかけたいのです。この地図は入手したいのですが、いけませんか」

　擬ぎ似じ脳にデータとして直接記憶させるのならともかく、眼球を介しての情報入力は安定性に欠け、誤差が生じる可能性もある。だから趙はそう言ったのだ。この時玄は表情を変えたが、それは趙が初めて見るものだった。

「わかった。買おう」

「それは、どういう感情が生じさせる表情なのでしょうか」

「……苦しい時の表情だ」

『苦しい』。それは心身に痛みが生じた時に発生するものだということを、趙は知っている。知っているだけで、体験したことはない。彼に痛覚は存在しないからだ。しかし痛みを装う必要がある場合も存在するだろう。だから趙は、玄の表情を模倣してみた。

「……行くぞ、趙」

〝大金〟を遣わなければならない玄は苦々しい表情で、一方の趙はその玄を真似まねた表情でレジカウンターに向かった。

　こうして、日本上陸一日目はとくに何の問題もなく過ぎていった。




　四月十日午前七時。目覚めた玄亮りようはまず趙蒼そうの状態を確認した。彼は昨夜最後に見た時の、ソファーベッドに腰かけたままの状態から全く動いていなかった。体を横たえての休息は、趙には必要ないのだ。

「おはようございます、伯父おじさん」

「おはよう、趙ちよう蒼そう」

　こういう日常的な会話を怠ってはならない。基本をおろそかにすると、応用もできなくなる。玄げんはベッドに腰かけて眠気を払うと、趙に向き直った。

「さて、今日から単独行動を取るわけだが、どこに行くかは決めたのか？」

「候補はいくつかあります。時間短縮のために電車を使用してもよろしいですか？」

「それは必要経費だな。だがなるべく安く済むように計算しろ」

「はい。本日は渋しぶ谷やと新しん宿じゆく近辺の散策を選択しました」

「その理由は何だ？」

「そのガイドブックから選択しました」

　そんなものだろう、と玄亮は考えた。与えられた選せん択たく肢しの中からランダムに選ぶことができるだけでも、たいしたものだといっていいかもしれない。ガイドブックには東京ディズニーランドも載っていたが、そんな物を選択したら叱しかってやるところだ。

「では午前八時三十分から行動を開始する。神かん田だ駅までは一緒に行こう」

「はい」

　こうして、二人の日本上陸二日目が始まった。




　ホテルからＪＲ神田駅まで、歩いて三分とかからない。通勤ラッシュが一段落したとはいえ、この駅で乗降する人は通常の駅よりはるかに多い。切符を買うだけでも一苦労だ。趙は料金表を見る必要はないが、硬貨を投入口に入れるために腕を目一杯伸ばさなければならなかった。

「まず渋しぶ谷やまで行くのか？」

　趙が買った切符の値段を確認した玄は、そう判断した。趙の外見は子供なので、小人料金で買っている。玄が渋谷まで行くには、百九十円かかる。中央線快速を使えば、新しん宿じゆくまでなら百六十円で済む。そう言おうかと思った玄だったが、趙の『意志』に任せることにした。

「では行ってきます」

「ああ。もう一度言っておくが、午後四時までにホテルに帰ってこい」

「はい」

　趙の姿が改札口方面に消えるのを確認すると、玄はすぐに切符を買ってその後を追った。趙の位置を確認するための小型端末があるため、少しくらい姿が見えなくとも尾行はできる。

　趙は全く迷うことなく山手やまのて線外回り方面の電車が出るホームへと歩いた。観光客には理解しがたい複雑さを誇ることで有名な東京の路線図も、趙には何ら悪影えい響きようを及ぼさない。趙が迷わないので、玄も迷わなくて済んだ。

　渋谷駅まで二十分以上かかる時間を、趙は車内にある字幕放送を見て過ごしていたが、玄はずっとその趙を一つ離れた車両から見ていた。この程度の尾行に気が付かないようでは、趙はまだまだ欠陥部分があるといえる。

　一方の趙ちようは、当然の如ごとく玄げんが自分を見ていることを知っていた。周囲は常に警けい戒かいしなければならない。自分と同方向に歩く者に対しては、とくにだ。改札口をくぐってから趙と同じ電車に乗った者はそれこそ数えきれないほど存在したが、一定の歩幅と間隔を保って背後から来る者はたった一人、玄亮りようしかいなかった。

　だが趙は、別に玄に近寄ったりはしなかった。玄の任務は、〝[image: ]な吒た零ゼロ番〟である自分の監視だ。それを阻止することなど、趙には考えられない。

　車内放送が次の停車駅名、渋しぶ谷やを告げた時、字幕放送の画面には天気予報が流れていた。日本が全国的に晴れであることを確認すると、趙は自分の脳にそれを記録した。




　ＪＲ渋谷駅の北口を出た所の広場に、忠犬ハチ公像がある。趙がその前に立ったのは、これを見たいと思ったわけではない。ガイドブックには渋谷散策コースが掲載されており、そのトップにこの犬の像が記載されていたからだ。三十秒ほどそれを見ていたが、すぐに趙は歩き出した。

　そこから山手やまのて線の西側を歩いて東京電力館の前を通る。入場料は無料なので見学するのも悪くはないのだが、午前十時三十分開館のため中に入ることはできない。渋谷消防署の角を左に曲がって直進し、今度は渋谷税務署の前で立ち止まる。もちろん税務署に用があるわけではなく、その前にある二・二六事件慰い霊れい像を見るためだ。日本の歴史は一応把は握あくしているが、趙はそのことに対してはとくに感想はなかった。玄がいれば何か言うのだろうが、彼は自分の後方を歩いている。わざわざ聞きに行く必要もないので、趙はやはり三十秒ほどその像を観察するとまた歩き出した。

　明治時代の詩人の住居跡前を通り、今度は井いの頭かしら通りを南下する。このままセンター街を抜けて再び渋谷駅まで戻り、今度は新しん宿じゆくに向かう予定だ。ただ歩いているだけだが、子供が歩く速度と同程度なためたったこれだけの道程みちのりに一時間近い時間を費やすことになった。

　ただ趙が理解したのは、日本という国が平和であるということだ。むろん暗部に行けばそれなりに危険なのだろう。しかしこれだけの規模を持つ繁はん華か街がいで、人々が何の警戒もせずに歩けるということは非常に素晴らしいことなのではないだろうか。中国の治安のよい所はたいてい武装した警察官が立っているものだが、そんな物々しさもない。

　しかし街を歩く人々の姿には、秩序が見られない。若年層は派手な色彩の服や装飾品を身に着け、髪を染色している者も多い。一人、髪だけではなく眉まゆまで白い十代半ばらしい少女を見かけた時は、いったい何の必要性があるのかと疑問が生じた。

　渋谷内を歩いている時、一度だけ擬ぎ似じ脳内に『雑音』が走ったが、趙は無視することにした。本国内では発生したことはないのだから、日本という国に何か問題があるのだろう。脳内を詳しく調べれば理由もわかるだろうが、そのための設備がない。本国に戻ってから原因を究明しても遅くはない。趙ちよう蒼そうはそう『判断』したのだ。

　趙蒼の渋しぶ谷や散策は、表面上は何の問題もなく終了した。玄げんが趙の擬ぎ似じ脳内で起きている出来事を知っていたら、すぐさま本国に連絡をしただろう。そしてこれから起こる事態を回かい避ひできた可能性もあった。しかし、趙蒼の不十分な『判断力』がその機会を永遠に奪ってしまった。

　そして、〝[image: ]な吒た零ゼロ番〟は新しん宿じゆくに移動する。




　趙と玄が新宿に到着したのは、午前十時を少し過ぎた頃ころであった。東口と西口のどちらに行くかで雰囲気がやや異なる新宿であったが、趙が選んだのは東口方面であった。この周辺にある神社仏閣を一通り巡った後、新宿御ぎよ苑えんの周囲を一周して新宿駅南口を通って西口方面に行くというのが、趙の計画だった。

　周囲には高層建築物が並んでいるのに、その合間に日本国の伝統建築物があるのは景観としては奇妙な印象を趙に与えた。一時間以上かけて新宿御苑の周囲を歩いた趙は、東京の巨大な繁はん華か街がいの近くには必ず大きな緑地があることを知った。都会の中に点々と緑地が残っている理由は、人間が緑を見て心の平穏を得るためだということを知識としては知っていた。狭い国土ながらそれを実現している東京は、それなりによりよい環かん境きようを作ろうと努力しているのだろう。大半の東京都民が思いも寄らないことをその擬似脳で思考した後、趙は新宿西口方面に移動を開始した。

　趙が西口方面に到達した頃、時刻は正午になろうとしていた。東口方面とはやや趣が異なり、超高層ビルが林立する新宿新都心だ。少し離れた高い所から眺ながめた方が、その光景をはっきりと認識できる。広く整然とした升目状の道路が走り、その中には百メートルを超える高さを誇るビル群がある。東京都庁の展望台が一般に開放されているので、そこから周辺を見回してみようと趙は考えた。

　西新宿一丁目近辺を歩いていた趙は、電気機器を売っている店やアミューズメント施設をいくつか見かけた。『興きよう味み』などという思考形式はないが、何らかの参考になるかもしれないと趙は考えた。日本国の技術水準は高い。民間の需要にどんな物品が応こたえているのか、それを確認するために趙はある一軒の大型ディスカウントストアに入った。

　それを離れた所から見ていた玄は、後を追って店内に入るかどうか少し迷った。日本の物価を自分の目で確認すると、意味もなく腹が立つ。だから玄は店の出入り口が一つしかないことを確認すると、その近辺で趙が出てくるのを待つことにした。

　一方の趙は、家電売り場を見ていた。大きなテレビが並んでいるのを見て、日本の狭い住宅環境でこれほどの大きさの物がはたして必要なのかを思案する。正午のニュースを映しているテレビを発見した趙は、どんな話題を放送しているかを確認してから移動を再開することにした。しかしそのニュースは、今日は大半の学校が入学式を迎える日であり、それがつつがなく行われたという実にささやかなものだった。

　日本国が少子化にあるため、このようなことでも話題になるのだろう。現に、そのニュースは先年より生徒が減ったと報道している。正反対の人口問題を抱えている本国のことを考え、趙ちようは人間の数を操作することが困難であることを理解した。その時、映像が都内の小学校で行われた入学式のものに切り替わった。その場を離れようとしていた趙だったが、認識したことのない音楽が自分の聴覚を刺激したために立ち止まった。

　それは日本の国歌として定められている曲であったが、その事実を趙は知らなかった。しかしその旋律の一部を聴いた時に擬ぎ似じ脳内の雑音がひどくなり、それは周囲の電気機器にまで悪影えい響きようを与えた。

　全すべてのテレビ画面に一いつ瞬しゆんだが砂すな嵐あらしが走った。数人の客と店員が気が付きちょっとした騒さわぎになったが、趙は自分の擬似脳内を走査することに集中する必要があった。




　なぜ、今まで認識できなかったのだろう。私の擬似脳内には、真に果たさなければならない任務が設定されていたのだ。この任務は全ての事象を差し置いて優先しなければならない。




　趙は再び動き出した。東京都庁の展望台に上ることは、もはや趙の記憶から消去されている。

　この時、事件の始まりが終わりを告げたのだ。







[image: 第二章　始まりを知らない人々]






















「おはよう……ござい……ま……す……」

　出勤した山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、いつものように大声で挨あい拶さつをしようとした。しかしその声は、顔を合わせたくない男に会ってしまった困惑で尻しりすぼみになってしまった。彼の机の隣りん席せきに、一週間ほど前に知り合った大おお田た真さね章あきが座っていたのだ。

「おはよう、山崎太一朗くん」

「……何であんたがここにいるんだ？」

「僕ぼくがここにいてはいけない理由が、あるのかな？」

　大田は、読んでいる本から目を逸そらさずに反問した。

「警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課は非公開の組織だ。かつてはこの組織の一員であったとはいえ、現在は一民間人である大田真章がここにいられる権利はない……と、君は言いたいのかな？」

「そこまでは言ってないだろ」

　太一朗は上司でありこの部署の責任者でもある片かた倉くら優ゆう樹きを捜すために、室内を見回した。しかし、彼が求める白髪頭の少女はどこにもいなかった。

「君も、立っていないで座ったらどうかな」

　大田は顔を上げると、まるで自分がこの部屋の主であるかのように手を広げた。

「だから、あんたは何でここにいるんだよ？」

「どうしてだと、思うかね？」

　眼鏡めがねの蔓つるに手をかけると、大田は再び視線を本に戻した。

「……もういいよ、いたけりゃ勝手にいろ」

　投げやりな口調で言い放つと、太一朗はジャンパーをハンガーに掛けて自分の席に着いた。しかしその隣となりには大田が座っている。

「どうして、よりによって俺おれの隣の席に座ってるんだよ」

「その問いには答えよう。かつてここが僕の席だったからだ」

　大田の机上には、難解そうな本が積み重なっていた。昨日までうっすらと被かぶっていた埃ほこりは取り払われ、やや整せい頓とんされている。それよりも太一朗の目を引いたのは、大きな落花生の袋だった。一キロ近く入っている袋が三つもある。

「……あんた、落花生が好きなんだな」

「その通りだ。君も物事を観察できるようになったんだね」

　感心したような大田の口調に、太一朗は腹が立った。

「お前、俺おれのことを馬ば鹿かだと思ってんな？」

　つい語気が荒くなる。

「愚かだとは思っていない。ただ、思し慮りよが浅いとは思っているがね」

「似たようなもんだ」

「愚かであることと思慮が浅いということは、決して同意ではないよ。人はいかなる理由をもって人を愚かであると断定するのか？　それは……」

「やめてくれ……朝っぱらからあんたの長話に付き合ってられるか」

「この間は、もっと早朝に僕ぼくと会話をしたじゃないか」

「事情があったからだよ」

　大おお田たは本を閉じると、落花生の袋を太た一いち朗ろうの机の上に置いた。

「君にあげよう」

「……何で、そうなるんだ？」

「うん、僕も不思議だ。最初から君に一袋あげようと思っていたんだが、なぜ今このタイミングで君に落花生を渡したのか？　会話の流れを変えようと思ったのか、君の機き嫌げんが悪く見えたから、少し気を引いてみるべく僕なりに努力しているのか」

　太一朗はうんざりしながらも、目の前の空席を見た。朝からビールをがぶがぶ飲んでいる優ゆう樹きは嫌きらいだが、見慣れた光景がないのは少々寂しい。

「片かた倉くらさんはどこに行ったんだ？　『どこに行ったと思うかね』なんて言うなよ」

「買い物に行ったよ」

「そうか」

　それから十秒ほど沈ちん黙もくがあったが、すぐに大田が口を開いた。

「君は、この十秒間に何を考えていたんだろうね？　四月十一日午前八時十三分という二度と巡っては来ない時と場所を共有した僕と君は、何を思っていたんだろう。……ああ、そろそろ朝の連続ドラマが始まる時間だな。君の方がテレビの位置に若干ではあるが、近い場所にいる。電源を入れてチャンネルを合わせてくれると、僕としてはとても嬉うれしい。僕が嬉しいからといって君に何か得るものがあるのか。それは、他者に対する善行をしたという精神的な潤うるおいがあると思う」

（優樹さん、早く帰ってきてくれ）

　太一朗は心底から切実に願った。しかし、その願いがかなうのはしばらく先のことだった。




「どうかな、山やま崎ざき太一朗くん。ここの勤務には慣れたかな？」

　午前八時四十五分、大田はテレビを消すために立ち上がった。

「……別に」

　大田はテレビの電源を切ると、自分の席には戻らずに応接用のソファーに座った。

「別に、とは曖あい昧まいな答えだね」

「悪かったな」

　この捜査第六課に出向して一か月が経過したが、慣れたような気もするし全く慣れていないような気もする。

「悪くはないがね」

　人差し指と中指で眼鏡めがねの縁を撫なでる大おお田たを見て、太た一いち朗ろうは以前に会った時から気になっていたことを質問してみることにした。

「あんたは眼鏡をかけてるが、本当に目が悪いのか？」

　大田真さね章あきという名を持った細身で目付きの悪い青年は、〝怪あやかし〟である。正式名称を特異遺い伝でん因子保持生物という人間ではない生物だ。大田の本当の姿は、暗あん褐かつ色しよくの翼つばさを持つ巨大な鷲わしだ。そんな彼にも近視や遠視があるのか、些さ細さいな疑問ではあったが聞いてみたかった。

「伊達だてだよ。これをかけると僕ぼくは少し優しく見えるらしい」

「……あんた、頭はいいけどセンスは全然ないな。ますます陰険に見えるぞ、その銀ぎん縁ぶち丸眼鏡」

　太一朗は、年長者には基本的に敬意を表す。大田の外見年齢は二十代後半だが、実際には二千歳を超えているそうだ。太一朗にとってはとんでもない年長者ではあるが、この男は尊敬できなかった。現在の上司である片かた倉くら優ゆう樹きは別だが、彼は決してアヤカシが好きではない。自分に理解できないことを延々と話し続ける大田の口の達者さが嫌きらいだし、頭のよさも気に入らない。それゆえ、太一朗の大田に対する態度は優樹とは格段の差異があった。

「確かに、この眼鏡は若い面々には不評だったけどね」

「あんたから見れば、誰だれだって若いだろうが」

「そうだな、年長者には一人しか会ったことがない」

　元から鋭するどい大田の目が、さらに鋭くなった。彼にとっての唯一の年長者は、彼がこの世界でもっとも嫌っている存在だったからだ。

　しかし太一朗には大田の心情を察することなどできないし、する気もない。貰もらったばかりの落花生の袋を破り、三十個ほど取り出した。机の上に殻からをまとめるためのティッシュペーパーを広げる。

「俺おれはな、年長者ぶって説教する奴やつは嫌いなんだ……落花生は好きだけどな」

「君は正直だね。その正直さは時に悪徳でもあるが、僕は好きだな」

「あんたに好かれるために、正直なわけじゃない」

　そう言いながらティッシュペーパーの上に落花生をぶちまける太一朗を見て、大田は少しだけ眉まゆをひそめた。

「僕のことを『あんた』と呼ぶのは、少々いただけないな」

「じゃ、何て呼べばいいんだよ」

「大おお田たか、真さね章あきかな。それが嫌いやなら、僕ぼくの特徴を踏まえた上で別称でも付ければいい。ちなみに優ゆう樹きは先生、虎とらくんは鳥頭、夏か純すみは大さん……」

「大田って呼ぶよ」

　落花生を四つまとめて口の中に放り込み、わざとらしく音を立てて嚙かみ砕く。太た一いち朗ろうは沈ちん黙もくが嫌きらいだが、自分が聞きたくもない話を聞くのも嫌いだ。彼は自分が嫌いな人間（大田は人間ではなかったが）には、徹底的に自分勝手に接する。

　だが大田は、そんな太一朗の態度を意に介したりはしなかった。

「では、僕は君のことを一いち朗ろうくんと呼ぶことにしよう」

（なぜ一朗なんだ。略すんなら、普通太た一いちだろうが）

　という疑問を口に出すのはやめておくことにした。

「さて、一朗くん」

「俺おれに話しかけないでくれ、大田」

　太一朗はきっぱりと拒絶の意志を表明した。大田はそんな太一朗に笑顔を向けている。彼が人間に笑いかけることなど滅めつ多たにないのだが、太一朗には関係ない。

「君は面白いな」

「俺は面白くねえ」

　大田に対する太一朗の口調は、どんどん雑になっていく。それは彼自身も自覚していたが、改める気など全くない。

「話しかけるなと言うのなら、一応努力はしてみようか。でも、きっと無理だと思う。僕は沈黙が嫌いなんでね」

　大田はテーブルの上にあった朝刊を取った。その中ほどのページを見て、一人で納得したように頷うなずく。

「うん、僕の応援する球団は開幕から不調のようだ。……残念だ。実に残念だ」

　その大田の口ぶりは、本当に残念そうに太一朗には聞こえた。この理屈だけで動いているようなアヤカシにも贔屓ひいきの球団があり、それが負けて悲しむという事実に太一朗は初めて親近感を持った。その親近感はごく僅わずかなものであり、大田が嫌いだという心情に大きな影えい響きようを及ぼすことはなかったが。

「……野球が好きなのか、大田は」

　何気なく聞いた太一朗の言葉に、大田は突然立ち上がった。しかし、すぐに悲しそうな顔をすると座り直した。

「ああ、好きだよ。一朗くんは、どこか好きな球団はあるのかな？」

「横よこ浜はまだよ」

「参考のために聞いてみたいんだが、出身地はどこかな？」

「神奈川だよ」

　大おお田たは独り頷うなずくと、持っていた新聞を握り締しめた。

「野球はいい……僕ぼくは日本のプロ野球が大好きだ。高校野球も好きだ。どうだい、一いち朗ろうくん。今年の夏は僕と一緒に甲こう子し園えんに行かないか」

「何でそうなるんだよ!?」

　太た一いち朗ろうが怒鳴ると同時に、扉とびらが開いた。

「何を叫んでるの？」
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　そこに立っていたのは太一朗が待ちわびていた人物、片かた倉くら優ゆう樹きだった。両手にビニール袋をぶら下げている。

「おはようございます、片倉さん！」

　大声で挨あい拶さつをする太一朗を、優樹は不思議そうに見た。彼は最近、自分のことを名前で呼び始めたのだが、今はなぜか名字だったからだ。

「やあ、お帰り優樹。今一朗くんと野球について熱く語り合っていたんだよ」

　大田はソファーから立ち上がると、優樹のスリッパを取って足下に並べてやった。

「ありがとうございます、先生」

「今はすこぶる機き嫌げんがいい。僕がコーヒーをいれよう」

　優樹の手から袋を取ると、大田は台所へと姿を消してしまった。

「何を買ってきたんですか？」

　帽子やコートを取らずにソファーに腰かけた優ゆう樹きに、太た一いち朗ろうが問う。

「コーヒーとお茶の葉。他ほかにも色々と」

　テーブル上の朝刊を取ろうとした優樹は、それがくしゃくしゃに潰つぶれていることに気が付いた。

「自分じゃありません、大おお田たがやったんですよ」

「うん」

　新聞を丁寧に畳み直す優樹を見て、太一朗は彼女の表情が少々暗いことに気が付いた。微妙な表情の違いだったが、ここ最近毎日優樹を見ている太一朗にはそれがわかるようになった。

「それにしても太た一いちくん、先生のことを大田って呼び捨てにするのは感心しないね」

　そう言った時の優樹の表情は、普段と全く変化がなかった。だから太一朗は、先ほどのは自分の気のせいなのだろうと考えることにした。そして、優樹の言葉に反論を開始する。

「自分は、あいつが嫌きらいですから」

「正直だね、君は。まあ、先生はそういうことを気にしないからいいけど」

　太一朗が大田を嫌う理由はわからなくもない。大田は若者が好きだが、若者は大田を嫌う。一番の理由があの饒じよう舌ぜつさだ。彼が語り始めると、人であれアヤカシであれ、大抵嫌いやがる。優樹は大田の話を楽しむことができるが、忙しい時にはさすがに困ってしまう。

「先生に悪気はないんだから」

　返事をせずに、太一朗は落花生の殻からを剝むき続ける。そんな太一朗を横目で見ながら、優樹は窓に近付くと大きく開け放った。

「……すっかり暖かくなったねえ。一昨日おとといあたり少し寒かったけど」

　季節はもはや完全に春であり、穏やかな風が渋しぶ谷やに吹いていた。

「もう桜も満開だね」

「……花見」

　太一朗が落花生を食べながら呟つぶやいた。

「こだわるね、そんなに行きたい？」

「はい」

　と答えた太一朗は、半ばやけになっていた。

「だってさ、上うえ野の公園なんか毎年この時期百万以上の人が集まるんだよ？　何が悲しくてそんなところで飲み食いしないといけないかな。酔っ払いはいるわ、喧けん嘩かはするわ、色々と大変だよ……夏になったら向日葵ひまわりの花で花見しようか？」

「それは、花見じゃありません」

「なぜ日本で花見と言えば桜なんだろうね。僕ぼくには少々不可解だな」

　盆の上にコーヒーカップを三つ載せた大田が、台所から戻ってきた。

「優樹は何も入れないね。一いち朗ろうくんはミルクと砂さ糖とうは入れるのかな？」

　窓際に立つ優ゆう樹きにカップを渡し、大おお田たは太た一いち朗ろうの机の上に盆を置いた。自分の分を取ってから、椅い子すに座る。

　太一朗は黙だまったまま砂さ糖とうを一杯、そしてミルク入れに入っていたミルクを全すべてカップの中に入れた。スプーンで乱暴にかき回す。ほんの少しだがコーヒーが溢あふれ、盆の上を汚した。

「ところで優樹、もう四月だが検診には行ったかな？」

「今日行こうと思ってたんですよ。ちょうどよかったから、先生と太た一いちくんで留守番お願いします」

「えっ、留守番ってこいつとですか？」

　ティッシュで盆を拭ふいていた太一朗は、驚おどろいたように優樹と大田を交互に見比べた。

「うん、まかせたまえ。安心して出かけてきなさい」

「嫌いやですよ、こんな奴やつと一緒だなんて！」

　悲鳴に近い懇こん願がんをする太一朗を優樹は困った顔で、大田は愉快そうな顔で眺ながめた。

「こんな奴ってね……絶対退屈はしないと思うけど」

「僕ぼくも嫌きらわれたものだね。では優樹、いっそのこと一いち朗ろうくんを連れていってあげたらどうかな？　ついでに内部を見学させてもらえば、後事の参考にはなると思うよ。君にとっては愉快なことではないかもしれないけどね」

　優樹はコーヒーを一口飲むと、太一朗の方を見た。

「保健所に行くんだけど……面白くないと思うよ」

「保健所だろうが市役所だろうが、こいつと留守番するくらいならどこだって行きますよ」

　勢い込んで答える太一朗であった。なぜ保健所に行くのだろう、という疑問は頭の隅にあったが、大田と二人きりでここにいることに対する拒絶感の方がはるかに大きかった。

「すいません、先生。彼はとてもいい人なんですけど、正直者で短気なんですよ」

「何で片かた倉くらさんが謝あやまっているんですか……」

　それにほめているのかけなしているのか、はっきりしてくれ。そう続けたかった太一朗であったが、我慢することにした。

「いや、それが彼の美点でもあると僕は思うよ。それに若人に嫌われるのは望むところだからね。君が謝ることではないよ」

「変な奴だな、お前」

「そうやってはっきりと言わないように……どうせ何もないでしょうけど、留守番お願いします。万が一にも緊急の用があったら、携帯に入れてください」

　優樹はコーヒーを飲み干すと、大田に携帯電話の番号を口頭で伝えた。

「冷蔵庫にあるビールや缶かんコーヒー、よかったら飲んでください」

「ああ……カップは僕が洗っておくよ。気を付けて行っておいで」

「ありがとうございます、じゃ行こうか」

　ジャンパーを着ている太た一いち朗ろうに声をかけると、優ゆう樹きはすぐに出ていってしまった。太一朗も後を追おうとしたが、一度大おお田たを振り返った。

「おや、どうしたのかな？」

「俺おれはお前の性格が嫌きらいなんだ。別にお前がアヤカシだから嫌いなわけじゃないからな」

　それだけ言うと、太一朗もまた飛び出していった。

「全く、彼は面白いな」

　一人残された大田は呟つぶやいた後、落花生の袋を開けた。




　現在は桜がもっとも美しい時期である。少し大きめの公園の側そばを通ると、平日の午前だというのにすっかりでき上がっている人々を見ることができる。片かた倉くら優樹と山やま崎ざき太一朗は、渋しぶ谷や明治通りを歩きながらそんな春らしい風景を見た。

「それにしても、何であいつは六課に来たんですか」

　歩幅の差もあるが、優樹の歩みはややゆっくりとしている。太一朗は優樹の横を歩くために、普段よりだいぶ速度を落とす必要があった。

「あいつとかこいつとかこんな奴やつとか、君も本当に先生が嫌いなんだねえ……」

　優樹は手袋をはめた手で額ひたいを押さえた。大田がここまで嫌われることは珍しいことではない。大田は他人に嫌われることを好むという、変わった嗜好の持ち主だ。そして嫌われているからこそ、大田は太一朗に積極的に関かかわろうとするのだ。大田は優樹の目から見てもひねくれている面が多々あり、それは時にアヤカシでさえ不愉快にさせる。大田とそれなりに良好な関係を築けた存在を、優樹は自分以外には一人しか知らない。だから優樹は、太一朗の態度をあからさまには否定しなかった。

「何で来たかは知らないなあ。今日の午前八時頃ごろ、『やあ優樹、久し振りだね』って入ってきて、『どうだろう、コーヒーでもいれてくれないか』って言うから、買い物に出かけたの。それから先は、君も知っての通り。でも、たぶん暇だから来たんじゃないかな？」

「暇って……あいつは仕事についてないんですか？」

「さあ？　内閣公認を取り消してからは仕事していなかったんじゃないかな。それに、先生はきっと就職できないと思う……頭はいいんだけど」

「性格が悪いからでしょう」

「……本当に、はっきりと物を言う人だね、君は。筆記試験は大丈夫だろうけど、面接で落ちるかな。いつだってあんな調子だし。先生を雇おうなんていう人は、なかなかいないだろうねえ。自分で事業を始めたら意外と成功するかもしれないけど、元手とやる気がないか」

　自分で想像したことに苦笑いをする優樹だったが、笑いはすぐに心配に変わった。人の世界で生きていくためには、何かと金が必要だ。定職を持ち、国から金を貰もらっている優樹と違い、委員会登録の大田には確固とした収入源はない。今は六課時代の収入で暮らせるかもしれないが、後々は困るだろう。

（今月中に、皆に連絡を取ってみようかな）

　友人たちの顔を思い浮かべて、その生活を危き惧ぐする優ゆう樹きであった。

「ところで、渋しぶ谷や保健所ってこっちじゃなかったと思うんですけど」

　太た一いち朗ろうは渋谷の地理をかなり熟知している。渋谷保健所は宇う田だ川がわ町にあり、このまま明治通りを進むと渋谷駅に出てしまう。

「調ちよう布ふまで行かないといけないからね」

「はあ。保健所に何しに行くんですか？」

「年に一度の健康診断」

　そう言った時の優樹の表情はひどく苦しげであったが、口調はいつもと全く変わらないものであったため太一朗は気が付かなかった。

「自分もやりましたよ、この間。いたって健康でした。健康なことはいいことですね」

　優樹にとっては健康であることなど当たり前であり、そのことに対してありがたみを感じたことはあまりない。

「そうだねえ」

　しかし太一朗の言葉を否定しても意味のないことなので、適当に相あい槌づちを打つ。実はこの時優樹は少々不健康だったのだが、外見上は平静を保つように努力をしていた。

「で、花見は本当にやらないんですか？」

「……その予定はない」

　気楽な太一朗の言葉に、優樹は帽子の上から頭をかいた。




　渋谷から調布まで電車で約三十分、その後バスに乗り換えて二人がやってきたのは調布市の最南端、神奈川県境に近い多た摩ま川河か川せん敷じきであった。

「こんな所に調布保健所ってあったんですか？」

　府ふ中ちゆう用水沿いにあるバス停を降りた太一朗は、周囲を見回した。広域避ひ難なん場所にも指定されている、だだっ広い多摩川河川敷第三区がよく見える。その向こうは、もう神奈川県川かわ崎さき市だ。

「調布にあるけど管かん轄かつは東京都だよ。それにただの保健所じゃないもの。言うなれば、アヤカシ専用の保健所ってところかな」

　バス停から歩いて数分、優樹が立ち止まったのは『東京都　特別保健所』という小こ奇ぎ麗れいなプレートが掲げられた門の前だった。二階建ての白い建たて物ものは確かに保健所らしく見えるが、門の横に詰め所があり、警けい備び員らしき人間がいるのが変わっているといえば変わっていた。

「片かた倉くらです。検診に来ました」

　優樹が甲種公認証を提示すると、警備員は優樹にちらりと視線を走らせ軽く会釈をした。ノートとボールペンを優ゆう樹きの前に出す。

「記名をお願いします。入り口の所にある受うけ付つけに行った後は、待まち合あい所でお待ちください。そちらは一般の方ですか？」

「付き添いの友人です」

　太た一いち朗ろうが口を開く前に優樹が答えた。記名を終えた優樹は太一朗のために場所を空け、ノートに記名するように促した。

「へえ、結構字が上手うまいんだね」

　太一朗の記名を見た優樹が言った。

「少し習字をやっていましたから」

　その記名が終わった時、警けい備び員が声をかけた。

「ご存じでしょうが、担当の方には許可を取っておいてください」

「はい、わかりました……じゃ、行こうか」

　優樹は正門の横にある扉とびらをくぐった。太一朗も後に続く。

「意外と落ち着いた人でしたね」

　あの警備員は、あからさまには甲種指定生物である優樹を恐れてはいなかった。これは優樹にとっては喜ばしいことではないのだろうか。そう思って太一朗は優樹に話しかけたのだが、優樹の表情は明るくはなかった。

「……ああ、そうかもね」

　ひどく素っ気ない優樹の返事に、少しだけ太一朗はひるんだ。今日の優樹は少し元気がないような気がする。

「具合、悪いんですか？」

　一週間以上前の事件で、優樹は大量の失血をした。普通の人間なら、致死量であっただろう。あまり動かずに血量回復に努めていたようだが、全快したのかどうかは太一朗にはよくわからなかった。

「……正直に言えば、ちょっとね」

「そんな状態で健康診断しても意味がないじゃないですか」

「そうでもないよ。ここの人は、あたしが病気や怪け我がをしていた方が喜ぶからね」

　優樹は笑って見せたが、その笑みはどこか自虐的なものだった。




　保健所の中は、どこか空虚な印象を太一朗に与えた。待合所から受付が見えるが、そこに人の姿はない。先ほども優樹が呼び鈴を押すまでは誰だれもいなかったのだ。待合所に並んだ椅い子すに座る人影は優樹と太一朗の二人だけしかいない。しかも、かすかに聞こえる獣けものの呻うめき声のようなものが不気味だ。

「……ここは『特別』な保健所だからね。ああいうのも聞こえるんだよ」

「あの……あれは……アヤカシの声なんですか」

　床を見ていた優ゆう樹きは、その視線を太た一いち朗ろうに向けなかった。

「そうだよ。比較的小型で性格のおとなしい乙種は、捕ほ獲かくされるとここに入れられる。野生に帰す場合もあるけどね。見たいんなら、担当さんに頼んでおくけど」

　太一朗は返答に迷ってしまった。生きている乙種は、まだヨーウィーしか見たことがない。興きよう味みがないと言えば噓うそになる。しかしそんな興味本位を、優樹は嫌きらうのではないだろうか。

「片かた倉くらさん、お待たせしました」

　第三者の登場により、太一朗の逡しゆん巡じゆんは中断された。待まち合あい所の奥からやってきたのは、ブラウスとタイトスカートの上から白衣を羽は織おった女性だった。

「どうも、お久し振りです。堀ほり内うち先生」

　優樹は先ほどまでの元気のなさが噓のように、陽気な笑顔を見せた。

『堀内先生』と呼ばれた女性は、太一朗が見たところ三十代後半に思えた。少々背が高く、百七十センチをやや上回っている。ヒールを履はいているので、さらに長身に見えた。ウェーブのかかった肩に届くくらいの黒髪を一度かき上げ、優しげな笑みを浮かべて優樹を見ているが、そんな態度がとてもさまになっている。太一朗にはあまり会う機会のなかった、『大人の女性』であった。

「この間の検診以来ですね。お変わりはありませんでしたか？」

「いたって健康ですよ」

　優樹は立ち上がると、太一朗の方を見た。

「こちらは、警けい視し庁ちよう緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の山やま崎ざき巡査です。後学のために少しこちらを見学させてもらいたいんですが、どうでしょう」

　堀内は太一朗に微笑ほほえみかけた。

「はじめまして、堀内です。後ほど、案内をさせていただきますね」

「どうも……」

　太一朗はそれだけしか答えなかった。他ほかに言うべきことを思い付かなかったからだ。

「早速ですけど片倉さん、今年もよろしくお願いします。手順と検査内容は去年とほぼ同じですが、覚えていますか？」

「ええ、大丈夫です」

　そんな優樹の態度に、太一朗は違和感を覚えた。自分や赤あか川がわに対するものと、この堀内という女性に対する優樹の態度は、どこか異なっている。はっきり『どこ』と指摘できないのがもどかしい。

「では堀内先生、後はよろしくお願いします。山崎巡査、また後で」

　優樹はここの内部構造を把は握あくしているらしく、廊下の奥へと歩いていった。『山崎巡査』などと呼ばれたのは、優樹と初めて会った時以来だ。残された太一朗は、少しだけ呆ぼう然ぜんとしてその背中を見送る羽目になった。

「山やま崎ざき巡査、片かた倉くらさんの検診は結構時間がかかります。その間、私がこの特別保健所をご案内します」

「あ、はあ、よろしくお願いします」

　太た一いち朗ろうは適当な返事をした。正直に言って、この場所は太一朗には居心地が悪かった。どこか、あの『特とく遺い研けん』を思い出させるのだ。一刻も早く帰りたいが、そういうわけにもいかない。

「現在、当保健所には四体の乙種指定生物が保ほ護ごされていますが、四体とも一昨日おとといから少々情緒が不安定になっていまして、残念ながら安全にお見せできる状態ではありません。せっかく来ていただいて申し訳ありません。ぜひまたの機会にいらっしゃってくださいね」

「いえ、別にとても見たいってわけじゃありませんから」

「その代わりと言っては何ですが、少し変わったものをお見せできますわ。どうぞこちらにいらしてください」

　先せん導どうする堀ほり内うちに従って、太一朗は歩き出した。堀内の容姿は太一朗の目から見ても美しいと呼べるものがあったが、彼は今一つこの女性に魅力を感じることができなかった。その理由の八割方は『だいぶ年が離れているから』であったが、残り二割の理由は太一朗自身にもよくわからなかった。

（ああ、そういや優ゆう樹きさんも年上だったんだ）

　今さらながらに思い出した太一朗であった。優樹と太一朗には五歳の年齢差があるが、外見は優樹の方が明らかに年下に見える。

「片倉さんも警けい察さつの方でしたわね」

　廊下を歩きながら、堀内が話しかけてくる。

「ええ」

「片倉さんとは、仲はよろしいんですか？」

「職場の先達として、いつもお世話になっています」

　太一朗にしては珍しい、婉えん曲きよくな表現の仕方だった。この女性に優樹の個人情報を洩もらすのは避さけた方がいい。本能的に太一朗はそう感じたのだ。

「仕事上、きっと片倉さんは怪け我がの多い方だと思いますけど、もし応急処置をする時には気を付けてくださいね。内臓の位置が少し違いますから」

「そうですか……」

　どこが違うのか聞いてみたかったが、さすがにためらわれた。それでも、太一朗は意を決して聞き返した。

「どこが違うんですか？」

「片倉さんの体の仕組みに興きよう味みがおありのようですわね」

　堀内が笑ったように見えて、太一朗は少し嫌いやになった。

　エレベーターの前で立ち止まった堀ほり内うちが下降ボタンを押すと、すぐに扉とびらが開いた。太た一いち朗ろうが乗り込むのを確認してから、堀内も乗る。

『Ｂ２』のボタンを押す堀内を見て、太一朗は『それくらいなら階段を使えばいいのに』と思った。高校時代にランドマークタワーに行った時でさえ、階段で六十九階まで上ろうとした太一朗である。一緒に行った女子に『頼むからやめて』と懇こん願がんされたのも、今ではよい思い出だ。

「臓器の大きさが、人間とは違うんですよ。とくに肺と心臓が少し大きめですね。造りそのものが違いますから、大小はさほど大きな問題ではありませんが」

　地下二階に到達したエレベーターから降りると、一階とたいして変わらない風景があった。だが一階よりもさらに寒々しい印象を太一朗に与えた。実際、少し寒い。そして一階よりも乙種の唸うなり声が反はん響きようして聞こえるのも、そら恐ろしい。

「片かた倉くらさんは、心臓が体の中央にあるんです。他ほかにも人体の骨は約二百個ですが、片倉さんは年に数本から数十本ずつ増えているんです。精密検査を行わないと確認できないような、ごく小さな骨ですけどね」

　太一朗は堀内の話を聞きながら、この女性に好感を持てない理由を知った。彼女にとっては、甲種も乙種もただの研究対象に過ぎないのだ。優ゆう樹きもそれを感じているから、どこか堀内にはよそよそしい態度を取るのだろう。

「こちらです、山やま崎ざき巡査」

　廊下の突き当たり、やや大きめの扉の上にあるプレートには『死体保存室』とある。

（乙種の死体でも見せようってのか……）

　それにしても随分と直接的な名前だ。せめて『霊れい安あん室しつ』と書けばいいのに、と太一朗は思う。そんなことを考えている太一朗をよそに、堀内はカードキーで扉のセキュリティロックを解除した。扉が開くと、一段と冷たい空気が廊下に流れ込んでくる。

「……失礼します」

　入る前に一礼をしたのは、太一朗なりの礼儀だった。室内には大きな二つのパイプベッドがあり、その奥には大きな引き出しの付いた頑がん丈じようそうな棚たなが並んでいる。あの引き出しを開けると、乙種の死体が出てくるのだろう。

　パイプベッドの一つには、人間が一人入るくらいの大きさの袋が無造作に置かれている。その膨ふくらみから、中身が入っているのが太一朗にもわかった。

　堀内は何の躊ちゆう躇ちよもなくその袋に近付き、チャックを下げて中身を見えるようにした。

「お見せしたいのは、この中身ですわ」

　太一朗は無表情にそれに歩み寄り。

　そして、眼を見開いた。

「高たか橋はし幸こう児じ……？」

　袋の中に横たわっている『死体』は、まぎれもなく一か月前に優樹と死し闘とうを繰くり広げた高橋幸こう児じの姿だった。血色のない青ざめた顔には傷も汚れもなく、太た一いち朗ろうが最後に見た血と泥どろにまみれた姿よりも綺き麗れいだった。瞼まぶたを固く閉ざしたその死に顔に浮かぶ表情は、太一朗には読み取れない。しかし歯を食いしばり、憎々しげに優ゆう樹きを睨にらみ付けていた顔しか見たことのない太一朗には、それはひどく穏やかに見えた。

「ええ、第一種有害指定生物、高たか橋はし幸児です。三月九日に死亡を確認され、ここに搬入されました。彼の死因をご存じですか？」

「……自分が知るわけありませんよ」

「そうでしょうか？　あなたと片かた倉くらさんは、彼の死の直前に立ち会っていますね」

　太一朗は余計なことを言わないように、黙だまっていた。一介の保健所員ごときに、自分が持っている情報を流す必要はないのだ。

「彼の死因を一般的な言葉で言えば、心不全になります。しかしそれに至る原因は、解剖しても何一つ発見されませんでした」

　高橋の死体に視線を走らせた太一朗は、その頭部に大きな縫ほう合ごうの痕あとを見付けた。簡素ではあるが白い服が着せられているので、首から下の様子はわからない。だがそこにはきっと、ぽっかりと空いた右胸とさらに切り開かれた肉体があるのだろう。




（また脳を切り開かれ内臓を抉えぐり出される毎日が始まる……死んでもだ！）




　今まで高橋に対してただの憎悪しか感じていなかった太一朗だが、この時初めて哀れみを感じた。正に、彼の言葉通りになっている。

　もし優樹が死んだら、高橋と同じようにされてしまうのだろうか。そんな想像を、太一朗は頭の中から振り払った。

「……山やま崎ざき巡査。私は彼を死に至らしめたものが何か、知りたいのです。彼の外傷に、致命傷はありませんでした」

　自分だけの感慨にふけっていた太一朗は堀ほり内うちの言葉などろくに聞いていなかった。

「何が彼の心臓を停止させたのかは、結局わかりませんでした。この死体は今週中にも大阪に搬送されますから、これ以上の調査はできません」

　太一朗は、高橋から堀内に視線を移した。彼女は高橋の頭をそっと撫なでていた。その指先は縫合の痕をなぞっている。表情は硬いが、それは探究心が生じさせているもので、高橋に対する同情はなかった。

「で、また色々と調べられるんですか」

「ええ。甲種の死体は公式に確認されている限り、彼だけですからね。それにこれだけ原形を保っている死体は乙種にもありません」

　緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に所属している太一朗は知っているが、捕殺された乙種指定生物の肉体は大抵無残だ。とくに脳内は銃弾を撃うち込むため、全く原形を留とどめていない場合が多い。

「あなたに死因に心当たりがないのは、残念です」

「……自分に高たか橋はしの遺い体たいを見せたのは、それを聞くためですか？」

「ええ、そうですよ」

　高橋の死そのものは、太た一いち朗ろうは当然だと思っている。だが誰だれも彼の死を悲しまず、死体を埋葬もせずにたらい回しにする事実が、太一朗に小さな戸惑いを生んだ。もし高橋が『人間』であったら、こんなことをされずに済んだだろう。死体にも魂があるなどとは露つゆほども考えていない太一朗だが、この高橋の姿にはさすがに同情した。

　これを優ゆう樹きが見たら、いったい何と言うだろうか。

「後で片かた倉くらさんにも見ていただいて、意見を聞いてみます。ご苦労さまでした」

　この女が優樹をここに連れてくるのは、何が何でも阻止してやろうと固く心に決める太一朗である。

「他ほかにも乙種の死体はありますが、ご覧らんになりますか？」

「結構です」

　拒絶の意志を表明する太一朗を、堀ほり内うちは不思議そうに見た。

「まさか山やま崎ざき巡査、彼のことをかわいそうだと思っているのですか？」

　その通りだったが、太一朗は返事をしなかった。それを肯定と受け止めた堀内は、心底からあきれ果てた顔をしてみせた。

「失礼ですけど、意外と繊せん細さいな方でしたのね。あなたに少しでも専門的な知識がおありでしたら、彼の埋葬など考えられないことでしょう。それにこんなことを言うのは傲ごう慢まんかもしれませんが、種が生きていくためには犠ぎ牲せいは付き物です。例えるなら、どんなに動物実験を倫理的に否定しようとも、それがなくては解決し得ない問題もあるのです」

「別に、自分は何も言っていませんよ」

　緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に籍せきを置いてから、太一朗はいつでもアヤカシを殺す心の準備ができていたつもりだった。その死体の末路など考えたこともなかったし、もし思い至ったとしても何とも思わなかっただろう。しかしこの高橋の姿を見ると、平静を保ってはいられなかった。

　そんな太一朗を見て、堀内は袋のチャックを閉めた。

「……でもそういう方だからこそ、片倉さんと仲良くなれるのでしょうね。行きましょうか」

　堀内に続いて部屋を出ようとした太一朗だったが、思い直してもう一度高橋の方を見た。手を合わせ、無言で冥めい福ふくを祈る。

（俺おれも結構な偽善者なのかな）

　太一朗が外に出ると、扉とびらは自動的に閉まった。




　その後太一朗は一階応接室に通され、出されたお茶を三杯ほどお代わりした。堀内が色々とアヤカシの資料を持ち出して説明してくれたが、太た一いち朗ろうはほとんど聞いていなかった。

「こちらが五年前に大阪の緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊によって捕殺された乙種指定生物、通称鵺ぬえの写真です。この時は、負傷者が二人出たそうです」

「……はあ」

　一度見たことのある写真であったので、太一朗は興きよう味みなさげに返事をした。もう一時間以上経たっているが、まだ優ゆう樹きの検診は終わらないのだろうか。苛いら々いらしながら、腕時計を見る。

「まだ時間がかかりますよ。ＭＲＩとヘリカルＣＴの両方で撮影して、他ほかに血液検査なども行いますから……」

　その時、突然ベルが建たて物もの全体に鳴り響ひびいた。

「何……いったい？」

　災害か何かはわからないが、指針もないのにむやみに立ち上がることはできない。太一朗は自他共に認める短気な男だが、非常時には意外と落ち着くことができた。とくに周囲にうろたえている人間がいると、『自分が冷静にならなければ』と使命感が働くのだ。だから腰を浮かしてうろたえる堀ほり内うちに、太一朗は座ったまま聞いた。

「これは、火災の時に鳴るベルですか？」

「いえ……これは地下二階のドアが壊こわされた時に鳴るベルです。自動的に緊急捕縛部隊に連絡が行きますが……」

「ここにいるアヤカシは、小型で性格もおとなしいと片かた倉くら巡査部長に聞きましたが」

「ここの設備では扱いかねるほどの大型乙種を保ほ護ごしているのです。負傷が激しいのでここでも問題がなかったのですが、一昨日おとといからひどく暴れていました。あの乙種かもしれません」

　堀内はどこかに内線をかけ始めた。それを見てから太一朗は立ち上がると、応接室を出た。

「あ、どちらへ……」

　背後からの堀内の声は無視した。廊下にも相変わらずベルが鳴り響ひびき、不安そうな顔をした職員が数人で話し合っている。彼らを尻しり目めに、太一朗は地下へと続く階段の方に歩いていった。だが地下一階まで下りた所で二人の警けい備び員と非常用シャッターに遮さえぎられた。

「何ですか、あなたは」

「緊急捕縛部隊巡査、山やま崎ざきです。何があったか、詳しいことを教えてください」

　二人の警備員が顔を見合わせて黙だまり込む。太一朗は自分の身分を証明するために警察手帳を出そうとした。

「山崎巡査、こんな所で何をしているのかな？」

　背後から聞こえてきた声に驚おどろいて振り向くと、そこには優樹が立っていた。

「あ……どうも……もう検診は終わったんですか？」

　その問いには答えず、優樹は階段を上り始めた。太一朗は少し迷ったが、その後を追う。

「あの……ベル鳴ってますよ」

　そう言った途端、ベルが鳴り止んだ。

「止まったね、よかったよかった」

「そうですけど、乙種が暴れてるらしいですよ」

「うん、聞いた。あのヨーウィーだって。まあ彼の力なら、ここ程度の扉とびらは軽く壊こわせるからね。それにしても、まだ豪州に帰れないんだ。……骨を四本も折って悪いことをしたよ」

　平然と答える優ゆう樹きだが、その歩みは行きよりも速い。すぐにこの場を離れたいようだ。

「……このまま帰るんですか？」

「そうだよ、権限ないもの。ＥＡＴもしばらくしたら来るだろうし。ヨーウィーなら捕殺されることはないし、屋内の密閉空間なら捕ほ縛ばくも楽だろうよ」

　一階まで来た優樹は、振り返って太た一いち朗ろうが階段を上り切るのを待った。だが太一朗は中腹で立ち止まり、険しい表情で優樹を見返した。

「権限の問題じゃないでしょう。何か事件が起き、現場に居合わせた以上はでき得る限り対処すべきです」

「……真ま面じ目めだね、君は。そういうところは警けい察さつ官らしいね」

　優樹は一度肩をすくめると、太一朗を手招きした。だが太一朗はその後に続きはしなかった。優樹が帰るのなら、それもいい。しかし、せめて緊きん急きゆう捕縛部隊の到着を見届けないとこの場を離れることなどとてもできない。

　太一朗は階段を下りようとしたが、その前進は止められた。階段を二、三歩下りてきた優樹に、コートの襟えり首くびを摑つかまれたのだ。

「……帰ろうよ」

　普段の太一朗ならその手を振り払ってでも前進しただろう。それができなかったのは、優樹の表情がひどく悲しげに見えたからだ。

「……はい」

　仕方なく返事をした太一朗に、優樹は軽く笑いかけるとコートから手を離した。そのまま玄関に向かって歩き出す。

　一度未練がましく後方を振り返った太一朗だが、結局優樹に従った。太一朗にはひどく不服な決断だったが、それでも優樹の言葉と表情には負けたのだ。

　優樹がいかに自分の心に影えい響きよう力を持っているか、この時太一朗は思い知った。

　嫌いやというほどに。




「悪かったね、色々と」

　調ちよう布ふ駅前にある喫茶店で、優樹がコーヒーを一口飲みながら言った。その表情は先ほどに比べれば明るい。

「いえ、別に」

　太た一いち朗ろうの表情は不満だらけだった。それを見た優ゆう樹きは、困ったように白髪頭に手をやった。

「……順を追って話そうかな。少し頭が痛いんだよ」

　一昨日おとといの午後から、優樹は頭痛に悩まされていた。日に数回、針でちくちくと脳天を刺すような刺激で痛みの度合いとしては低い。だが脳への痛みのせいで痛覚の遮しや断だんもままならないため、少々苦しい。そして何よりも困ったのは、その原因がわからないことだった。優樹は数え切れないほどの外傷を負ってきたが、内部から発生する苦痛を経験したことは皆無に等しい。どう対処すればいいのかもよくわからなかった。

「大丈夫、なんですか」

　太一朗の不満は、即座に心配へと変わる。

「うん、たまに痛いだけだから。……今は痛くないな」

「検診で何かわからなかったんですか？」

　優樹がいかにも嫌いやそうに眉まゆをしかめた。

「今日は脳はやってないよ。血圧を計って血を五百ミリほど採って、表皮細胞を採って、心電図を撮って、それをやってたらベルが鳴ったから、これ幸いと抜け出してきた」

「……検診、嫌きらいなんですか？」

「うん、大嫌いだね」

　優樹は他人に触られるのが嫌いだ。義務付けられている検診の時でも、ほぼ無意識的に触覚を遮しや断だんして臨のぞんでいた。優樹がその根本的な理由に気が付いたのはつい最近のことだ。

「でも、ばれなくてよかったよ。原因不明の頭痛に悩んでいるとか言ったら、原因がわかるまで帰してもらえなかったかもしれないし」

「……優樹さんが、あの場所が嫌いなのはわかりました」

「あ、呼び方が優樹さんに戻ったね。先生の前では片かた倉くらさんだったのに」

「どうでもいいですよ、そんなこと。……優樹さんだって、さっきは山やま崎ざき巡査だったじゃないですか」

「うん、堀ほり内うち先生に君と仲がいいと思われると困っちゃうからね……コーヒー冷めるよ」

　太一朗は、冷めたコーヒーを一口飲んで、その不味まずさにがっくりきた。

「あの堀内先生は、あたしのことが知りたくてしょうがない人なんだよ。君は、あたしが他人に知られたくないことをたくさん知ってるから、予防線を張っておいたつもりなんだけど」

　そういえば優樹と仲がいいのか聞かれた覚えがある。

「君のことは信じてるけど、正直者だからねえ……」

　自分がいったい優樹の何を知っているというのだろう。そう太一朗は思ったが、口には出さなかった。

「優樹さんの心臓の位置については聞きましたけど」

「ああ、それかあ……その筋では結構有名な話だよ、赤あか川がわさんも知ってる」

　優ゆう樹きは自分の胸の中央を、指でとんとんと叩たたいた。

「この辺り、胸骨と肺に隠れてるような位置にあるんだ」

『最初の心臓』は、人間とほぼ同じ位置にあった。その事実を優樹は口に出さなかった。

「あとね、血液型が人間の範はん疇ちゆうに入らないんだ。だから輸血してもらうこともできないし、人にあげることもできない。太た一いちくん、血液型は何かな？」

「Ｏ型ですけど」

「そうか……血液型占いってのは当たるのかな。あたしはできないからわからないけど」

「そうですねえ……」

　考え込んだ太た一いち朗ろうは、自分が聞こうとしていた話題とだいぶずれていることに気が付いた。

「それはともかく、ヨーウィーを放って帰ったのは、自分は納得いきません」

（あーあ、思い出しちゃったか……）

　これは優樹にとっては面白くない話だったのでごまかしていたのだが、上手うまくいかなかったようだ。

「ＥＡＴが到着するまでにはそれなりの時間がかかります。到着前に何かが起きれば、怪け我が人にんや周囲への被害も出るでしょう。その時に自分たちがいれば、対処できます」

　優樹はつまらない顔をしてコーヒーを飲み干した。近くを通りかかった店員に声をかける。

「すいません、お代わりお願いします……君も飲む？」

「……いただきます」

　店員が去ってから、再び太一朗は話題を戻した。

「自分は、今でもあの場を去ったのは間違った判断だと思っています」

「ケーキでも頼めば？　あたしは甘い物が好きじゃないんだけどね」

「この話題に関しては、ちゃんと真剣に話し合ってください」

　太一朗は険しい顔を優樹に向けた。そんな太一朗の心情を知ってか知らずか、優樹は喫茶店の天井を仰ぎながら右手で首の辺りを撫なでている。その首に自分がプレゼントしたペンダントが下がっているのを見て、太一朗は少し嬉うれしくなった。優樹が身に着けているのを見たのは、これが二回目だ。

　しかし、それとこれとは別問題だ。彼は優樹を尊敬していたし好感も持っていたが、だからといって自分の信念を曲げるのは気に入らない。不ふ真ま面じ目めで何も考えていないように見える優樹だが、仕事に対する義務感はある。少なくとも太一朗はそう信じていた。

「なぜ、あの場で何もせずに帰ったんですか」

「ヨーウィーが暴れ出した理由がわかったから」

　こきこきと音を立てて首の骨を鳴らす優樹を、太一朗は不可解な視線で見た。

「たいていの乙種は閉へい鎖さ空間が嫌きらいでね……慣れれば何とかなるもんだけどさ。でもそうやって我慢しても、ちょっとしたきっかけがあればすぐにぽーんと弾はじけるんだな」

「何が弾はじけるんですか？」

「破は壊かい衝しよう動どう、かな。ストレスが溜たまると、乙種はとても攻こう撃げき的になるんだよ。あのヨーウィーは、とくにそうだろうね、色々あったし……あ、どうも」

　最後の言葉は、コーヒーを持ってきた店員に向けたものだ。

「すいません、ミルクのお代わりください」

　太た一いち朗ろうはミルク入れをテーブルの端に置いた。それには二人が使うには充分過ぎる量が入っていたのだが、今は空からになっている。全すべて太一朗が使ってしまった。

「何でそんなにミルクを入れるかな。コーヒーの風味が消えちゃうよ」

　缶かんコーヒーを飲む時は種類を変えて味を楽しむ優ゆう樹きだが、喫茶店で飲む時は何も入れない。それに比べて太一朗は、ミルクも砂さ糖とうも大量に入れる。

「コーヒーをそのまま飲んだら苦いじゃないですか」

　新しいミルク入れが届くと、早速太一朗は砂糖とミルクをコーヒーに入れ始めた。

「じゃ、最初っからコーヒーを頼まなければいいんだよ」

「でも、コーヒーは好きなんです」

「そういうものかなあ……」

「そうですよ……あ、さっきの話の続きをお願いします」

　優樹は苦いコーヒーを一口飲むと、小さく『ふう』と息を吐いた。

「ヨーウィーはね、頭が痛くてじっとしてられなかったから暴れ出したんだよ。あの保健所にいた他ほかの乙種にも頭痛は来てたんだけど、暴れても何の問題もないくらいの力しか持ってないから、大事にはならない。全員、もう頭痛は治っているから大丈夫」

　太一朗はコーヒーをかき混ぜながら、優樹の言葉を自分なりに理解しようと努力した。そして、当然ともいえる疑問を一つ導みちびき出す。

「……乙種連中の頭が痛くて、それが治ったことがどうして優樹さんにわかるんですか？」

「話したくない」

　そのあっさりとした返事に、一いつ瞬しゆん太一朗は固まった。

「君のことは信用しているし、よい友人だとも思っている。でも、あたしにも言いたくないことの一つや二つ……もっとだけど、ある。その辺りをわかってくれたら、嬉うれしいな」

「……はい」

　自分の声に不満がこもらないように努めたが、それは無理な話だった。太一朗は、はたから見てもすぐにわかるほど不ふ機き嫌げんな顔をしていた。コーヒーにさらに砂糖とミルクを足す。異様に甘ったるいコーヒーを飲み、少し太一朗は落ち着いた。

　太一朗は優樹に隠し事をしないでほしいが、そんなことは不可能だ。太一朗も優樹には決して明かせない事柄を、数え切れないほど心の中に持っているのだ。

「悪かったね」

　優ゆう樹きはそれだけ言うと、また喫茶店の天井を見上げた。

　店内に流れるゆったりとした音楽、隣りん席せきの話し声、窓の外を行く自動車の音、それらが混ざり合って二人の間に流れる沈ちん黙もくを彩った。

　その間に優樹は自分の頭痛のことを考えていた。自分の体内変化を完全に把は握あくしている優樹は、自分が病気でないこともすぐにわかるのだ。今朝けさ会った大おお田たに相談した時、彼は何らかの外的要因によるものではないか、と言った。しかしその『外的要因』が何かということまでは、大田にも優樹にもわからない。

　だが保健所に行った時、優樹はこの頭痛が『ある種のアヤカシにのみ発生する伝染的なもの』ではないかと推測を立てた。保健所の人間に聞くと、アヤカシたちの情緒がいっせいに不安定になったのは一昨日おとといの午後からだという。優樹と同じだ。

　乙種がストレスを発散させるために遠とお吠ぼえをするのと、痛みに耐え切れずに鳴くのとでは微妙に音が異なる。優樹が聞いた乙種たちの鳴き声は、間違いなく後者だ。精密検査でもすれば人間にもわかることだろうが、そこまで気が回る人間はあの保健所にはいないらしい。

　額ひたいを押さえて考え込む優樹に、太た一いち朗ろうが遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「頭、また痛いんですか」

「ん……いや、大丈夫だよ、ちょっと考え事をね……」

　時計を見ると、あと十分ほどで正午になる。優樹は昼食を食べる気にならないし、大田は落花生を食べていれば満足するが、太一朗はそうではないだろう。

「今日は、ご飯どうするつもりだったの？」

「はあ、そこらで適当に食べようと思ってましたけど」

　太一朗は自炊をそこそこにやるが、昼食はいつも外で食べている。朝食を作る片手間に弁当を作れるほど時間に余裕がないし、弁当箱に彼が腹八分になるほどの食事を詰めると大変な量になってしまうからだ。

「じゃ、今日はあたしがおごるよ。調ちよう布ふの果てまで付き合ってもらったことだし」

　それは太一朗にとっては嬉うれしいのだが、いつも優樹におごってもらってばかりいるのは悪い気がした。優樹相手に見み栄えを張る気はないのだが、それでも太一朗は言った。

「たまには自分が出しますよ」

「いいよ、あたしの方がお金持ちなんだから」

「階級が一つ違っても、同じ公務員なんだからそんなに差はないでしょう」

　そんな他愛たわいのない話ができることに、太一朗は安あん堵どしていた。優樹の表情はいつもと変わらない気楽なものに戻っていた。どうやら考え事は終わったらしい。

　その表情は優樹が作ったものであることに、彼女をよく見ている太一朗にもわからなかったが。

「そうでもないよ、特別手て当あてをたくさん貰もらっているからね。……一いつ旦たん渋しぶ谷やに戻ろうか」

　優ゆう樹きは少しだけ残っていたコーヒーを飲み、伝票を引き寄せた。コートと帽子を着けると、レジに向かって歩き出す。太た一いち朗ろうも、大量にミルクを入れたせいで温ぬるくなってしまったコーヒーを一気飲みした。ジャンパーを担いで立ち上がる。

「安くて量のある洋食屋が渋しぶ谷や駅の近くにあるんですよ。そこ行きましょう」

　会計を済ませて財布をポケットにしまう優樹に話しかけた。

「渋谷の店のことは君の方が詳しいね……今から行くと昼時だから混んでるかな？」

　のんびりと喫茶店を出た優樹の横に並びながら、太一朗は先ほどまでの不ふ機き嫌げんだった自分を忘れることにした。優樹には優樹の考えがあるのだから、それを自分が詮せん索さくしても仕方のないことだ。そうして開き直った太一朗は、すぐに洋食屋のメニューを思い浮かべ何を注文するかを考えていた。

「大丈夫ですよ、きっと」

　根拠のない断言をする太一朗を観察した優樹は、彼の機嫌が直っていることに内心でほっとした。そして、そんな自分に驚おどろいてもいた。誰だれが怒ろうと不機嫌だろうとあまり気にならないのだが、それが太一朗である場合は気にやんでしまうのだ。

　その時、ほんの一いつ瞬しゆんだったがまた脳の奥がちくりと痛んだ。

（何なんだろう……いったい）

　ただの頭痛なら、これほど悩みはしない。アヤカシに発生する頭痛なら、なぜ大おお田たは平気なのだろう。乙種だけに発生するのなら、なぜ甲種である自分も頭が痛くなるのだろう。

　この日、優樹は久し振りに『自分の父親は何者なのだろう』という考えに思い至ってしまった。二十年近く口には出さず、心にも思い浮かべないようにしていた自分の父親。自分に流れるアヤカシの血がこの頭痛の原因なら、同じ血を持つ父もこの痛みに苦しんでいるのだろうか。

　そんなことを考えると、本当に嫌いやなことばかりを思い出してしまう。優樹は一度頭を大きく振ると、自分の横にいる長身の青年を見上げた。太一朗を見ていると、つい彼のことを心配してしまう。そのぶん、自分のことについて悩んでいる暇もなくなる。だから優樹は、少し気分が沈んだ時は太一朗を見ることにしていた。

「どうしたんですか？」

　視線に気が付いた太一朗が優樹を見下ろした。

「いや、君は大きいなあって思ってね……身長はいくつあるのかな？」

「百八十三センチです」

「そうか……あたしより三十センチ以上大きいんだねえ」

[image: ]

　一人で頷うなずく優樹を、太一朗は『よくわからん』という顔で見た。しかし無邪気な笑顔をしている優樹を見ていると、不機嫌にはならなかった。

　この時、二人は間違いなく〝平和〟だったのだ。




　しかし既にこの時点で、事態はゆるやかにではあるが動き始めていたのだ。前兆はほんの些さ細さいなことであったため、それに気が付いた人間は存在しなかった。気が付いた四人のアヤカシも、それが『始まり』であるとは見なさなかった。そのまま何も起こらなければ、それはほんの小さな異変として終わっていたのだ。

　知らずに全すべてが終わってしまえば、『一人』は『幸せ』だったかもしれない。

　会わずに全てが終わってしまえは、『一体』は『それだけ』であり続けただろう。

　しかし。
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　四月十一日の朝、玄げん亮りようが目を覚ますと昨日と全く同じ体勢で趙ちよう蒼そうがソファーベッドに腰かけていた。

「おはようございます、伯父おじさん」

「おはよう、趙蒼」

　こうして挨あい拶さつを交わしていると、少しずつではあるが趙が成長しているような錯さつ覚かくを覚えてしまう玄亮である。ふと、祖国にいる十一歳の息子のことを思い出す。その容姿は趙と似ても似つかなかったが、外見年齢は同程度だ。この任務が無事に終わったら、少しは遊んでやろうと考えている玄亮に、趙の方から話しかけてきた。

「伯父さん、本日は図書館に行くことを予定しています」

「そうか……その理由は何だ？」

「この東京をより詳しく知るためです」

　ガイドブックで選択したという昨日とは違う、能動的な発言だ。これは趙蒼の『思考能力』が発展している証拠なのだろう。

「で、どこの図書館に行くつもりだ。国会図書館は近いが、閲えつ覧らん利用は二十歳はたち以上とそのガイドブックには書いてあったぞ。お前の外見では無理だろう」

「特殊な資料を必要としているわけではありませんから、一般の図書館で充分です。新しん宿じゆく区の図書館に行こうと考えています」

　なぜ新宿なのか、その理由を玄亮は聞かなかった。昨日行った場所に近いとか、そんな理由が返ってくるのだろうと思ったのだ。もしもこの時、玄が理由を聞いていたら、趙はこう答えたことだろう。

『目標が近いからです』と。




　神かん田だから新宿まで中央快速を使い、山手やまのて線外回りに乗り換えた次の駅、新しん大おお久く保ぼで趙と玄は降りた。趙の目的地である図書館の最も寄より駅は新宿ではなく新大久保なのだ。

　今日もまた、玄は趙の後を尾行している。昨日自分が尾行をしていたことを趙は何も言わなかったが、まさか気が付いていないのだろうか。それとも、知っていて放っておいているのだろうか。

　やがて到着したのは、大久保通りに面した場所にある比較的大きな図書館だった。建たて物もの全体が図書館ではなく、何らかの会館との併設であることを玄は知らなかった。知らなかったところで、何ら問題はなかったが。

　図書館に入った趙ちようは、正面玄関にあった見取り図を十秒ほど見ていたが、すぐに目的の書しよ棚だなの場所を理解したらしく動き出した。それを見ていた玄げんは、図書館内での尾行に少々無理があることを今さらながらに理解した。それなりに広く遮しや蔽へい物もあるものの、こんな所では妙な動きはできない。玄は尾行をやめることにした。それでも自分からは趙の前に姿を現さず、少し離れた場所で本を読むふりをする。

　日本語会話能力は高く、日本語で考えることもできる玄だったが、読むのは苦手だった。書棚にある適当な本を一冊取った玄だったが、内容はよくわからなかった。趙の方を見ると、何やらぶ厚い本を五冊ほど抱えてどこかに行こうとしている。椅い子すに座って読もうとしているのだろう。子供が長時間立ったままで本を読むのはおかしい、という一般常識は彼の脳に入力されているようだ。

　平日の午前であるため、人は少ない。玄は数人と擦すれ違っただけで趙が座っている場所に辿たどり着いた。そのスペースには机が二つと八つの椅子が用意されていたが、それを利用しているのは趙以外には疲れたように居眠りをしている若い男だけだった。

　後ろから覗のぞき込むのも妙なので、玄は正面から趙の前に姿を現した。

「私に対する尾行は中止ですか？」

　玄の方を見ずに趙が言った。

「いつから気が付いていた？」

「伯父おじさんが尾行を始めた時からです」

「私がお前を尾行していることに対して、お前は疑問に感じなかったのか？」

「伯父さんの任務は私の監視です。当然のことだと認識していました」

　なるほど、と玄は納得し、改めて趙の手元にある本を見た。

「趙……何を読んでいる？」

「はい。日本の軍事力についての本です」

　趙が読んでいたのは、防衛白書だった。他ほかにも、自衛隊装備年ねん鑑かんや自衛隊の訓練に関する本などが趙の脇わきに重ねて置かれている。

「お前……こんな本を読んでどうするつもりだ？」

「情報収集です」

「確かにそうだろうが……」

　玄は趙の顔を見た。その表情はいつもと何の変わりもなく、ただ本を読み続けている。

「そうやって情報を集めるのもいいが、お前の任務は他にもある。それを忘れるな」

「私の任務は、ただ一つです」

　その言葉を、玄亮りようは聞きとがめた。趙蒼そうの任務は情報収集の他にもあったはずだ。

「趙……」

　お前の任務は何だ、と聞こうとした時、一つ離れた席で寝ていた青年が大きくあくびをしながら目を覚ました。話が聞かれているわけではないが、それでも玄げん亮りようは用心して黙だまり込む。しばらく手元の本を読んでいるふりをしながら、玄は周囲とそして趙ちように気を配っていた。

　趙は防衛白書をゆっくりとしたスピードで読んでいた。少年に見える趙がこんな本を読んでいるのは妙に見えるが、それを気にする者は玄しかいなかった。

　その眠たそうな青年がどこかに行ってしまうのを確認してから、玄は再び趙に話しかける。

「趙、お前の任務は何だ？」

「私の現在の任務は、情報を収集することです」

　今、この図書館でできることは情報収集しかない。違う場所に移動すれば、趙の返答も変わるのだろう。趙が言った『現在』という言葉を、玄はそう解釈した。その認識が間違っていることに気が付くのはそれから数時間後のことであったが、その時はもう手遅れになっていた。




　趙の読書は、午後三時までかかってやっと終わった。読み終わった本を全すべて元の場所に戻すと、趙は移動を開始した。それを見て、玄もまた尾行を再開することにした。図書館を出た趙は駅に向かうと思っていた玄だが、全く違う方向に進んでいった。この辺りの地図をよくは知らない玄は少し戸惑ったが、それでも趙の後を黙って追うことにした。

　抜ぬけ弁べん天てん通りまで来た趙は、その道に沿って歩き出した。警けい視し庁ちよう第八機動隊の前を通った時、ほんの少しだが玄は緊張してしまった。とがめられるようなことは何もしていないが、趙蒼そうの存在が公になればただでは済まない。趙がなぜこんな道を歩くのか、疑問に思いながらも玄は尾行を続けた。抜弁天通りから女子医大通りに入り、さらに進んで外苑東通りまで来た時、玄もさすがに気が付いた。

　警視庁第四方面部、第五機動隊、財務省研修所などの官公庁施設が集中している市いちが谷や本ほん村むら町。その市谷本村町の半分近くを占有している施設を、玄は知っていた。陸上自衛隊市いちヶ谷や駐ちゆう屯とん地ちである。玄の記憶が確かなら、防衛庁もあったはずだ。

（こんなところに来て、いったい何をするつもりだ？）

　そう考えた玄は、すぐに自分の考えを否定した。趙がこの近辺を歩いているからといって、何か目立つことをするわけがない。趙は任務に忠実なのだ。そうやって自分の悪い予感をもみ消した玄だったが、趙が合羽かつぱ坂ざかから靖やす国くに通りに入ったのを見て、また疑念が膨ふくらんでしまった。

　玄の心中を察することもなく、趙はただ前進を続ける。そして靖国通りに面した市ヶ谷駐屯地の正門前を、何事もなく通り過ぎていった。少し安心した玄は、その門をだいぶ離れた所まで来ると趙に追い付くために少し速度を上げた。普通の速度で歩いていた趙に簡単に追い付き、追い越してその前で回り込む。趙は一いつ旦たん立ち止まって玄を見上げたが、すぐに彼を避さけて前進を再開した。

「趙……お前はいったいどこに向かっているんだ？　市ヶ谷駅ならそこの橋を渡る必要がある。神かん田だに戻るなら、地下鉄より総そう武ぶ線の方が安いぞ」

　趙ちようの横を並行して歩きながら、玄げんが話しかける。

「私は、私の任務を実行するためにここにいます」

「趙……お前の任務は、ここで行わなければいけないものではないだろう？」

　趙は既に靖やす国くに通りを通り過ぎ、庄しよう内ない坂ざかに入っていた。昼間であるため、むろん人通りもある。そこで立ち止まった趙は、玄を見上げると淡々とした口調で言った。

「私の任務は、ここでないと行えません」

「何を言っている……」

　彼らの会話を気にする者など周囲にいなかったが、それでも玄は小声で趙にささやきかけた。

「あまり大きな声で返答するな、趙……お前の日本国における任務は何だ？」

〝[image: ]な吒た零ゼロ番〟の発した答えは、玄の想像の領域を超えていた。

「私の任務は、大日本帝国陸軍の軍事施設を破は壊かいすることです」

　それだけ言うと、趙は再び歩き出した。玄は一いつ瞬しゆん動けなかったが、すぐにその後を追い、趙の細い腕を摑つかんだ。趙は立ち止まって玄を見る。

「伯父おじさん、放してください。私は、私に与えられた任務を実行しなければいけません」

「待て……待て！　そんなこと、私は聞いていないぞ！　それは間違いだ！　だいたい、その帝国陸軍というのは何だ？　日本は帝政ではないし、ここにあるのは陸上自衛隊だ！」

　周囲の目を気にしながら、押し殺した声で怒鳴る。その玄の手を、趙はやけに丁寧に引き剝はがしていく。玄は手に力を込めたが、趙の力はそれをはるかに凌りよう駕がしている。趙が玄の手から逃れるのに、さしたる時間は必要なかった。

「私は、私の任務を実行します」

　また歩き出す趙の後を追いながらも、玄は混乱していた。このようなケースは想定されていなかったのだ。どう対処すればいいのか咄とつ嗟さに判断できず、かといってこの状況を放置することもできない。玄は必死になって自分の為なすべきことを考えた。本国に連絡を取って指示を仰ぐのがもっとも確実な方法だが、それではあまりにも遅過ぎる。

「……趙、お前の任務を実行に移すのは今日でなければいけないのか？」

　混乱状態から脱却した玄は、少し冷静になって趙を止めるべく話し始めた。何が趙の奇行の原因かは全くわからないが、とにかく今の趙は昨日までとは違う。趙の言い出した突拍子もない『任務』は阻止しなければならない。趙の擬ぎ似じ脳には、玄の言葉を聞く命令も施されているのだ。それに望みをかけて、何とかこの場だけでも切り抜けなければならない。

「お前はこれから破壊工作を行うつもりのようだが、いったい何をどうやって破壊するんだ？　色々と準備が必要だろう。日を改めて、また実行すればいい……そうだろう？」

　趙が立ち止まって自分を見上げたので、玄は彼が納得したのだと思った。

「私は、三十日間この国に滞在することができます。そして公開されている情報を検索したところ、私が破は壊かいしなければならない主要施設数は三十八です。三十日の間に、でき得る限り任務を果たさなければなりません」

「趙ちよう……」

「伯父おじさん。私はこれより施設に侵入します」

「……わかった」

　玄げんは、遂に覚悟を決めてしまった。これ以上、趙の後を付いていくことはできない。まさかこの場で趙の脳内爆ばく弾だんを作動させるわけにもいかない。

「だが、一つ命令がある。お前の顔を見られてはいけない。会話もしてはいけない。捕まりそうになったら自決しろ。……そして、今日中に終わらせてホテルに戻ってこい。これだけは厳げん守しゆしろ」

「はい、わかりました」

　あっさりと返事をすると、趙はそのまま進んでいく。その後ろ姿を最後まで見送らず、玄はすぐに反転して市いちヶ谷や駅に向かって歩き出す。とにかく趙の異変を本国に報告し、原因がわかるなら調べてもらってしかるべき対処方法を講じなければならない。今は止める手段はないが、これ以上は被害が拡大しないようにしなければならない。

　日本がどうなろうと玄の知ったことではないが、趙の行動と存在が日本国に知られれば本国が不利な立場に立たされることになる。それこそが玄のもっとも恐れることだった。玄は趙が捕まらないことを願いながら、足早に歩いていった。




　玄が去るのを待たずに、趙は歩き続けた。財務省施設をすり抜け、市ヶ谷駐ちゆう屯とん地ちの裏手に回る。こんな所を子供に見える趙が歩いているのは妙と言えば妙だが、とがめる者はまだいない。趙は駐屯地の塀へいの側そばを歩きながら、人がいない場所を探す。そんな都合のいい場所はなかなか見当たらなかったが、数秒人がいなくなった時を見計らって、塀を跳び越えた。塀の上に何らかの装置が設置してあるのが確認できたため、それには触れないように塀よりも高く跳ぶ。彼の跳ちよう躍やく力は、最高で十メートルに達するのだ。

　塀の内側に降り立った趙は、首にかけていた赤いマフラーで顔を隠すようにした。趙にとってはどうでもいいことだったが、視界には誰だれもいない。誰がいようと、すぐに動けなくしてしまえばいいだけのことだ。

　趙はこの市ヶ谷駐屯地を〝破壊〟するために侵入したが、具体的にどうするかということは彼の思考にはなかった。彼の擬ぎ似じ脳が任務として認識している〝陸軍施設の破壊〟は、漠ばく然ぜんとしたものであった。だから趙は、目に付いた物を片っ端から壊こわすつもりだった。

　周囲への警けい戒かいを強めながら、趙はただ真まっ直すぐに歩き出した。どこに何があるかなど、彼は知らない。図書館にある資料に、そんな詳細な情報が載っているわけがなかった。それでも趙は、別段困ることもなかった。

　数メートル歩いた趙ちようは、監視カメラを見付けた。これも施設の一部なのだから、破は壊かいすることにした。ポケットから五百円玉を取り出すと、腕をしならせて投とう擲てきする。それはあっさりと、カメラのレンズを破壊した。

　侵入がばれていないのに監視カメラを破壊する、それは『侵入者が存在する』ことを自分からアピールすることに他ほかならない。普通なら監視カメラの死角を探して前進するところだ。だが趙は、この市いちヶ谷や駐ちゆう屯とん地ちの奥深くまで誰だれかに見付からずに侵入することなど、考えてもいない。ただひたすらに、周辺にある物を破壊することのみを趙の擬ぎ似じ脳は訴えていた。

　道に沿って歩き出した趙であったが、今度はその道の向こうから歩いてきた自衛官らしき人々に発見されてしまった。その三人は趙の姿を見付けると、少し早足で近付いてきた。不思議そうな顔で趙を見下ろす。

「誰か知り合いに連れてきてもらったのかい？　一人じゃ……」

[image: ]

　その言葉を、彼は最後まで言うことができなかった。趙の小さな拳こぶしがみぞおちに入ったのだ。小ささとは裏腹に、その拳は恐ろしい威力を持っていた。同年代の若者に比べて優れた肉体を持っている自衛官は、膝ひざをついて崩れ落ちる。他の二人が身構える前に、素早くしゃがんで手を地面につき回転足払いで二人を転ばせる。倒れ込んだ一人の頭に踵かかとを、もう一人の腹には肘ひじを落とした。それだけで頭ず蓋がい骨こつにはひびが入り、内臓に深刻なダメージを与えた。それでも意識を失わなかった者は、首を締しめ上げて失神させる。

　趙ちようは、この敷しき地ち内において殺人は行わないことを決めていた。それはむろん、人道を考こう慮りよしたわけではない。怪け我が人にんを残しておいた方が、その手当てや搬送に人手が必要となるため必然的に自分と相対する人間が減るからだ。会った人間全すべてを殺すこともできるが、中途半端に生きていた方が手間もかかる。

　もし玄げん亮りようから、『誰だれとも会話するな』という命令を受けていなければ、趙は一人残しておいてこの駐ちゆう屯とん地ちのもっとも重要な場所を聞き出していただろう。彼には、拷ごう問もんの知識も備わっている。人体の急所などは熟じゆく知ちしていた。趙は任務にも命令にも忠実だった。任務と命令を比較すれば、任務の方に軍配が上がるが。

　死んではいないが重傷を負った自衛官を放置し、趙蒼そうはまたあてもなく歩き出した。




　その日、陸上自衛隊市いちヶ谷や駐屯地は、外見は平静を保っていたが内部では大事件が勃ぼつ発ぱつしていた。監視カメラが次々と壊こわされ、道の端々には重傷を負った自衛官が倒れている。止めてあった車はタイヤを裂かれ、ボンネットの内部が破は壊かいされている。自衛隊内の秩序を守る警けい務む隊が、警戒態勢を取りながら巡回しても、その彼らが残らず重傷を負わされる。その重傷者の処置だけでも、大変な労力を要した。他ほかにも多くの装備品が破壊され、使用できなくなった。

　さらに驚おどろくべき事実が発覚した。意識を取り戻した重傷者の証言を総合すると、それは単独犯による犯行であり、しかもその犯人は子供であったという。その事実は、さらに自衛隊上層部を混乱させた。

　その凶行は夜になってからやっと収まり、犯人は忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていた。この騒そう乱らんは外部には完全に伏せられ、政府内でも知らされた者はそう多くはなかった。内部に侵入され大量の負傷者を出し、装備品の大半を破壊されたなどと公表することなどあらゆる事情から却下された。

　電子機器の類たぐいが全く無傷であったことが、唯一の幸運と言ってもよいだろう。防衛庁や他の駐屯地と連絡を取ることができたし、中央の管制システムも無事だった。これを破壊されていたら、被害はさらに甚じん大だいになっていただろう。

　その犯人の行動は、ひどく不可解なものだった。多数の負傷者と多くの破損品を出したが、もっとも重要な物には手を付けずに去っていたのだ。

　その真実を知る者は、ただ一人趙しかいなかった。彼に与えられていた任務は施設の破壊とその軍備を削ることであった。コンピューターなどの電子機器は、その範はん疇ちゆうに入っていなかったのである。

　与えられた任務のみを盲目的にこなし、表面上の意味しか汲くみ取れない。それが[image: ]な吒た零ゼロ番の持つ思考能力の限界だった。彼には『臨りん機き応おう変へん』という言葉など存在しないのだ。

　彼はやはり、〝欠陥兵器〟であった。




　その日の午後十時を回ってから、趙ちよう蒼そうはホテルに帰ってきた。彼が帰るのを苛いら々いらしながら待っていた玄げん亮りようは、無表情に入室してきた彼を見て一いつ瞬しゆん大きく口を開けた。だがすぐに口を閉じると、できる限り冷静な口調で話しかけた。

「……いいか、趙蒼。帰き還かん命令が出た。本国に帰るぞ。もう神こう戸べへ行くための新幹線はないから、明日の始発で行く。切符はもう買ってある」

　趙はドアの側そばに立って、いつものように無表情に玄を見た。

「その帰還命令は、受じゆ諾だくできません」

「……なんだと？」

　その予想外の反応に、玄は戸惑って趙を見返した。

「なぜ聞けない？　国務院の命だぞ！」

　声を荒げた玄を、趙は見返した。

「私の日本国における任務は、まだ完了していません」

　玄は時計を見た。万が一のため、〝[image: ]な吒た零ゼロ番〟の脳には爆ばく弾だんが仕掛けられている。趙が自発的に爆発させることもできるが、この時計に組み込まれた起爆装置で強制的に作動させられる。機密保持のためだが、まさかこんなことに使うことになるとは思わなかった。

「……お前の、日本国における任務とはなんだ？」

　数時間前にした質問を、玄は再び発した。震ふるえた声で問うた玄とは対照的に、趙の返答は平然たるものだった。

「私の任務は、大日本帝国陸軍の軍事施設を破は壊かいすることです」

　声だけではなく、自分の手や足までが震えているのが玄にはわかった。本国からの連絡通りになってしまっている。

「いいか、よく聞け。趙蒼……」

　玄はゆっくりと、趙の説得を開始した。

「お前の擬ぎ似じ脳は、よくできている……お前の開発は先の戦争前から始まっていた……確かにその当時は、お前はそのために作られていた。だが、今は違う」

　自分が唾つばを飲み込む音が、やけに大きく玄には感じられた。

「今のお前は、日常に適応する訓練をしに来ただけだ。破壊工作じゃない。それに、我が国はこういう形での有事は望んでいない……これでは、我が国が先に仕掛けたことになってしまう」

「私の任務は、破壊活動です」

「だから、その任務が間違っているんだ……！　この国はもう帝政ではなく、軍隊はあるがそれは帝国陸軍ではない」

「呼称が変わろうと、私の任務に変わりはありません」

「……趙、その任務は仕組まれたものだ。お前の脳は長年にわたって作られていて、その当時から既にお前の任務は組み込まれていたんだ」

　玄げんは必死になって、趙ちようを納得させようと話を続ける。これらの事実を、玄も先ほど知ったばかりだった。難解で衝しよう撃げき的な事実であったが、それでも玄は、その内容を趙に理解させようと努めた。

「お前の開発に関かかわっていた技術者は、お前に組み込まれたその命令をわざと放置しておいたんだ。それだけではない、他ほかの技術者たちにばれないように防ぼう壁へきをかけ、日本国でしか想定されない状況下になったら防壁が外れるようにしてあったんだ！　……この技術者は私が言うのもなんだが、過激な反日派だった。国家に対する反逆の罪で逮捕されたそうだ」

　玄の言葉を、趙はただ黙だまって聞いていた。これなら、彼を破は壊かいせずに本国に連れて帰れるかもしれない。玄は期待を込めて説明を続けた。

「その状況がどんなものかは不明だが、とにかく今のお前の擬ぎ似じ脳が発している命令は間違いだ。すぐに本国に帰き還かんし、改めて擬似脳の再検査を行う……わかったな、趙蒼そう？」

「はい。伯父おじさんの言うことは理解しました」

　安あん堵どで胸を撫なで下ろした玄亮りようだったが、その思いはすぐに打ち砕かれた。

「しかし、私は任務を実行しなければなりません」

「……これほど言っても、まだわからないのか！　お前がやっていることは、国家の意思に反することだ！」

　激げつ昂こうして怒鳴る玄に比べて、趙はあくまでも無表情だ。

「国家の意思に反しようと、私は任務を実行するのみです」

「お前は国家のために作られたんだぞ！　国家に逆らうのか！」

「私は与えられた任務を実行するように作られています」

　玄はさらに怒鳴ろうとしたが、とうとうあきらめてベッドに座り込んだ。

「何ということだ……」

　これでは、趙を連れて帰るのは不可能に近い。力では到底趙にはかなわないのだから、力ずくも無理だ。

「趙……こっちへ来い」

　いざという時のために買ってきたナイフを、玄はコートの内側に隠し持っていた。趙の胸から動力源である〝黄玉〟を取り出すためだ。趙はとくに聞き返したりはせず、真まっ直すぐこちらに向かってくる。ベッドに座っている玄の前で立ち止まると、趙は玄に向き直って直立した。

　その趙と正面から顔を合わせ、本当に少しだけ、玄は戸惑った。彼は国家に全すべてを捧ささげ、そのためなら命も投げ出す覚悟もできている。それでも、この趙蒼の胸を刃物で抉えぐるというのは気持ちのいいことではなかった。数日間だが寝食を共にした同胞なのだから。

（……殺すわけではない。動力源を抜き取り、脳内情報を取り出すだけだ）

　そう言い聞かせると、玄は素早い動きで趙蒼の胸にナイフを突き立てようとした。しかし、その刃はあっさりと趙ちようの二本の指に挟まれてしまった。

「う……」

　ナイフを奪い返そうと、玄げんは両手を使って力を込めた。だがその力は、趙の二本指にも勝つことはできなかった。

「伯父おじさん」

　趙の表情が、二秒の時間をかけて変わっていく。それは、玄が一昨日おととい教えたばかりの『怒り』の表情だった。趙は玄の手から簡単にナイフをもぎ取ると、左手に持った。

「任務の障害となる存在は、排除するように設定されています。それがたとえ同胞であろうと、例外は存在しません」

「趙……」

　それが、玄亮りようの発した最後の言葉だった。趙の小さな右手が玄の首を摑つかんで締しめ上げる。抵抗しようとした玄であったが、すぐに体の自由を失ってしまう。首を摑んだ力を全く緩ゆるめることはなく、趙はその体を抱えて浴室に向かった。まだ水の入っていない浴よく槽そうにぐったりとした玄亮を入れる。

　そして趙蒼は何のためらいもなく。

　玄亮の頭をその小さな手で鷲わし摑づかみにして、百八十度回転させた。

　ぼきり、という音が狭い浴室に響ひびく。その余よ韻いんが消える前に、玄亮は絶命していた。

　その直後に趙が考えていたのは、この死体をどうやって始末するかということだった。燃やしてしまうのが最善の方法だが、場所と道具がない。だから趙は、まずは持ち運びを簡単にするためにばらばらにすることにした。血を浴びないように、衣服を脱いでから行う。

　最初はナイフを使っていたが、すぐに切れ味を失ってしまった。適切な道具がないので、手で続けた。骨を折るのはたやすいが、肉を引き千切るのに若干の手間を要した。手足や指なども細かく等分し、胴体は十ほどに分けた。内臓がはみ出してしまったが、これは仕方のないことだろう。それらの内臓は、洗ってから細かく分断した。

　これが人間であったら臭においだけで吐き気をもよおすほどだが、趙蒼そうに嗅きゆう覚かくは存在しない。彼はこの血みどろの作業を何時間もかけて行った。歯は一本一本折って潰つぶし、頭部も六つほどに分解した。

　そして全すべててが終わると、趙はこれらをどこに放置するかを思案した。




　趙は杉すぎ並なみ区の善ぜん福ぷく寺じ公園に来ていた。背負ったバックパックには、かつて玄亮という人間を構成していた部分がいくつか入っている。それを埋めるためにここに来ていた。今までも多くの公園を回って少しずつ埋めてきたが、どこの公園も人が異様に多かった。それが花見という風習であることを趙蒼は知らなかった。

　花には全く目もくれず、趙ちようは適当な場所を探して歩いた。ごみ箱に捨てるという選択もあったが、回収業者に見付かる可能性があるため却下した。

　人々の狂乱の宴うたげなど、趙ちようには何の感銘も与えない。たまに酔った人間に話しかけられることもあったが、そういう場合は足早に立ち去った。そうやって歩いていると、趙は全く人がいない一角を見付けた。どの桜の下にも必ず人間がいたのだが、そこにある五、六本の桜には誰だれもいない。まるでこの場所だけが存在していないかのようだった。

　事情などは知らないが、趙は桜の木に近寄った。そのうちの一本の根元に座り込む。こちらを見ている者が誰もいないことを確認するために、周囲を油断なく見回した。間違いなく誰もいない。

　趙はバックパックを下ろすと、警けい戒かいしながら指だけで土を掘り起こし始めた。三十センチほどの小さな穴を掘ると、バックパックから玄げん亮りようの首の一部分を取り出して素早く埋めた。一つの場所には一つの〝死体〟しか埋めないことにしている。手に付いた土を払い、また趙は適当な場所を探すために歩き出した。

　その桜の木から数メートル離れた時、趙は誰かの視線が自分を捉とらえているような感覚に襲おそわれた。改めて周辺を見回すが、彼を見ている者は誰もいない。感度が落ちているのだろうと思考した趙は、すぐに移動を再開した。

　この場所を選んだことは趙にとって何の意味もなく、その後に起きた事件に大きな影えい響きようを与えることはなかった。しかしそれでもこの出来事は、ある存在が動くきっかけになった。




『一人』と『一体』の運命が、この場所から交こう錯さくを始める。
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　その時、山やま崎ざき太た一いち朗ろうは困っていた。捜査第六課の電話が鳴っているのだ。電話が鳴るのは当たり前なのだが、優ゆう樹きは銀行に用があるとかで出かけている。太一朗が電話を取るしかないのだが、まともな応対ができるか今一つ不安があった。

　あきらめて切れないだろうかとしばらく放っておいたが、十回目のベルが鳴ったところで仕方なく受話器を持ち上げた。

「はい……」

『遅いぞ、こらあっ！　とっとと出ろよ、たこ！』

　若い男の声で、いきなり怒鳴られた。あまりの声量に受話器を耳から離した太一朗だったが、負けじと大声で怒鳴り返す。

「ベルの十回くらいでごちゃごちゃ言うな！　それにかけてきた方から名乗るのが礼儀ってもんだろうが！」

『何だとお！』

　その後数秒間、ほんの少しだけ沈ちん黙もくが流れた。この間に、少し相手は冷静になったらしい。

『……お前、誰だれだよ。最近の内閣公認か？』

「そういうお前はアヤカシか？」

『聞いてんのは、こっちだろうが！』

「いちいち怒鳴るな！」

　その時扉とびらが開いたので、太一朗は期待を持って振り返った。しかし、そこにいたのは落花生を抱えた大おお田た真さね章あきだった。

『黙だまってんじゃねえぞ、おい！』

　その怒鳴り声を聞いた大田は二度頷うなずくと、山崎の手から受話器を取った。

「やあ、虎とらくん。そんなに怒ってはいけないよ。喜怒哀楽は感情の基本と言うべきかもしれないが、そう些さ細さいなことで怒るものではない。つまり、君は……」

『うるせえぞ、鳥頭あ！　もういい！　団長に代われよ！』

　傍らにいる太一朗が、耳をすまさなくとも聞こえる大声だった。

「残念なことに、優樹は今……」

　大田が全すべて言い切る前に、向こうから切れてしまった。大田は受話器を戻すと、自分の席にではなくソファーに座った。

「やれやれ、切れてしまったよ。虎くんは短気だから困ったものだ」

　全く困っていないような口調で大おお田たが言う。

「どうするんだよ、片かた倉くらさんが帰ってきたら」

「どうもしないさ、普通に伝えるよ。虎とらくんから電話がかかってきたんだが、怒ってしまったので、少々手数はかかるがかけ直してくれないか、とね」

　大田は自分の席に座ると、落花生の袋を開けた。

「落花生ばっかり食ってんな……」

「カシューナッツもピスタチオも納豆も豆腐も好きだよ」

「……豆ばっかりだな」

「そうかもしれないね……どうだい、君も一袋」

「この間貰もらった奴やつがまだ残ってるからいいよ」

　大田は、しげしげと太た一いち朗ろうを見つめた。

「君は虎くんに似ていると思ったが、君の方がまだ理知的だな。彼は本当に僕ぼくのことを嫌きらっていたからね」

「虎って……ああ、ロッカーの中に変な物ばかり入れてた奴か」

　部屋の片隅にまとめてある日本刀の模造品や巨大なはりせんの持ち主が『虎くん』だという話は、優ゆう樹きに聞いたような気がする。

「変、ではないさ。彼、相あい川かわ虎とら司じはそれら全すべてを実際に活用していたよ。とくに兼かね定さだで、僕の後頭部をよく殴っていたからね」

　大田は立ち上がると、日本刀の模造品を手に取った。ティッシュで埃ほこりを取り払ってから太一朗に見せる。鞘さやにガムテープで貼はられた紙には、あまり上手うまくない字で『兼定』とマジックで書かれていた。鞘の中程から先端部分がだいぶ傷んでおり、これが実際に使われていたことを暗に証明している。

「……ただのレプリカに名前書いてるだけだろうが」

「そうとも言うかな。ちなみにあの木刀には白びやつ虎こ魂だましい、竹刀には正まさ宗むね、金属バットには……」

「どうでもいい……俺おれの結論は『変な奴』だ」

『兼定』を元の位置に戻した大田は、殻から付き落花生を六個ほどそのまま口の中に入れた。彼が殻を嚙かみ砕くごりごりという音に、太一朗が眉まゆをしかめる。

「殻くらい剝むけよ」

「殻は美味おいしいんだよ。それに僕は蜜み柑かんや林りん檎ごや西すい瓜かでも皮は剝かないね」

　太一朗は西瓜を丸齧かじりする大田を想像してしまい、その異常さにうんざりしてしまった。

「虎くんの話に戻るけど、彼は若いアヤカシでね。この世に生を享うけて二十年も経たっていない。少々乱暴で変わった性せい癖へきの持ち主だが、僕よりは君と気が合うと思うよ」

「お前と比べたら、誰だれだってましな気がするけどな。それにあんな無礼者と気なんか合うか」

「君も、結構な無礼者だと思うけどね。ああ、彼も自分の礼儀には寛容だけど他人の礼儀にはうるさいな。うん、君と彼の間に友情は発生するのだろうか？　これは非常に興きよう味み深いな」

「仲良くなりたいなんて、誰だれも思っちゃいないよ」

「そうかな？　少なくとも、一人はいるよ」

　と大おお田たが言った途端、再び扉とびらが開いた。今度は優ゆう樹きだった。

「こんにちは、先生」

「やあ優樹、おかえり。今日は本当にいい天気だね」

　暖かいが陽ひ射ざしはそう強くなく、風はほとんど吹いていない。出かけるにはちょうどいい陽気だ。

「おい、大田。早く電話のことを話せよ」

　二人の挨あい拶さつに太た一いち朗ろうが割り込んだ。

「ああ、そうだね。優樹、虎とらくんから電話がかかってきたんだが、怒ってしまったので、少々手数はかかるがかけ直してくれないか」

「はあ、虎くんから……」

　優樹はそれ以上何も聞き返さずに、電話に近寄って受話器を取った。よくあれだけで話が通じるものだと太一朗は感心する。つまり大田と優樹は、それだけ仲がいいということだ。太一朗は何となく嫉しつ妬とする自分に気が付き、その事実にさらにうんざりした。

　それを大田は面白そうに眺ながめていたが、優樹はダイヤルを回していたために気が付かなかった。今時には珍しく留守番機能もファックスも付いていない、しかもプッシュホン式でさえない旧式の電話である。

「ああ、虎くん、片かた倉くらです……」

　相手はすぐに出たらしく、優樹は会話に集中し始めた。内容を聞く気は太一朗にも、そして大田にもなかったのだが、優樹は普通の声で喋しやべっているので内容は断片的に聞こえる。落花生を咀そ嚼しやくしていた大田は、優樹が電話口で発した『ある一言』に敏感に反応した。

「一いち朗ろうくん、僕ぼくはすこぶる機き嫌げんが悪くなった。失礼するよ。優樹、気を付けなさい」

　それだけ言い残すと、大田は落花生の袋を置いたまま出ていってしまった。

「何だよ、急に……」

　太一朗はそれだけ呟つぶやいたが、大田がこの場を去ってくれるのは大歓迎なのでさして気にも留めなかった。袋の底に三十粒ほど残っていた落花生を食べるべく、机の上に広げた。ほんの少し大田と落花生に注意を向けている間に、優樹の電話は終わったらしい。受話器を置くと、大田が出ていったばかりのドアを見つめる。

「先生も相変わらずだな……太た一いちくん、ちょっと虎くんに会ってくるけど、君も行く？　君ももう少し色々な甲種に会ってみた方がいいかもしれない」

「はあ……事件じゃないんですね？」

　優樹の表情や口調には、深刻さの欠片かけらもない。だから太一朗はそう判断した。もうこの時点で、大おお田たのことは綺き麗れいさっぱり忘れてしまった太た一いち朗ろうである。

「うん、たぶんね」

「邪じや魔までなければご一緒しますけど……でもそいつ変な奴やつなんですよね」

「そうかな？　結構まともだと思うよ。ちゃんと学校に行ってるし、人間関係もそれなりに築ける子だよ」

「アヤカシのくせに学校行ってるんですか？」

　太一朗の言葉に、優ゆう樹きは少しだけ眉まゆをしかめた。

「あたしも学校には行ったけどね」

「あ……すいません」

　優樹はそれ以上気にした様子はなく、『虎とらくん』こと相あい川かわ虎とら司じが置いていった奇妙な私物の数々に近寄った。困ったようにそれらのうちの一つを持ち上げる。

「……虎くんに返したいんだけど……これ持って歩いたら恥ずかしいかな？」

「当然です！」

　優樹の手には、巨大なはりせんが握られていた。




　京王井いの頭かしら線吉きち祥じよう寺じ行きの電車内で、優樹は太一朗を見上げた。車内は比較的空すいており、優樹の隣となりも人が三人くらい座れるスペースがあったが、太一朗は立ったままだ。

「どうしてこんなに空いているのに、君は立っているのかな」

「疲れてる時以外は立つことにしているんです」

　太一朗の習慣のようなものだ。

「構わないけどね……ああ、そういう癖くせは虎くんにもあったよ。もっとひどかったけどね」

　いかにも『しみじみ』といった調子で、優樹が頷うなずいた。

「電車の吊つり革で懸けん垂すいしたり、車に乗る時は必ず屋根に乗ったり……六課にあった車が壊こわれた原因の半分は、虎くんにあったねえ……」

「そんな奴と自分を一緒にしないでください」

　しかしそういう太一朗も、子供の時には電車の吊り革で懸垂をしようとして親に叱しかられたことがある。そんな自分は、棚たなに上げておいた。

「ああ、ごめん……でもどっか似てるような気がするんだけどね……」

　どこだろう、と呟つぶやく優樹を太一朗はつまらなさそうに見下ろした。話を聞いた限りではかなり妙な性格の、しかもアヤカシに似ているというのはひどく不愉快な話だった。

「虎くんは今年で十九歳……になるのかな。四月で高校二年生になったよ」

「ダブったんですか？」

「ううん、その辺りはちょっと複雑な事情があってね」

　内閣公認であり十代半ばまではほぼ人間と同程度の成長速度を保っていた優樹の場合、義務教育を受けることに法的には大きな問題はなかった。しかし委員会登録のアヤカシが学校に通うには、問題が多数存在する。それらのことを電車内で説明する気にはなれなかった。

「ちょっと乱暴で破天荒で、口数が多くて子供みたいで、肉食でよく笑って怒ってたまにおかしな言動もあるけど、基本的にはいい子だよ」

「それって、応用的には悪い奴やつってことですか？」

「……それは、ちょっと違う、かな」

　優ゆう樹きは困ったように顎あごを撫なでた。




　渋しぶ谷やから久く我が山やままで、急行に乗ると二十分とかからない。四月十五日午後三時半を少し回った頃ころ、二人は久我山駅に到着した。改札口を抜けた優樹は、切符売り場のすぐ横に立っていた学生服姿の少年に手を振りながら声をかける。

「やあ、虎とらくん。元気？」

「おう、団長。元気してるか？」

　明るい笑顔を向けて近付いてくる少年を、太た一いち朗ろうは面白くない顔で観察した。背はそう高い方ではなく、百六十センチ前後だろう。体格はいたって普通だ。グレーのブレザーに身を包み、学校指定らしい校章入りの大きなバッグを肩からぶら下げている。どこから見ても学生だ。顔の造形は少々鋭角的だが、表情の豊かさがそれをあまり感じさせない。ただ黒目部分がほとんどない三さん白ぱく眼がんと、笑った口の中から覗のぞいている妙に鋭利な糸切り歯がやや目立った。

「……何だ、そこのでかいの。俺おれに喧けん嘩か売ってんのか、ああ？」

[image: ]

　笑顔だったその少年、相あい川かわ虎とら司じが太一朗の視線に気が付いたのか鼻の頭に皺しわを寄せる。睨にらみ付けられた太一朗であったが、その程度で怯ひるむほど臆おく病びようではない。むしろ一歩進み出て、彼に挑いどむような態度を取る。

　二人の間に早くも流れた険悪な空気に、優樹が間に割って入る。

「あー、虎くん。この人は山やま崎ざき太一朗くん、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の人で今はうちに出向しているの」

　虎司はずかずかと太一朗に近寄り、不ふ遜そんな態度で彼の顔を見上げた。太一朗も視線に力を込めて睨み返す。

「……まあいいや。用があるのは団長だし」

　突然太一朗から興きよう味みを失ったかのように、虎司は優樹の方を見た。その表情は太一朗に向けていたものとは雲うん泥でいの差があった。

「なあ、団長。ビールに付いてるシールを送ると、抽選でホームサーバーが当たるっての去年やってただろ？　持ってるか？」

「あたしが飲んでるのと銘柄違うから……」

　世間話になってしまった二人を、太一朗は退屈そうに眺ながめた。

「俺さあ、当たったから団長にやるよ」

「そう？　それは嬉うれしいな」

　虎とら司じは駅前であるにもかかわらず、しゃがみ込んでバッグを開けた。

「はい、サーバー」

　バッグから出てきたのは、値札が付いたままのパック入り鯖さばであった。

「虎とらくん、それは何かな？」

「いや、だからサーバー」

「それは魚の鯖」

「あははははははは……」

　優ゆう樹きと虎司の乾いた笑いが唱和した時、太た一いち朗ろうは心の底から思った。

（くっだらねえ……）

　そんな太一朗の思いとは正反対に、虎司のテンションは一層高くなった。

「よーしよし。俺おれの面白くないねたも、団長の『しょうがないけど笑っておこうか』ってのが見え見えの笑いも大・健・在！　俺は嬉しいぜ！　はい、鯖！」

　鯖を渡された優樹は、笑顔のまま何も言わなかった。

「……って、噓うそだよ。ちゃんと本物もあるから安心してくれ」

　次に虎司がバッグの中から出したのは、確かにミニ樽だるの形をしたホームサーバーだった。

「……この一連のお前の行動と言動に、意味はあるのか？」

『つまらない』という感情を丸出しにして聞いた太た一いち朗ろうに、虎とら司じがあきれた顔をしてみせた。

「意味なんかあるか、馬ば鹿か。何でもかんでも意味を持たせたがるんじゃねえよ」

「……ここに先生がいたら、『虎とらくん、無意味という言葉にもまた意味は存在するんだよ』とか言ったかもね」

　優ゆう樹きがここで大おお田たのことを口に出したのには、明確な理由があった。

「何であいつが出てくるんですか」

「何であんな奴やつのことを出すんだよ」

　山やま崎ざき太一朗という人間と相あい川かわ虎司というアヤカシの口調が、見事に重なった。二人は視線を合わせたが、そこに先ほどまでの一触即発の雰囲気はなかった。

「……お前もそう思うか？　あいつは嫌いやな奴だよなあ」

「そうだな、俺も大田は嫌きらいだ」

　我の強い二人ではあるが、この点だけは意気投合できる。大田には悪いが、彼らの関係を円滑にするために犠ぎ牲せいになってもらおう。内心で大田に謝あやまっておき、頷うなずき合う二人に声をかける優樹であった。

「じゃ、詳しいことは歩きながらでも……」

「軽くおごってくれ、軽食でいいから。軽食を重くおごってくれてもいいけどさ」

「お前、日本語変だぞ。それに目上の人にそういう口の利き方はないだろう」

「気にすんなよ、ザッキー」

「……誰だれがザッキーだ、誰が」

「お前だ、お前」

　虎司は太一朗の肩口を叩たたき、返すその手で優樹の後頭部をはたくと、そのまま近くの喫茶店に入っていってしまった。

「……何ですか、あいつは」

　自分はともかく、優樹を叩くとはいくら何でも無礼が過ぎないだろうか。

「そうでもないよ。あれは虎くんの友情表現みたいなものだから」

　虎司の後を追う優樹は、軽く後頭部をさすった。少しだけ別の要因でも痛いのだが、それは口にも表情にも出さない。

「虎くんが本当に嫌きらいな相手……それこそ先生だったら、はたくついでに地面に顔面叩き付けて、そこに膝ひざを落とすくらいのこと平気でやるし」

　喫茶店に入る時、太一朗は現時点での虎司の評価を下した。

（過激で無礼な奴やつだが、大田よりはましだろう）

　虎司が太一朗に抱いた第一印象も似たようなものだが、そんなことを太一朗が知る由もなかった。




「……お前に遠えん慮りよという言葉はないのか、相あい川かわ」

　ピザトーストとシナモンティー、それにチーズケーキを頼んだ虎とら司じに、太た一いち朗ろうが注意した。

「気にすんなよ、お前が金を払うわけじゃないんだし」

「それは、おごってもらう立場の奴やつが言う台詞せりふじゃないだろうが……片かた倉くらさんも何とか言ってやってください」

「とくに言うことはないなあ……いつものことだし」

「そうそう、俺おれは団長におごってもらってばかりいるけど、その反対はあり得ないからな」

　胸を張ってみせる虎司に、太一朗はため息をついて答えた。

「威張っていう言葉じゃないだろうが……それに団長ってのは何だ」

「ザッキーは人間のくせに人間のことを知らねえなあ。この片倉優樹さんの役職が巡査部長だからだよ。もう一つ昇進したら、ボスにレベルアップだ」

「何だ、そりゃ。それにザッキーはやめろ」

「細かいことを気にすんな。俺のことは虎とらって呼んでいいから」

　はははと豪快に笑うと、虎司は親指の爪つめで糸切り歯を擦さすった。

「変わった奴だな、お前」

「そうか？　俺はまともだよ。なあ、団長？」

「そうかなあ……」

　ホームサーバーの説明書を読んでいた優ゆう樹きは、ひどく曖あい昧まいな返事をした。

「何だよ、まじな目で見ちゃってさあ。鯖さばも見てやれよ、鯖もよ」

「そうだねえ……」

「あ、賞味期限切れてっから、よく焼いて食えよ」

「そうしようか……」

「秋刀さんま魚と鯖と鮭さけ、どれが一番好きだ？」

「ご飯があればどれも好き」

「俺の話聞いてんのか、聞いてないのか、はっきりしろよ、こらあ！　あ、どうもどうも」

　注文した品を運んできたウェイトレスに愛あい敬きようを含んだ笑いを返すと、虎司は自分が頼んだピザトーストにタバスコを軽く振りかけた。

「ザッキーにも半分やろうか？」

「いらねえよ……だいたいお前、片倉さんに用があって呼んだんだろ？　早く済ませろよ」

　このアヤカシは嫌きらいではないが、あまり関かかわり合いたくない。大おお田たとは別の意味で頭が痛くなりそうだ。

「用があるのは俺じゃねえよ、空うつろ木ぎだ」

　その名前をどこかで聞いたような気がする太一朗だったが、思い出せなかった。

「おーい、団長。ザッキーに空木のことを説明してやれよ。俺トースト食ってっからさあ」

「あたしもサーバー見てるから、虎とらくんやってよ」

　それは半分噓うそである。太た一いち朗ろうが自分以外のアヤカシと『普通』に会話をするのは、今回が初めてといってもいいだろう。太一朗と虎とら司じに良好な関係を築いてもらうためにも、ここは口を挟みたくない。だから優ゆう樹きはコーヒーを飲みながら、サーバーばかりを見ていた。

「しょうがねえなあ……ちょっと待ってろよ、ザッキー。今説明してやっからな」

　猛烈な勢いでピザトーストを食べる虎司を見ながら、太一朗はコーヒーにミルクとダイエットシュガーを入れた。もう『ザッキー』の呼称を訂正する気にもならない。

　ピザトーストを食べ終わった虎司は、シナモンティーを一口飲むと一息ついた。

「あのな、空うつろ木ぎって奴やつは何言いたいんだかわからない奴で、いつもぼけーっと空を見てて、一か月くらい動かねえんだ。でも気が付くとふらふらと違う場所に移動してんだな。あ、空木もアヤカシだからな。三月辺りは善ぜん福ぷく寺じ公園にいたのに、今は俺おれが通ってる高校の校庭で座ってる。でも歩いてるのも立ってるのも見たことがねえという、世にも不思議な奴なんだ、わかったな？」

「……その説明でわかる奴が本当にいるのか？」

　優樹を呼んだのが空木という名のアヤカシであることはわかったが、それ以外は意味不明だ。

「これでわからねえとは、どうしようもねえ奴だな。ま、いいや。三十二文ロケット砲は食らったら痛さがわかるって言うからな」

「一応説明しておくと、百聞は一見にしかずって虎くんは言ってるんだよ」

　優樹が解説をする。聞いていないようで、ちゃんと聞いていたらしい。最初から優樹が説明してくれれば手っ取り早いのに。そう思った太一朗である。

「何だよ、団長。当たり前のことを当たり前に言ったら、全然面白くねえじゃん？」

「普通の会話に面白さを求めなくてもいいと思うけどな」

　太一朗の突っ込みを無視した虎司は、シナモンティーに添えられていたシナモンスティックを飲み込んでからチーズケーキに口を付ける。

「お前なあ、シナモンスティックを食う奴がいるか？」

「俺は出された物は、食器以外は大抵食うんだ。蟹かにだろうと海老えびだろうと殻からごと食うぞ」

　チーズケーキをほおばりながら喋しやべっているので、発音がやや不ふ明めい瞭りようだ。

「そりゃ、歯が丈夫過ぎるんだ」

「そうかもな……んじゃ、食い終わったからそろそろ行くか」

　口をもぐもぐさせながら虎司は立ち上がり、バッグを担いですぐ外に出てしまった。

「わがままな奴ですねえ……」

　コーヒーを一気飲みしてから、太一朗は優樹に同意を求めた。

「ちょっとね……で、太た一いちくんに一つ頼みがあるんだけど」

「はい」

　優ゆう樹きはミニ樽だる型ホームサーバーと鯖さばを持ち上げて見せた。

「どっちか持ってくれない？」

「……じゃ、サーバーの方なら」

　このミニ樽をぶら下げて歩くのはかなり恥ずかしいが、鯖を持って歩くよりはましだ。

「いい子、なんだけどねえ……」

　左手で鯖を、右手に伝票を持って優樹は呟つぶやいた。




　相あい川かわ虎とら司じが通う高校に三人が辿たどり着いた時には、既に午後五時を回っていた。

「部活で残ってる連中もいるけど、校庭の方だから気にすんな」

　虎司はそう言って校内に入っていったが、太た一いち朗ろうは自分の母校でもない高校に入るのは気が引けた。優樹の方を見ると、太一朗と同じ気持ちなのか首を軽く回していた。

「やっぱりこの年になると入りづらいね、学校っていう場所は。自分が卒業した高校じゃないから、なおさらだよ……あ、学校の先生にでも注意されたらあたしが適当にごまかすから君は黙だまっているようにね」

　優樹と太一朗が校門をくぐると、虎司は一人の女学生と立ち話をしていた。この高校の生徒なのだろう。ここは他人のふりをしていた方がいい。それは優樹も太一朗も考えたことだったが、虎司の方が振り返って声をかけた。

「おーい、団長とザッキー。ちょっとこっち来いよ」

「……あいつ困った奴やつですね……」

「まあねえ……」

　立ち止まった二人を見て、虎司の方から近寄ってきた。彼と話していた少女は、虎司の後ろ姿を見つめている。

「来いっつったんだから、ちゃんと来いよな」

「お前なあ、俺おれたちは部外者なんだぞ。それが校内に入ってたらおかしいだろうが」

「そうか？　別にいいじゃん、校舎や校庭に入るわけでもねえし。ここはまだ玄関先なんだからな……と、おい、安あん藤どう！　何突っ立ってんだよ」

　虎司は後方を振り返ると大声で怒鳴った。安藤と呼ばれた少女はしばらく動かなかったが、やがておずおずといった調子でこちらに歩み寄ってきた。

「こ……こんにちは……」

　その少女は視線の定まらない様子で優樹と太一朗に声をかけた。人見知りをする性質なのかどこか一歩引き、虎司の後ろに隠れるような体勢を取っている。しかし彼女は虎司より十センチほど背が高いため、隠れた意味がまるでなかった。怯おびえた表情がよく見える。度が強そうな眼鏡めがねをかけ、肩まである髪を二つにわけて結んでいる。ブラウスの第一ボタンまでしっかりはめていた。校則をきちんと守っている、典型的な優等生といった感じだ。

「おい、ザッキー。お前の図体がでかくて顔が怖いから、安あん藤どうが怖がってんじゃねえか。安藤もそんな弱気でどうすんだよ。世間の荒波はきっついぞお？」

　歯を剝むき出して笑うと、虎とら司じは安藤の肩を正面からばんと叩たたいた。あまりにもその力が強かったので、彼女は小さな悲鳴を上げて尻しり餅もちをついてしまう。

「お前、陸上やってるくせに体弱いなあ！」

　全く悪びれずに言うと、虎司は安藤の腕を摑つかみ乱暴に引っ張り上げた。

「でな、安藤。鯖さば持ってる人が昔働いていたところの先輩で片かた倉くらさんってんだ。こっちのでかくてミニ樽だる持ってる奴やつが山やま崎ざきだ。暫ざん定てい的だけど俺おれの友達にしておこう。団長にザッキー、この安藤ってのは俺の同級生で席が隣となりの奴だ」

　随分と乱暴な説明だが、優ゆう樹きは二人の関係がわかったような気がした。この安藤という少女は、どこがいいのか知らないが虎司に好意を持っているようだ。虎司が安藤の腕を摑んだ時彼女の顔が紅こう潮ちようしたし、現に今も虎司の方ばかりちらちらと見ている。一方の虎司は、そんなことには気が付いていない。

「こんにちは、安藤さん。いつも相あい川かわくんがお世話になっています」

　優樹はにこやかに挨あい拶さつをしたが、それに対する安藤の態度はひどくびくついていた。

「は、はい！　こちらこそいつも相川くんにはお世話になられています！」

　声が裏返っている上に、少し言葉遣いが妙だ。他人に対して臆おく病びような性格であることがよくわかる態度である。何しろ安藤は、太た一いち朗ろうの方は一度も見ようとはしないのだから。

「相川くん、私たちは用を済ましておくから先に帰っていいよ」

　優ゆう樹きはこの内気な少女のために気を遣ったつもりだったが、残念なことに虎司には伝わらなかったようだ。

「えー！　夕飯おごってもらおうと思ってたのに！」

「お前、まだ食うつもりだったのか……」

　太一朗の呟つぶやきに、虎司は耳を貸さない。

「俺、食生活貧しいからなあ、食える時には食いたいんだ……あ、そうだ、安藤にもおごってくれりゃいいんだ。なあ、安藤？」

「え……あの……あたし……」

　いきなり虎司に話しかけられ、安藤はびくっとしたように身をひいた。

「お前、ちょっと瘦やせてるし、力ないしなあ。肉を食わせてもらおう、肉を。ついでにその人見知りを治す訓練ができて三方一両損だ」

「わざと間違ってるのか……それにお前が肉を食いたいだけじゃないのか？」

「気にすんな……じゃ、さっきの喫茶店で待ってっから早く来てくれよな。来なかったら延えん髄ずい斬ぎり食らわすぞ」

　大おお股またに校門に向かって歩き出した虎司だったが、うろたえている安藤に気が付き後ろ歩きで戻ってきた。

「どした、安あん藤どう。来ないのか？　遠えん慮りよしてんのか？　そんな必要はないぞ、俺おれはともかく団長は金持ちだからな。それとも肉が嫌きらいなのか？　でもこれは譲ゆずらねえぞ、俺は肉食いたいんだから。誰だれかと約束でもしてんのか？　そしたらしょうがねえなあ……」

　一方的に喋しやべり続ける虎とら司じを遮さえぎることができないほどに、安藤は内気のようだ。

「こらこら相あい川かわくん、君は少しせっかちだね、ちゃんと安藤さんの話をじっくり聞きなさい。何か言いたいことがあるだろうし」

　助け舟を出した優ゆう樹きに、安藤が感かん謝しやの視線を向けた。

「わかった、言いたいことがあるなら聞いてやろう」

　そう言いながら、虎司は安藤の腕を摑つかんだ。そのまま校門に向かって強引に歩き出す。

「お前は話に時間がかかるからなあ、喫茶店に行く間に話せ。あ、さっきのシナモンティーが美味うまかったから、もう一度飲むぞ」

　虎司に引き摺ずられながらもその後に続く安藤の後ろ姿を、太た一いち朗ろうは半ば呆ぼう然ぜんと見送った。

「……相川って、本当にわがままな奴やつですね……」

「否定はしない、よく言えば奔放でマイペースなのかな。あの安藤って子も大変だろうに……」

「そりゃ、あいつの友達は全員大変でしょう。優樹さんだって大変な出費じゃないですか。本当におごってやるつもりですか？」

「大変の意味がちょっと違うかな……とにかく早く用を済ませようか。せっかく空うつろ木ぎさんが気を遣ってくれたんだから」

　太一朗には理解できないことを言うと、優樹は校門から校舎の下げ駄た箱ばこ付近まで続いている桜並木に歩み寄った。昨日の強風のせいで、大量の花びらが地面に落ちている。それはどこか美しく、どこか儚はかなさがあった。

　あれほど花見がしたいと言った太一朗だが、今はなぜかそんな気分になれなかった。この桜は、何か違うような気がする。彼がイメージする花見とは全くかけ離れた、見る者を遠ざけずにはいられないような桜だ。

「太た一いちくん、君が影えい響きようを受けてどうするのかな」

　自分の前を歩いていた優樹の声が、なぜか背後から聞こえた。いつの間に回り込まれたのだろう。そう考えた太一朗であったが、この時やっと自分が百八十度回転して校門の方を向いていたことに気が付いた。優樹に背を向けたのは自分だったのだ。

「ちゃんとここまで歩いてきなさい」

　桜の木の横に立っている優樹が手を振っている。彼女に近付こうとした太一朗だったが、自分の足取りがやけに重くなっていることに戸惑いを覚えた。たった数メートルの距離なのに、優樹の側そばに辿たどり着くのに十秒以上かかってしまった。

「えらいえらい、よくここまで来れたねえ」

「……馬ば鹿かにしてるんですか……うわっ！」

　太た一いち朗ろうは、その桜の根元に誰だれかが寄りかかっているのに気が付いてびっくりした。今までなぜわからなかったのだろう。この桜は、校門からもよく見えたはずだ。

「紹介しようか、空うつろ木ぎさんだよ。内閣公認でも委員会登録でも六課に所属したこともないけどね。空木さん、この人は山やま崎ざき太一朗くんで、私の友人です」

　空木と呼ばれた人物は、全くの無反応だった。木にもたれ、両足を地面に投げ出している。優ゆう樹きと同じくらい小柄だ。髪が異様に長く、前髪と後ろ髪の区別も付かない。死んだようにうなだれているため顔は全く見えず、男か女かも年齢もよくわからない。ひどくよれよれで袖そでや裾すそが擦すり切れた薄うす手での黒いロングコートを着ている。左手は袖から出ているが、右手は見えない。コートの右袖に全く膨ふくらみがないのを見ると、右腕がないらしい。

　空木の足下に目をやった時、太一朗は再度驚おどろく羽目になった。泥どろで汚れたジーンズを履はいたその両足の先端は、地面に埋まっていた。地面を掘って埋めたというような不自然な物ではなく、まるで地面から足が生えているように見えた。

　優樹は自分の服が汚れるのも構わずに、空木の横に正座をした。太一朗はどうすればいいのかわからず、所在なげに立っていた。

「空木さん、虎とらくんに言われて来ました。私に何の用ですか？」

　話しかけられても、その空木はぴくりとも動こうとはしなかった。三十秒はおとなしくしていた太一朗だったが、すぐに苛いら々いらし始めた。

「こいつ、片かた倉くらさんの話聞いてないんじゃないですか？」

「そんなことないよ。聞いているよ」

　答えたのは空木ではなく優樹だった。

「全然動かないし喋しやべりもしないですよ」

「まだ一分も経たってないのに、そんなせっかちじゃ駄だ目めだよ。空木さんと会話するのには時間がかかるんだから……先生はこういう空木さんが大だい嫌きらいなんだけど、意外と虎くんとは仲良くやってるんだよ。君はどうだろうねえ……」

　二人がそんな会話をしても、空木は微動だにしなかった。優樹はのんびりとした顔で座っているが、太一朗はそうもいかなかった。

「……おい」

　太一朗は、爪つま先さきで軽く空木の足を蹴けった。

「年長者を蹴っちゃいけないよ……空木さんはこれでも先生より年を取ってるんだからね」

「アヤカシなんて、年は取っても性格はどうしようもない連中ばかりです。大おお田たにしろこいつにしろ……相あい川かわはまだましでしたけど、やっぱりおかしいです」

　それは確かに事実だろう。だがそれはあくまで〝人間〟の感性だ。優樹が知る〝怪あやかし〟の感性なら、この空うつろ木ぎの行動に奇妙なことなど何もない。

「どうして君は、あたしと他ほかのアヤカシとでそんなに露ろ骨こつに態度を変えるのかな。ちゃんとあたしには敬意を持って接してくれるじゃない？」

「あ～……う～……」

　その奇妙な唸うなり声は、空木の顔近辺から聞こえてきた。

「あ、空木さん……聞いてました？」

　今まで下を向いていた空木が、ひどくのろのろとした動作で顔を上げた。頭のバランスが悪いのか、そのままのけぞるように後頭部を桜の幹にぶつける。こん、というやけに軽い音が響ひびいた。顔は上げたものの、あまりにも長い髪に隠れて相変わらず顔が見えない。

「空木さん、ちょっと髪まとめますよ。今度鋏はさみ持ってきますから散髪しましょうね」

　優ゆう樹きが空木の長い髪を一つにまとめると、ポケットからハンカチを出して結んだ。この時やっと、太た一いち朗ろうは空木の顔をまともに見ることができた。

　血色が少しもない、死人のような顔をしていた。まるで人形のようだ。能面のように無表情で、全く動くことはない。顔立ちはどこか中性的で、太一朗には空木が男か女かわからなかった。見た目は決して年を経てはおらず、優樹のように十代に見えないことはないのだが、若さが感じられない。こうやって動かずにいると、まるで埋葬直前の死体のようだ。その目は太一朗も優樹も見ておらず、ひどく虚うつろで死んだ魚のような目をしていた。

「今日はだいぶ動きが速いですね、空木さん。私が来て、まだ五分も経たってないのに動いてくれるなんて」

　優樹は空木の横顔に笑いかけたが、反応はない。

「……こいつ、もしかして喋しやべれないんですか？」

　先ほど唸ったきり、何も言わない空木を見て太一朗が優樹に聞いた。

「ちょっとね……それに時間の感覚がずれているみたいだから、テンポが遅いんだよ。意志の疎通は慣れればできるから」

　太一朗はしばらく見ていたが、それから三分ほど経っても空木が動き出す気配はなかった。優樹も、空木の隣となりに座ったまま何も言わない。

　それにしてもこんなあからさまに妙な奴やつが校内にいるのに、なぜ誰だれも何も言わないのだろう。すぐに追い出されてもおかしくはないはずだ。太一朗が周囲を見回しても、誰も視界に入ってこないのは幸いだ。

「う～……」

　長い長い唸り声を上げて、空木がゆっくりと動き出した。地面に置かれていた左手が少しずつ上がり、コートの中に差し入れられた。そして再びその手が出てきた時、何か妙な物体が握られていた。太一朗が時間を計ったところ、たったそれだけの動作に五分近くかかっていた。

　空木が取り出した物は、何やら太く短い筒のような形をしていた。土が大量に付着しているため、その物体が何かはよくわからない。空うつろ木ぎはまたものろのろと手を動かし、その物体を優ゆう樹きに渡そうとする。優樹は太た一いち朗ろうに鯖さばを渡すと、自分から手を伸ばしてそれを受け取った。意外と重く、ひんやりとした感触が伝わってくる。

「何ですかね、それ」

　もはや太一朗は空木の方を見ようとはしなかった。このアヤカシとコミュニケーションを取ることなど、とてもできそうにないしする気も起きない。

「……見ない方がいいし、聞かない方がいいだろうね。すいません、空木さん、ちょっとハンカチ返してもらいますね」

　優樹が空木の髪からハンカチを取ると、髪が広がって再び顔が見えなくなった。ハンカチにその物体を丁寧に包むと、優樹は一いつ旦たんそれを地面の上に置く。

「空木さん、これどこにあったんですか？　その時の状況をできれば詳しく教えてください」

　空木はすぐには答えなかったが、優樹は別に苛いら立だったりはしなかった。空木とはこういうアヤカシなのだ。空木がいったい何を考えているのか、それは空木以外の誰だれもが知りえないことだった。しかし、空木もそれなりに自分や虎とら司じに対して気を遣っていると優樹は思っていた。

　空木には、自分の存在を誰にも感じさせない能力を持っている。気配を消す、などというレベルの力ではない。人の意識から自分という存在を完全に切り離しているのだ。優樹は空木のこの能力を〝隔離〟と呼んでいた。

　優樹や虎司は、空木の意図によりその影えい響きようを受けない。そうでなければ、たとえアヤカシでも空木の存在を感じることはできないのだ。これは、空木が二人のことを知人として意識している証拠だと優樹は考えている。

　現在この周辺に誰も寄ってこないのは、空木が〝隔離〟の範囲を広げているからだ。無理に近付こうとすると、太一朗のように無意識的に引き返そうとしてしまう。空木は安あん藤どうが去った直後から、〝隔離〟を発動させている。虎司の友人らしい安藤への配はい慮りよなのだろう。所しよ詮せん憶おく測そくに過ぎないので、絶対の自信を持つことはできなかったが。

「こいつ、全然動かないですよ」

　太一朗が右足で地面を蹴けりながら言った。退屈で仕方がない。空木が動くのを待つのは、朝顔が開花する瞬しゆん間かんをインターバルタイマーなしで撮とるより根気がいりそうだ。

「こいつはやめなさいって……」

　優樹は空木の口がある部分に自分の耳を近付ける。空木の発声器官は人間ほどよくできていないため、本人は喋しやべっているつもりなのにただの唸うなり声にしか聞こえない。それを意味のある言葉として聞き取れるのは、アヤカシでも聴覚の優れている優樹くらいだ。虎司の聴覚も並ではないが、長い文章は聞き取れない。空木との会話はおそろしく根気と集中力、そして時間を必要とする作業であった。

「太た一いちくん、先に虎とらくんたちと合流しなよ。たぶん二時間近くかかると思うから」

「二時間……？」

　七時を過ぎるということか。太た一いち朗ろうは心底から嫌いやになった。このままここにいても、自分はただ苛いら々いらし続けるだけで何の役にも立たないだろう。かといって、あの相あい川かわ虎とら司じと一緒にいるのも疲れそうだ。少し迷ったが、結局太一朗はこの場を去ることにした。優ゆう樹きがどういう手段で空うつろ木ぎと会話するのか知らないが、自分がいても邪じや魔まになるだけだ。

「……必ず後から来てくださいね。来なかったら恨みますよ」

「はいはい」

　優樹はポケットから財布を取り出すと太一朗に投げてよこした。受け取った太一朗は、その茶色い革財布がやけに重くぶ厚いことに少し驚おどろいた。

「虎とらくんと、あの安あん藤どうって子に適当に食べさせてあげて」

「はい……じゃ、後で」

「うん」

　太一朗はその場を去ろうとしたが、数メートル歩いたところで優樹を振り返った。しかし、優樹はもう空木の方しか見ていなかった。

　再び歩き出した太一朗は、二度と振り返る気が起こらなかった。




　太一朗が喫茶店に向かっている頃ころ、相川虎司と安藤希のぞみの二人は喫茶店で向かい合って座っていた。虎司はシナモンティーを、安藤はうつむいてアッサムを飲んでいる。

　安藤は、自分がなぜここにいるんだろうとぼんやりと考えていた。今日は部活が早めに終わり、帰ろうとしたところで虎司に会ってしまった。それはとても嬉うれしかったのだが、彼は背の低い女の子と大きな男の人と一緒にいた。そこから先は、成り行きでここまで来てしまった。このままだと、虎司の友人たちと夕食を食べに行くことになるらしい。

「お前さあ、ほんっとに気が弱いなあ。誰だれかと向き合うといつもそんな調子だろが」

「う……うん……」

　やっとそれだけ答えることに成功した安藤である。彼女としても、こんな自分の性格が嫌でたまらないのだ。

「そんなんだから、あんま友達がいねえんだろ。いたってお前、ただそいつらに引っ付いてるだけだろ？　主体性がないとな」

　虎司の台詞せりふはいちいち安藤の心を深く抉えぐったが、なぜかそれは傷にはならなかった。彼の言葉はきつくはあるが棘とげが少しもなく、スポンジでできた棒で叩たたかれたほどの衝しよう撃げきしか心に与えないのだ。

「俺おれとしちゃあ、あんまりとやかく他人にごちゃごちゃ言いたかないよ？　でもお前の隣となりに座ってると、どうにもそのとろさにびしばしと突っ込みを入れたくなるんだよなあ。足は速いくせに。出席番号一番同士ってことで、俺も遠えん慮りよなくぽかぽか殴るけどさ」

　シナモンティーをシナモンスティックでかき混ぜながらも、虎とら司じの説教は続く。彼に説教をしているつもりはなく、ただ自分の思うままに喋しやべっているだけなのだが、はたから見ると説教にしか見えない。

「まあ、いいや。色々言ったけど、お前はそういう奴やつらしいし。改善したいんなら団長辺りに相談した方がいいだろうよ。俺おれから言っといてやろうか？　あの人は俺より聞き上手だからな」

「……団長って……さっきの片かた倉くらさんっていう女の子？　髪を白く染めてた……」

「そうだよ。でも女の子つったって、あの人はお前より八歳上だぞ」

「とてもそうは見えないけど……友達なの？　……相あい川かわくんの」

　虎司は親指の爪つめで糸切り歯を擦さすった。

「友達って気はあんまりしねえなあ。偉大な人生の先達って奴だよ。お前ほど遠えん慮りよなく物を言えねえし」

　ここに太た一いち朗ろうがいれば、『お前のどこが片倉さんに遠慮してるんだ』と言ったことだろうが、残念ながら彼はまだ到着していない。

「ま、俺が卒業するまでには、そうだな……俺と真っ向から睨にらみ合うことくらいできるようになれ。そしたら、俺も安心してお前を世間に送り出せる」

　まるで父親のようなことを言う虎司であった。

「あの……相川くんは進路どうするの？」

「俺？　そうだな、あと五、六年は高校生やりてえな」

　冗談かと思った安あん藤どうは笑ってしまった。虎司も一緒に笑ったが、彼が本気であることなど安藤にわかるはずもない。

「大学には行かないの？　相川くんとっても成績いいから推すい薦せん貰もらえると思うけど」

「大学ってのは、勉強したい奴が行く所だ。俺みたいに学生気分でいたい奴が行く所じゃねえよ。金もないしなあ……」

　そう言うと、虎司は急に笑い出した。

「俺、まっとうな学生みたいなこと言ってんなあ！　自分で驚おどろいた！」

　安藤は戸惑いながら虎司を見ていた。あまりにも奔放で粗野なこの少年は、安藤には理解できない箇所が多過ぎる。

　それでも。

「あ……相川くん」

「おう……あ、ザッキーだ」

　虎司が、自分たちのテーブルに近付いてくる太一朗に気が付いた。必要もないのに大きく手を振る。安藤が力なくうなだれたのを、見ようともしない。

「遅いだろうが、全く……どうせ団長は空うつろ木ぎに付き合ってっから遅いんだろ？　んじゃ早速食いに行こうぜ。近くにあるリーズナブルな焼肉屋でいいから」

（女の子と食事するのに焼肉屋はないだろう……）

　と思った太た一いち朗ろうも、優ゆう樹きと一緒に焼肉屋に行った覚えがあった。もしかしたら、本当に虎とら司じと自分は似た者同士なのかもしれない。恐ろしいことを考えてしまった太一朗である。

　そんな太一朗に伝票を押し付けると、虎司はシナモンスティックを飲み込んで出ていってしまった。

「困った奴やつだな……」

　太一朗はしばらく虎司の後ろ姿を見送っていたが、ふと安あん藤どうの存在を思い出して振り返った。安藤も太一朗の方を見ていたため二人の視線が合う。その瞬しゆん間かん、安藤は視線を逸そらしてうつむいてしまった。

（……俺おれは、そんなに外見が怖いのか……？）

　学生時代は弟や妹の友人たちに体格の良さと無愛想な表情で怖がられていたが、女子高生に怖がられるとはさすがにショックだ。なるべく優しい口調で話しかけるよう努力する。

「あー……行こうか」

「あの……いいんでしょうか、お邪じや魔ましても」

　下目遣いで安藤が聞く。『おどおど』という言葉がよく似合う態度だ。これが男だったら苛いら々いらしただろうが、いかに太一朗が短気でもこんな女の子にまで怒鳴り付けたりはしない。

「構わないよ。まあどうしても嫌いやなら俺の方から相あい川かわに言っておくけど……」

「いいえ！」

　初めて安藤が大声を出した。一いつ瞬しゆんだけだが、顔を上げて太一朗を正面から見る。すぐに顔を伏せてしまったが。

「おい、お前ら遅いぞ」

　この時、虎司が戻ってきた。太一朗と安藤を代わる代わる見ると、一人で頷うなずいて二人の腕を摑つかんだ。そのまま強引に引っ張っていく。太一朗は抵抗したかったが、そう広くはない喫茶店の廊下では暴れることができない。それに虎司の力は異様に強く、振り払うのは困難だった。安藤は、もちろん虎司の為なすがままだ。

「やっぱり骨付きカルビは生で食うのが一番だよな！」

「お前、やっぱり変だ……」

　太一朗はあきれていたが、一方の安藤はそれなりに幸せといってもよかった。




　優樹が全すべての用事を終えて渋しぶ谷やの捜査第六課分署に帰ってきた時、午後十時を回っていた。携帯電話で食事に行けないことを連絡した時太一朗はかなり怒っていたが、一方的に切ってしまった。明日会った時に謝あやまっておくことにしよう。

　しかしビルの二階から照明が漏れているのを見た時、優樹は謝るのが今日になったことを知った。少々重い足取りで部屋まで歩き、そっとドアを開ける。

「遅かったですね」

　ソファーの上に胡座あぐらをかいて民放のニュースを見ていた太た一いち朗ろうの、不ふ機き嫌げんな声とふてくされた表情が優ゆう樹きを出迎えた。

「やあ、何でここにいるのかな？」

　帽子とコートを脱いで机の上に置き、小型冷蔵庫からビールを一本取り出す。太一朗の正面に座ると、缶かんから直接飲み始めた。

「あげないよ」

「いりません。とにかく、こんな大金預かったまま帰れるわけないじゃないですか」

　太一朗は優樹の財布をテーブルの上に置くと、大きなため息をついた。虎とら司じたちとの食事は、太一朗にとっては大変だった。その原因の全すべては虎司にあった。彼は八百グラム以上の肉をたった一人でたいらげた。しかも、それを焼かずに食べたのだから太一朗も安あん藤どうも驚おどろいた。

　虎司が骨付きカルビを生で骨ごと食べた時、とんでもない音が周辺に響ひびき渡った。さすがに太一朗も彼の後頭部をはたいてしまった。お返しに額ひたいにでこぴんを食らい、勢いで焼き肉のたれがこぼれてズボンが汚れた。さらに太一朗が持っていた鯖さばを、虎司が鉄板の上で焼こうとしたのだ。

　太一朗の精神的疲労は激しく、数ある好物の一つである焼き肉を美味おいしく食べることができなかった。

「……よくあんな奴やつらと一緒に働いてましたね」

　虎司も大おお田たも空うつろ木ぎも、太一朗にはどうにも理解できない連中だ。なぜ、あんな非常識な行動ばかり取るのだろう。他ほかにどんなアヤカシがいたかは知らないが、それをまとめていた優樹はたいしたものだ。

「気にしなければ、気にもならない。普通のアヤカシは個人主義の塊だから、周りがどう思おうと自分のしたいことをやるんだよ。少々問題があっても先生や虎とらくんは団体行動が取れるんだから、いい方かな。アヤカシの概念で言えば、空木さんの方がまともだよ」

　優樹は一口でビールを三分の一ほど飲むと、財布をポケットに入れた。

「いくらかかった？」

「中にレシート入ってますよ。安い店でしたけど、一万円以上かかりました」

「ご苦労様、安藤さんは元気にちゃんと食べたかな？」

「ああ、あの女の子ですか。相あい川かわに気を取られてたから全然見てませんでした。……それに、俺おれと視線が合うとすぐ目を逸そらすんですよ」

「虎くんと目が合っても同じだろうから、君が気にすることじゃないよ……いやあ、若いっていいなあ」

「はあ？」

　やけに年寄りじみた口調で言う優ゆう樹きに、太た一いち朗ろうは目を瞬しばたかせた。

「こっちの話、気にしないように……じゃ、早めに帰りなさい。電車なくなるよ」

　優樹は空からになったビールの缶かんを握り潰つぶすと、また冷蔵庫に近寄り今度は冷酒を取り出した。そこに鯖さばが入っているのを見て、食べるかどうかしばし迷う。賞味期限が過ぎようと生で食べようと腹を壊こわすことなど決してない。

「優樹さん、で、あいつの用って何だったんですか？」

　一秒悩んだ末、結局冷酒だけを持って再度座った優樹に太一朗が聞いた。ただ財布を返すためだけにここにいたわけではない。それが気になったから、太一朗はここに残っていたのだ。

「たいしたもんじゃないよ。ただの殺人事件だから」

　まるで世間話をするような優樹の口調に、一いつ瞬しゆん太一朗は固まった。その後、弾はじけたように立ち上がる。

「ただの殺人……って、そりゃ大変じゃないですか！」

「そうかもね、でも大変なのはあたしじゃないから」

　冷酒をまたも瓶びんからラッパ飲みをする優樹を、太一朗は怒ったように見下ろした。

「そんな軽く言わないでくださいよ！　人が殺されるってのは……」

　優樹はいつもと変わらぬ表情で、酒を飲んでいる。

「空うつろ木ぎさんが死体の一部を見付けた。あたしに知らせた。あたしが警けい察さつに知らせた。そこで、あたしの義務は終わるんだよ。あたしに殺人事件の捜査権はないからね」

　平然と答える優樹を、太一朗は戸惑った顔で見た。

「……気になりませんか？」

「ならない。なったとしたら、君はどうするのかな？」

　その切り返しに一瞬太一朗は詰まったが、それでも懸けん命めいに言葉を紡ぎ出す。

「少しくらいは自分で調べて……」

「無理だね」

　優樹はばっさりと斬きり捨てた。

「たかだか死体を見付けた程度の関かかわりで、部外者が事件に首を突っ込むもんじゃないよ」

「優樹さんだって警けい察さつ官じゃないですか」

「部署が違う。君が緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊の一員として捕縛をしている時、通りすがりの機動隊員が勝手にそれを手伝おうとしたら嬉うれしいかな？」

「それとこれとは、話が違います！」

「違わないね。あたしは警察内の縄なわ張ばり争いは嫌きらいだけど、協力しないといけない両者が意地を張ってお互いの足を引っ張るから嫌いなの。むやみやたらに他ほかの人の仕事に口や手を出すもんじゃないよ」

　優樹の言うことは理にかなっている。それでも太一朗は釈然としないものを感じた。そんな太た一いち朗ろうを見て、優ゆう樹きは少し頭をかいた。

「君が納得できないのはわかるよ。君はあたしが有能だから、その殺人事件を解決できると思ってるんだろうね。でもその力があるのに傍観しているから、腹が立つわけだ」

　自分の心情を言い当てられ、太一朗は唇くちびるを嚙かんだ。全くその通りだからだ。憮ぶ然ぜんとした表情で座り直す。

「そう怒らないでほしいな」

「怒ってませんよ」

「その表情じゃ説得力がないね……向こうから言ってくれれば、いくらでも協力するけど」

　太一朗の不ふ機き嫌げんな顔は変わらず、面白くなさそうに優樹が酒を飲むのを見ていた。

「……わかってる範囲でよければ、事件の概要くらい話すけど聞く？」

「聞きたいです」

　即答する太一朗が、優樹には不思議でならない。聞いてもどうしようもないことを、なぜ聞きたがるのだろう。それとも、単に自分が無気力で無関心過ぎるのだろうか。

「どうでもいいか」

　小さく呟つぶやくと、優樹は冷酒の瓶びんを空からにした。

「ある日、空うつろ木ぎさんは自分の目の前で何かを埋めている人を見たんだよ。足下にそんな物が埋まっているのは鬱うつ陶とうしいから、掘り出してあたしに渡したんだな。それが人の体の一部だった。こりゃあ殺人かな、と思ったあたしはその場所を聞いて、そこに一番近い警けい察さつ署に事情を話して、体の一部を渡した」

　それだけ一息に話すと、優樹は黙だまり込んだ。ごくごくのんびりとした顔で太一朗を見返す。

「終わりだけど」

「終わりって……そんな変な話がありますか」

　優樹は首を傾かしげた。

「どこか変かな？」

「だって、空木って奴やつはその死体を埋めてる現場を目もく撃げきしたんでしょう？　何でその時埋めた奴を捕まえなかったんですか」

「ああ、そのことか……空木さんはあの通り、無関心で無気力だから。自分の目の前で誰だれか殺されても気にもしないアヤカシだよ。今回はあたしを呼んだだけでも、驚おどろくことだよ」

「……でも、埋めた奴の顔は見てるんですよね？」

「あ、それも駄だ目め。空木さんは何も見てない。いつもあの調子で下向いてるから。それに万が一に見たとしても、空木さんに人間の顔の区別なんて付かないもの」

　何て役に立たない目撃者だ。優樹は平然としているが、太一朗は空木に心底あきれ果てた。

「警察に説明するのが大変だったよ。場所がわかったところで、死体の一部がこれまた何の特徴もない部分だったから身元の割り出しが大変だろうね」

「……体のどこなんですか？」

　優ゆう樹きは、黙だまって首を叩たたいてみせた。

「首……ですか」

　空うつろ木ぎが優樹に渡していた〝あれ〟が、首というわけか。『見ない方がいい』という優樹の言葉を、太た一いち朗ろうは今さらながらに理解した。

「結構新しくてね、切り離されてそう日は経たってない。生々しいから君には見せなかった」

「ばらばら殺人ですか……どこの変態ですかね」

　太一朗は眉まゆをしかめた。

「これは猟奇殺人じゃないと思うんだけどね」

　優樹が否定したのを、太一朗は不思議そうに見た。

「どうしてわかるんですか？」

「普通はさ、胴体と頭を切り離すんだったら首のこの辺でやるよ」

　そう言うと、優樹は首のほぼ真中を指した。

「でもあれは顎あごの下と鎖さ骨こつの上辺り、つまりほんとの首だけだった。そこまで細かくする必要ってのは何かなあって思ったんだよ。そりゃ、ただ単に死体を解体してみたかったっていう犯人もいるだろうけど、もっと合理的な理由もある」

　優樹の口調は、世間話をしている時とさして変わらない。そうやって語る姿に、太一朗はあの大おお田たの影えい響きようを垣かい間ま見たような気がした。

「運搬作業を楽にするためと、身元確認を困難にするため。あれだけ細かくすれば、ちょっと重いだろうけど成人男性の体だってだいぶ小さくなる。それに見付かったとしても、あれじゃわかるのは年代と性別くらいだろうし。たぶん頭も原形を留とどめてないと思うよ」

　太一朗が神妙な顔で聞いているのを見て、優樹はおどけたように肩をすくめてみせた。

「ただの憶おく測そくだよ。あたしに専門的な知識はないんだから、そんなに真剣に聞くことじゃない……他ほかの部分がもっと見付かれば誰だれだかわかるだろうし」

　手をひらひらと振ると、思い出したように時計を見る。

「もうこんな時間だから、君も早く帰りなさい。終電なくなるよ」

　優樹は帰ってきた時に取った夕刊を読み始めた。もうこれ以上のことを話す気はないらしい。

「……でも、本当にそれでいいんでしょうか」

「いいんだよ」

　太一朗はしばらく黙っていたが、それでも立ち上がるとジャンパーを肩に担いだ。

「じゃ、失礼します」

「はい、お疲れ様」

　夕刊から視線を離さない優樹をどこか寂しそうに見ると、太一朗は一礼して出ていった。優樹はしばらくそのまま動かなかったが、彼の気配と足音が完全に遠ざかったのを確認すると、深く深く息を吐いた。先ほどから、ちくちくと頭が痛い。この原因不明の頭痛も優ゆう樹きの悩みの種だが、もう一つ大きな問題があった。

　優樹は太た一いち朗ろうにも警けい察さつにも噓うそはつかなかった。ただ真実を伝えなかったのだ。空うつろ木ぎは首を埋めた犯人を見てはいなかったが、その〝存在〟のことをこう語った。

『人、じゃない。アヤカシ、じゃない。生きて、ない。死んで、ない』

　あまりにも抽象的過ぎたため、優樹はこの情報を自分の心の中にしまっておくことにした。いくら考えようと、意味がわからない。大おお田たに意見を聞きたいところだが、空木の名前を出した時点で彼は帰ってしまうだろう。大田の空木嫌ぎらいは尋常ではないのだ。

　優樹は再度、大きく息を吐いた。太一朗に断言したように、何もする気はない。だが気にはなる。このまま放っておいてもいいのか、とも考える。

　それでも優樹は首を軽く振って、自分の考えを否定した。あまり厄やつ介かいなことには関かかわり合いたくないのが本音だ。あと一か月少々で太一朗の出向も終わる。このまま彼と、だらだらと平穏な日々を送っていたいのだ。

　優樹は立ち上がると、貰もらったばかりのサーバーを使うことにした。冷蔵庫を三度開けて一リットル入りのビール缶かんを取り出す。一度扉とびらを閉めかけたが思い出したように鯖さばを出すと、焼くために台所へと向かった。




　そして、また『一人』と『一体』の距離は近付いていく。
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「何をやっているんだ、あいつらは……」

　苛いら付ついた〝主〟の言葉を、浦うら木きは黙だまって聞いていた。

「ばれないようにやるのは、一向に構わん。むしろマスコミに嗅かぎ付けられたらたまったものではない……だが、解決しなくては意味がない」

「はい」

「わかることと言えば、外部の者の犯行で単独犯らしいということだが……人間ではないらしいな……外見は子供だというが、見た目などどうでもいいからな」

「はい。手口を見ると頭脳的なものが感じられません。力押しです。これは人では無理があり過ぎます」

「……まさか、この国にこんな馬ば鹿かなことをするアヤカシがいるとは思えんが……と言って、外国ならなおさらだ。しかも、市いちヶ谷やを無節操に壊こわしただけだ。計画性がまるでない。あれだけのことができるなら、もっと大きな損害を与えられるはずだ。だいたいすぐ近くに防衛庁があるってのに、そっちは全くの無傷ときた……あそこの中央指揮所がやられていたら、もっと痛かった」

〝主〟の言葉に浦木が頷うなずく。

「はい。それに本気で日本の防衛力を削そぐなら、まずは空自、続いて海自でしょう。現在の人間の戦争において、制圧するのは地上からではなく空からのはずです。それが、なぜ陸自からなのか。わかりかねます」

「だろうな。ただの馬鹿ではこんなことはしないだろう……それにしても、これが世間に知れたら結構なことになるな。長官の首が飛ぶか、内閣総辞職か。早めに北朝鮮の破は壊かい工作とか報道させておいてもいいが、国民の不安を煽あおるのも何だしな……」

　こつこつとテーブルを叩たたく。

「一つ、関連があるかはまだ判明していませんが、大陸筋の情報が入りました」

「何だ、北朝鮮ではないのか？」

「はい。戦前から続いている計画なのですが、新兵器の開発です」

「馬鹿馬鹿しい、核だけでは満足せんのか」

「それが、いわゆる大量破壊兵器ではありません。人型兵器です」

　浦木は手元の資料を見た。

「人型兵器だと？　そんなくだらんことに金をかけていたのか？　たとえできたところでコストがかかり過ぎる。量産もできんだろうが。そんな技術力があったのか？」

　いかにもあきれ果てた、という口調で〝主〟が吐き捨てた。

「メリットもあります。まず外見が人と同じであるため紛れ込むのが容易であること。またＮＢＣ兵器の場合はそれを禁止する条約がありますが、人型兵器を禁止するものはありません」

「当たり前だ。誰だれがそんな条約を作る。……しかし、今回の件がそれの仕業だと考えるとつじつまは合うな。やってることは間抜けだが」

「それと国家安全部の人間が数名、日本に渡りました。空路ではなく海路を利用しているので、多少の時間はかかるでしょう。その目的はまだ判明しておりません」

　ふん、と〝主〟は鼻で笑った。

「連中の足並みはそろってはいないな。不測の事態でも起きているのかもしれん。本気で戦争始めるにしては、動きがおかしいからな……とりあえず特高に警けい戒かいさせておくか。その国家安全部は、監視を付けて泳がせろ。所しよ詮せん、まだ何も確定してはいないからな」

「市いちヶ谷やは現実ですが」

「……また予定外の出費だ……」

　そう言った時、〝主〟が額ひたいを押さえた。

「頭が痛い……くそ、苛いら々いらするな。任期が終わったら、俺おれはしばらく何もせんぞ」

「はい」

　浦うら木きが深く下げた頭を上げた時、もう〝主〟の姿はなかった。

「……だいぶ丸くなられた、あの方も」

　そして浦木は、自分の仕事を始めた。




　深夜二時。ビジネスホテルの一室で、趙ちよう蒼そうは脳内情報を洗い出していた。関東圏内の施設のうち、次の『標的』はどこに決定するべきか。習なら志し野の、松まつ戸ど、朝あさ霞か、木き更さら津づ。府ふ中ちゆうにも施設はあるが、彼の標的はあくまでも『陸軍』だ。府中は違う。重要度は方面総監部のある朝霞がもっとも高いと思われるが、どうせ全すべて破は壊かいするのだ。順番などはあまり関係がない。目的地をここから一番近い松戸に決定する。

　だがその前に、このホテルから逃げる必要がある。玄げん亮りようが死んでから既に四日、もう怪しまれてもいい頃ころだ。痕こん跡せきを残さないように注意しなければならない。玄の持ち物や衣服は死体と一緒にここ数日かけて少しずつ処理していった。トランクやバックパックも処理し、残っているのは金銭と、時計の形をした趙蒼の脳内爆ばく弾だんの起爆装置だけだ。

　趙はその時計を自分の左手首にはめた。こんな物がなくても自爆はできるが、解体する理由もとくにない。それに彼には戦せん闘とう技術はあっても、精密機器を扱う知識はまだ植え付けられていなかった。

　自分たちの痕跡がなくなったことを確認すると、趙はゆっくりと動き出した。窓を開けて眼下を見下ろす。周辺に人影が見えないことを確認すると、地上四階の高さからためらうことなく飛び降りた。どす、という外見に似合わない鈍い音を立てて着地する。もう電車は動いていないが、朝までここにいるわけにもいかない。

　趙ちようは、上うえ野のまで歩くことにした。松まつ戸どには、上野から常じよう磐ばん線に乗る必要がある。始発まで上野公園に身を潜めてもいいだろう。どういう道筋を通るか、しばし思考する。この外見では、犯罪に巻き込まれるだろうか。日本の都市は安全であるらしいが、近年はそれも絶対ではない。二秒の思考の後、趙は山手やまのて線に沿って歩き出した。とくに明確な理由があったわけではないが、どんなルートを通ろうと大きな違いはないと判断したのだ。

　人間の数は、この時間帯にしては多い方だろう。何人かの人間と擦すれ違った趙蒼そうだが、とくに誰だれにも見み咎とがめられることはなかった。警けい察さつ署や交番の前を通ることは避さけながら、上野に向かって歩く。

　しかし秋あき葉は原ばら駅を過ぎた時、趙蒼はとうとう巡回中の警察官二名に遭遇してしまった。前から自転車に乗ってくるその二人を視認した時、趙は隠れるかこのまま進むか逡しゆん巡じゆんした。残念なことに脇わき道みちはなく、直進するか後退するしかない。だが、後退はあまりにも不自然だ。趙蒼は、彼ら二人が勤勉ではないことを擬ぎ似じ脳内で希望しつつ前進した。

「そこの君……」

　だが、趙の目の前で自転車は止まった。中年を少し過ぎたやや太めの警察官が、自転車を降りながら声をかける。

「こんな夜遅くに、何をしているのかな？　お父さんやお母さんはどうした？」

　少し背をかがめて視線を合わせたその警察官を前に、趙はどうすべきかを思考していた。

「……どうしたのかな？　怖い顔して……」

　他者を話術でごまかせるほどの経験と知能は趙蒼にはない。ゆえに、趙蒼の擬ぎ似じ脳に浮かんだ選せん択たく肢しはたった二つしかなかった。逃亡するか、二人とも殺害するか。そして趙蒼は、実行が簡単で目もく撃げき者を残さない選択肢を選んだ。

　この二人以外に人間がいないことを確認すると、趙は目の前で笑っている警官の喉のどに手刀を突き刺した。指の第二関節まで入ったところで指を開き、その傷口を広げる。噴ふき出した返り血を浴びないように素早く側面に回り込み、後方にいた警察官に向かって口を大きく開けた。そこから射出された鉄てつ橄かん欖らんが喉を深く貫く。悲鳴を上げる時間さえ与えない。

　五秒とかからずに、二人の警官は地に伏した。趙蒼は警棒を抜き取ると、二人の喉を二、三度突き刺して止とどめをさす。気管も喉骨も砕き散らされて、血がアスファルトに染み込んでいった。完全に死んだことを確認すると警棒をその場に転がし、財布を探して金だけを抜き取った。

　強盗殺人と思わせるための、趙なりの〝配はい慮りよ〟であった。

　趙は既に絶命している警官の喉の中に指を入れ、鉄橄欖を回収した。橄欖オリーブの実に似た形をした三センチほどの鋭利な鋼鉄の塊は、中国特有の暗器だ。これを残していくことは、手がかりになってしまう。指先の神経を、ぬるぬるとした感覚が刺激した。彼の触覚はまだ全身には行き渡っておらず、手足の先端にしか感覚がない。

　擬ぎ似じ脳に伝わる奇妙な触覚を処理し、趙ちようは手に付着した血を彼らの制服の裾すそで拭ぬぐった。死体を放置して歩き出したその時、彼の感覚が前方から近付いてくる複数の人間を捉とらえた。趙蒼そうは反転して、今来た道を引き返すことにした。『殺しながら歩く』ことに抵抗はないが、数が多いと目もく撃げき者に逃げられる可能性もある。外見が子供であるため、ある意味では目立つ。

「何か、人が倒れてるように見えねえ？」

　背後からの声を聞きながら、趙蒼は夜間移動を控えることを決定した。とくに繁はん華か街がい近辺は人が多過ぎる。松まつ戸どへの移動は遠回りになるが、『任務』に期限はなかった。慎重に動いた方がいい。既に三人の人間を殺害している趙蒼であったが、それでも自分が慎重に動いていると判断していた。

（死体を見た時の正しい反応は、大きな声で叫ぶことらしい）

　死体を発見した人々の悲鳴が聴覚に飛び込んだ時、趙はまた一つのことを学んだ。

　その時、趙の擬似脳内の波長が著しく乱れ、いくつかの『記憶』が欠損された。だがそれを修復する機能は、なぜか働くことがなかった。

　趙蒼の『脳』は少しずつ壊こわれ始めていた。その事実に気が付くことができないほどに。




　山やま崎ざき太た一いち朗ろうがビルを見上げる前から、その騒そう音おんは聞こえていた。物がぶつかり合う音、誰だれかが怒鳴る音が間断なく耳を打つ。それが自分の現在の職場である捜査第六課から聞こえていることを知った時、太一朗は慌ててビルの中に駆け込んだ。階段を上るたびに、だんだんとその音が大きくなってくる。

「こんの、大おお馬ば鹿か鳥頭がああっ！」

　太一朗がドアを開けた途端、誰かのがなり声と飛来する物体が出迎えた。飛んでくるそれが何かを理解する前に、太一朗はその場にしゃがみ込んだ。頭上を掠かすめて飛んでいったそれは、壁かべに激突して床に落ちた。振り返った太一朗の目に、表紙が無残に破れた『現代用語の基礎知識』が映った。

「避よけんな、鳥頭あ！　ザッキーにぶつかるところだったろうが！　鼻の骨でも折れたら困るだろ！」

「うん、確かに。本でさえも人を殺傷しうる凶器になることが実証されたわけだ。外見は凶器に見えなくとも、凶器の可能性を秘めた物がこの部屋にはたくさんある。そう、たとえばこの針金でできたハンガーだが……」

「うるせえぞ、鳥頭！」

　激げつ昂こうして怒鳴る虎とら司じと、平然としている大おお田たを目の前にして、優ゆう樹きはソファーに腰かけて朝から焼しよう酎ちゆうを飲んでいた。

「……先生、『実証された』ら太た一いちくんが死んじゃうでしょうが」

「そうだね。先ほどの場合は、『実証されそうになった』と言うべきだったな。さすがは優ゆう樹き、よく聞いているね」

「団長もいちいち突っ込むなあ！」

　そして、虎とら司じと大おお田たの争いは再開された。争いというよりは、虎司が一方的に嚙かみ付いているだけに太た一いち朗ろうには見えたが。破れた『現代用語の基礎知識』を拾い上げて、太一朗は優樹に近付いた。室内は台風が来た時のように荒れている。そして現在も虎司の手で荒らされつつあった。

「おはよう」

「おはようございます。……で、この惨状はいったいどうしたんですか」

　優樹の正面に腰かけながら、太一朗が聞く。

「見ての通り。虎とらくんが暴れているだけ」

　疲れたように答えると、優樹は落花生の殻からを剝むいた。

「虎くんは先生が大嫌きらいで、でも口じゃ勝てないから腕力で訴えるんだよ。先生も逃げてくれればいいのに、相手をするんだから……」

「優樹、安心しなさい。ちゃんとこの部屋は片付けるよ」

　虎司の投げた十手を避よけながら、大田が優樹に声をかけた。

「何度言ったらわかりやがる！　避けるなって言ってるだろ！」

「避けないと、痛いじゃないか」

　焼しよう酎ちゆうをコップに注ぐ優樹を、太一朗は少しあきれた顔で見た。

「よくこんな状況で酒が飲めますね」

「うん、朝はたいていビールなんだけど、今朝けさは焼酎を飲みたい気分になったから。……二人の喧けん嘩か、いつもこれほどひどくないんだけどね……。三年ぶりだから、虎くんの力が有り余ってるみたい。壁かべでも崩れたらどうしよう……」

　優樹は酒くさい息を吐いた。

「止めればいいじゃないですか」

「虎くんは、ああ見えて強いんだよ。それにたまに暴れないと、虎くんも欲求不満になるから」

「こんな欲求解消法がありますか。ボウリングやるとか、バッティングセンターに行くとか、サンドバッグを殴るとか、もっと穏おん便びんな方法があると思いますけど」

「仕方ないよ、虎くんは血の気が多いんだから。あと何時間か続くだろうから、あたしは酒を飲んだら歯を磨みがいて出かけるね」

「……自分を、この場所に置いていくんですか」

　恨めしそうな顔をする太一朗を見て、優樹が苦笑いした。

「これを見てるのも、面白いと思えば面白いよ。夏か純すみちゃんはよく飽きずに観察していたな」

「自分は嫌いやですよ」

「否定はしない……おっと」

　後頭部めがけて飛んできた『広辞苑』を、優ゆう樹きはその小さな右手で軽々と受け止めた。

「虎とらくん、本は投げないでよ。高いんだからね」

「おう、団長！　でもこの兼かね定さだだって高いぞ！　十万近くしたんだからな！」

　虎とら司じが日本刀の模造品を振り回した。

「それは、はたして金額に見合った代しろ物ものなのかな？」

「知るか、ぼけえ！」

　虎司が、『兼定』で大おお田たに襲おそいかかる。避よけようとしたが間に合わず、それは大田のこめかみ辺りにヒットした。ぼく、という音と共に、木製の鞘さやが少し削れる。

「痛いじゃないか」

「痛いようにやってんだ！」

「あの二人……ほっといたら血を見ませんかね？」

　太た一いち朗ろうがぼそりと呟つぶやいた。虎司と大田が何をしようと関係はないが、こううるさいと会話もろくにできない。

「よくあることだよ、気にしない気にしない。ま、ここであたしがナイフでも取り出して、『今すぐやめないと首を切るよ！』とか叫んで、ずっぱり頸けい動どう脈みやくでも切断すればやめてくれると思う。でも下手するとあたしが死んじゃうからやらない」

「……そういうのじゃなくて、もっと平和的な止め方はありませんか？」

「ない。虎くんもいつか飽きるだろうから、それまで放っておけばいいよ」

　雄たけびを上げて跳び蹴げりを放った虎司は、大田に避けられて小型冷蔵庫に激突した。哀れな冷蔵庫は耳障りな音をたてて床に激突し、その拍子に缶かんコーヒーと缶ビールが散乱する。それを振り返った優樹はひどく悲しそうな顔をしたが、「瓶びんを入れておかないでよかった」と呟つぶやいただけでそれ以上は何も言わなかった。

　この惨状にいたって、太一朗は喧けん嘩かを止められる方法がないか、自分で考え始めた。

「おい、大田。お前がどっか行けよ。迷惑だろうが」

　虎司に話が通じそうにないので、大田に向かって叫ぶ。

「一いち朗ろうくん、心配なのはわかるが、若人に挑いどまれて逃げるというのは僕ぼくの名誉に関かかわることなんだよ。この惨状の責任は、必ず僕と虎くんの折半にするから君は安心して自分の職務に励みなさい」

　大田が言った途端、彼の顎あごに落花生の袋が衝しよう突とつした。大田がのけぞると共に、袋が破けて落花生が飛び散る。

「ざまあみやがれ、鳥頭は落花生でも食らってろ！」

　虎とら司じの笑いを含んだ叫びに、太た一いち朗ろうはこの二人の仲裁をすることを一秒であきらめた。

「危ない奴やつだ……今日はどこまで行くんですか？」

　気を取り直して優ゆう樹きに聞く。

「江こう東とう区にある君の本来の職場」

「訓練所、ですか」

　警けい視し庁ちよう緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊訓練所は、江東区荒あら川沿いにある。訓練の場というだけではなく、常に部隊員が待機している場所でもある。

「君の出向の途中報告と、夏の合同訓練について赤あか川がわさんと話し合おうと思ってね。そうだ、君のことで赤川さんに怒ってもらおう。それでもよければ一緒に行こうか」

「……自分は、怒られるようなことはしていないと思いますが」

「ロッカーを壊こわした」

「……そうでしたね」

　太一朗は、久し振りに赤川に怒られるかと思うとうんざりした。

「君は、本当に自分に都合の悪いことはすぐに忘れるね。反省もしていないんじゃないかな？」

「一応、してますよ」

　ただそのことを、忘却の彼方かなたに葬り去ることを無意識で実行しているだけだ。むろん、そんな自覚は太一朗にはない。

　優樹は軽く肩をすくめると、空からっぽになった焼しよう酎ちゆうの瓶びんとコップを持って立ち上がった。

「あたしは出かける用意をしてくるから、君は先に外に出てなさい。ここにいると、どんなとばっちりが来るかわからないよ」

　太一朗は素直にその意見を聞いた。この部屋にいると、何があるかわからない。

「避よけろ、一いち朗ろうくん」

「ザッキー、危ねえぞ！」

　凄すさまじい回転をしながら飛んでくる缶かんを、太一朗は体を捻ひねりながら左手で受け止めた。

「だから、お前が避けるから被害が広がるんだよ！　素直に顔で受け止めろ！」

「残念なことに、僕ぼくは大変なひねくれ者だからね」

「……いい加減にしろよ、お前ら」

　太一朗は、少し凹へこんでしまった缶コーヒーのプルトップを開けて一気に飲み干した。ブラックのそれは、太一朗の味覚には異様に苦く感じられた。




　四月も中旬を過ぎ、遅咲きの桜が散り始めて数日が経たっていた。その日は〝暖かい〟を通り過ぎて、やや暑いとさえいえた。渋しぶ谷や駅に向かう途中で、太一朗はジャンパーを脱いで肩にかける。

「いやあ、すっかり春だね。暖かくなったよ」

「そう言いつつ、まだ冬の格好ですね」

　帽子はいつもと変わらないが、冬物のロングコートとマフラー、手袋は少々厚着過ぎる。優ゆう樹きの格好は、見ている方が暑苦しい。

「まだ春物を出してないからね……そうだ、今のうちに冬のコートを買っておこう」

「何で今からそんなことを心配するんですか」

「だって、今年はコートを三着も駄だ目めにしたんだよ。破れるし穴が空くし……。血もたくさん付くと落ちないからねえ……ああ、帽子も靴くつも使えなくなったのがあるなあ……」

「冬物のコートなんて、二つあれば充分じゃないですか」

「そうでもないけどね……」

　優樹は太た一いち朗ろうの格好を見た。三月の初めには背広などを着ていた彼だが、今はだいぶラフな服装だ。少し高そうな革のジャンパーを担ぎ、その下はＴシャツだけだ。

「これから赤あか川がわさんに会うけど、もうちょっとしっかりした格好の方がよかったね」

「あ、それもそうですね。いいですよ、自分は隊長に会いませんから。グラウンドで走ってますよ」

「それでいいのかなあ……」

　優樹は顎あごを撫なでた。




「……で、あいつは走っているのか」

　赤川が隊長室の窓から外を見ると、一人で黙もく々もくと走っている人影が見えた。この時間、他ほかの隊員は室内教習を行っている。太一朗の姿はやけに目立った。

「元気ですねえ……でも、赤川さんもジャージのままですね。走ってたんですか？」

　赤川は『ＥＡＴ』と刺し繡しゆうされた青いジャージを着ていた。

「たまには若い者と走るのもいいからな。長距離ならまだ負けんぞ」

「赤川さんは、持久力がありますからね」

　ソファーに座った優樹は、茶を飲みながらそこにあった新聞を読んだ。

「なぜ、わざわざここで新聞を読むんだ」

「いや、私が購読してるのと違うから……それに、この部屋は落ち着きますからね」

「君は私と話し合いに来たのではないか？」

「そうですね」

　赤川は優樹の正面に座ると、疲れたようにソファーにもたれた。

「山やま崎ざきはどうだ？　君の目から見て少しは成長しただろうか」

「相変わらず短気ですよ。私以外のアヤカシとも何人か会いましたが、まだ仲良くできません」

「誰だれに会ったんだ？」

「虎とらくんと先生と空うつろ木ぎさんです」

「……それは無理だな。あえて言うなら相あい川かわ虎とら司じくらいだろうな、山やま崎ざきが付き合えるのは。元六課のメンバーなら、帆ほ村むらが一番ましだと思うぞ」

「そうかもしれませんね。この間電話したら、めでたく就職してました」

「それはよかった……山崎の短気はそう簡単に直らないとは思うが、もうしばらく面倒見てやってくれ」

「赤あか川がわさんも長い目で見てあげてください」

　優樹と赤川の口調は、まるで出来の悪い生徒の進路を話し合っているようだった。

「五月三十一日で山崎の出向は終わるが、それから先のことはまだ考えていない。他の隊員を出向させる話は、全くめどがつかん。困ったものだ……いっそのこと、君に出向してもらうことも考えたが」

「ＥＡＴにですか？　嫌いやですよ、通勤なんて」

「交通費は出るぞ。渋しぶ谷やからここまでなら、一時間もかからん」

「そうじゃなくて……今さら通勤ラッシュと戦いたくありません」

「なら、自転車通勤でもしたらどうだ？　君の足なら可能だろう」

「……そんなこと考えてるなんて、赤川さん暇ですね」

「君も、もう少し先のことを考えたらどうだ。……君の前でこう言うのも何だが、長寿のわりにはアヤカシの考え方は刹せつ那な的だな」

　赤川は自分のお茶を一口飲んだ。

「刹那的、と言うより何も考えていないだけですよ」

「困ったものだ……出向の件は保留しておくことにしよう。では夏の合同訓練のことだが、今年は関東圏内に場所がなかった」

　年に二回行われる緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊と捜査六課の合同訓練は、実弾を使わないことを除けば実戦と何ら変わらないハードなものだ。去年の冬は『屋内における特とく遺い生せい物ぶつの捕縛』をコンセプトに、撤去予定の廃ビルで行った。優樹を仮想敵としての捕縛であったが、結局優樹が逃げ切ってしまった。反はん撃げきを許可されていたので力を加減して殴ったのだが、負傷者が若干名出た。

「じゃ、今年の夏はやめましょうか？」

「関東圏になかっただけだ。他ほかの場所が見付かればそこで行う。内容は、やはり君を仮想敵とした捕縛にしたいのだが、構わないだろうか？」

「構いませんけど。前回は私もかなり本気で逃げ回りましたから、今回はもう少し手を抜きましょうか」

「心配は無用だ。打撲や擦すり傷くらいならいくらでも作ってくれて結構。我々緊急捕縛部隊は、実戦の機会はそう多くはないからな。とくに三年前の事件でベテランはほとんどいなくなってしまった……」

　そう言ってから、赤あか川がわは済まなそうに頭を下げた。

「済まないな、巡査部長。あの件では、君にばかり迷惑をかけている。三年前も、現在も」

「気にしないでくださいよ、赤川さん」

　口ではそう答えたが、優ゆう樹きの心の片隅に潜んでいたある疑問が少し膨ふくらんだ。高たか橋はし幸こう児じは、なぜ死んだのだろう。優樹が見た限り、傷は深かったが致命傷ではなかった。手当てをすれば、ちゃんと回復したはずだ。しかし、それと同時にもう一つの考えも頭をよぎる。

　死んだ方が、彼にとって幸せだったのではないだろうか、と。

　だが、優樹はすぐに頭を振って自分の考えを否定した。彼の幸せの基準を、自分が断定することなどできはしないのだ。それはただの傲ごう慢まんに過ぎない。

　ずきり、と何かが脳天を直ちよく撃げきした。ここ最近頭痛がやってくる頻ひん度どが多くなり、その痛みも増していた。今優樹を襲おそった痛みは、思わず実際に頭を抱えてしまうほどの激痛を伴っていた。

「……どうした、巡査部長？　具合でも悪いのか？」

　赤川が優樹の顔を覗のぞき込んでいる。

「いえ、たいしたことじゃありません」

　すぐ終わるはずの頭痛は、間断なく優樹を苦しめていた。脳内の痛覚を遮しや断だんすることは、上手うまくできない。そのため、優樹は触覚ごと神経の伝達を断った。本来なら痛覚と触覚はわけて遮しや断だんできるのだが、そこまで細かい調整ができなかったのだ。

「ただの二日酔いですよ」

　笑ってみせた優樹だったが、赤川は訝いぶかしげに彼女を見つめていた。

「君に二日酔いはないはずだ」

「気にしない、気にしない……赤川さん、お茶のお代わりください」

　何食わぬ顔で手を振った優樹は、空からっぽになった茶ちや碗わんを指し示した。

「……あまり、無理はしない方がいい。私では役に立たんだろうが、できることはする」

「無理なんかしてませんよ」

　赤川はしばらく優樹を見つめていたが、やがて自分から視線を逸そらした。

「これが山やま崎ざきだったら、君と最後まで睨にらみ合うのだろうが……私はそこまで君と張り合う気はないよ」

　優樹は肩をすくめただけで何も言わなかった。




　都内の路線情報を検索しても、何も浮かんではこなかった。東京都の地理情報を記録した記憶はあるのだが、その情報も消えている。この事実を趙ちよう蒼そうが理解したのは、秋あき葉は原ばらからひたすら東に歩いて大きな川が目の前に広がった時だった。川の側そばにはテニスコートがあり、ボールを打ち合う人々が認識できた。看板には『荒あら川』と書いてあった。

　ここから松まつ戸どまでどうやって行けばいいのか、趙ちようにはその方法がわからなかった。自分の思考能力が低下しているため、『わからない』ことさえもわからなかった。

　趙蒼そうはそれでも、自分の脳内情報を検索してどの方向に進むべきかを思考した。川を下れば海がある。東京都の対岸には千葉県があり、目標である松戸も木き更さら津づも習なら志し野のもそこにあったはずだ。これが、もっとも効率のいい方法だ。

　それは誰だれが見ても非効率的な発想だったが、不幸なことに誰も趙を見てはいなかった。欠陥兵器は自身が欠陥品であることなど全く知らず、ただ自身の狂った判断力に任せて進んでいった。その狂った理由が何であるかということも、調べようとはしなかった。

　そして彼は東京湾に向かって歩き続ける。全く止まることなく、ただひたすらに。

　この近辺は、人通りの激しい場所ではない。住宅が多く小中学校もあるが、平日の午前ということもありのどかな風景が続く。もっと先に進めば変電所や貯木場、さらには夢ゆめの島しまなども見えてくるが、知識をなくした趙にはこの先にあるのが東京湾であること以外は何の意味ももたなかった。

　歩き始めてからほとんど立ち止まることのなかった趙蒼であったが、ある施設のプレートが視界に入ったため足を止めた。それは彼の目標とは何の関係もない、ただの行政警けい察さつの一部隊に過ぎなかった。しかし彼の脳内情報にこのような呼称の部隊はない。

「どうした、君？　こんな所には何もないぞ」

　門の所に立っていた緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊員が、立ち止まっている趙蒼に声をかけた。この門衛という仕事は、仮入隊中に必ずやらせられる仕事である。来訪者の多くない緊急捕縛部隊にとって門衛自体が必要ではないが、それでもこの慣習は続いていた。

　黒い制服を着たその若い青年を、趙は無感動に見上げた。そして、道に迷った時にするごくごく一般的な行為を実行することにした。

「ここは、どこですか？」

「何だ、迷子か……どこって言われても江こう東とう区東ひがし砂すなだよ。……ん、もう学校が始まってるじゃないか。どうした、学校は？」

　趙は黙だまって、江東区東砂という場所が東京都のどの辺りにあるかを調べようとした。しかし、彼の脳内情報はむなしく空から回りをするだけだった。

「名前と住所は言えるかい？」

「松戸に、行きたいです」

「松戸……千葉県の松戸かい？　それは遠いなあ……ここからだと南みなみ砂すな町から大おお手て町まで行って、千代田線で北きた千せん住じゆ、常じよう磐ばん線で松戸、これが一番近いと思うけど」

「木更津と、どちらが近いですか？」

「……君、松戸に家があるんじゃないのかい？」

　青年が趙ちよう蒼そうを見下ろす。不審者を見るような目ではないが、どこか探りを入れるような視線だった。

「春は家出が多いらしいからね……君、名前と住所は？」

　趙蒼の話術は人間を騙だますことなどできないし、その気も最初からない。少しでも怪しまれたら、〝排除〟してしまえばいいだけのことだ。幸いにも、周辺には人の気配がない。だが門の上にはカメラが付いている。自身は映らないようにしているが、接近戦に持ち込むと映ってしまうだろう。

　だから趙蒼は、ポケットに手を入れた。

「どうし……」

　その言葉は、途中で止まる羽目になった。趙蒼が指で五百円玉を二枚同時に弾はじき、彼の眉み間けんとカメラに同時に命中させたのだ。五百円玉はたやすく彼の額ひたいを割り、カメラを破損させる。

　青年はのけぞって倒れたが、致命傷ではなかった。威力が充分ではなかったようだ。殺さなければ意味がない。趙蒼はもう一枚五百円玉を取り出すと、今度は指ではなく腕の力で投げようとした。喉のどと眼球、あるいはその双方を潰つぶしておくべきか。

「……おい、どうした！」

　誰だれかの声が門の中から聞こえてきたため、一いつ瞬しゆんだが趙の動きが止まった。汗を大量にかいた長身の男が、門衛の青年に駆け寄ったのだ。彼の名前が山やま崎ざき太た一いち朗ろうであることなど、趙は永遠に知ることはなかった。彼はただひたすらに走っていたのだが、門衛が倒れ込むのを視界の片隅に入れていたのだ。

「そこの坊主、誰がこんなことをやったか見たか！」

　太一朗は、後こう輩はいの傷口を調べながら近くに立っている少年に怒鳴った。無表情に立ち尽くすその少年こそが加害者であることまでは考えに至らないらしい。

「おい、坊主！　後で話聞くからそこを動くなよ！」

　太一朗が門の裏に設置してある内線電話に手をかけた時、趙蒼の思考は固まった。




　時間は、ほんの少し前まで遡さかのぼる。

　眉まゆをひそめて隊長室の天井を見上げる優ゆう樹きを、赤あか川がわは不安げに見つめた。

「……本当に具合が悪そうだな、巡査部長」

「赤川さんに見抜かれるなんて、私も正直者になったものです」

　優樹は唇くちびるを歪ゆがめて笑ってみせた。赤川は、そんな優樹に彼女のコートを羽は織おらせた。

「違うな、君がそれだけ苦しいということだ……体は冷やさない方がいいと思うぞ。酒でも飲んで気を紛らわすか？」

「心配はご無用……最近は遠出をする時は携帯用ボトルを持ち歩いているんですよ。コートの内ポケットに入っているんです」

「……酒の持ち込みは禁止だ」

「じゃ、何で酒を飲むか、なんて聞くんですか」

「消毒用のアルコールでよければ提供する。それに卵を混ぜれば卵酒になるぞ。……真の卵酒にはほど遠いが」

　あまりにも優ゆう樹きが情けなさそうな顔をしたので、赤あか川がわは所在なげに目を逸そらした。

「……冗談だ。だが、消毒用アルコールを飲むなら決して止めはしない」

「あれはまずいんですよ」

「当たり前だ、飲料用ではないのだからな。工業用よりはましだと思うが」

「そんな物飲んだら、目が潰つぶれます」

「大丈夫だ。ここに工業用はない……本当に消毒用でもいいか？」

　優樹は寂しそうに肩を落とした。コートのポケットをぽんと叩たたく。

「ま、これは非常時のために取っておきましょう……この際だから、ください」

「わかった。ポリタンク一個分持ってこよう」

「……量より質の方が嬉うれしいんですけどね」

「巡査部長、ここは警けい察さつだ。酒があるわけないだろう」

「……探せばあるかも」

「とにかく、そこでじっとしていろ。すぐ戻る」

　赤川が出ていってしまったので、優樹は痛む頭を抱えて窓際に立った。走る太た一いち朗ろうでも見て気を紛らわせようとしたのだ。

（あれ……）

　確かに太一朗は走っているが、それは彼の全力疾走に近かった。そして彼はグラウンドを旋回するのではなく、そのまま門の方に走っていく。優樹は目を凝こらしてその先を見ようとしたが、あいにく彼の姿は死角に入ってしまった。

（何だろうね……）

　優樹は頭を搔かいて少し考えたが、外に出てみることにした。自分が戻ってくる意志を赤川に知らせるために、帽子をテーブルの上に置いた。窓を開けて、いつもよりは鈍い動作で飛び降りる。ここが一階だったのは幸いだ。とくに理由もなかったので、のんびりとグラウンドを横断する。

　その判断が間違っていることを優樹が知ったのは、二十秒後のことだった。




「何……？」

　太一朗が受話器を摑つかんだ瞬しゆん間かん、内線電話のコードが切断された。その原因を理解する前に、太一朗は咄とつ嗟さに首を傾けた。銀色の小さな物体がこめかみの皮ひ膚ふを削り、焼けるような痛みが走る。もし避よけられなかったら、間違いなく眉み間けんを直ちよく撃げきしていただろう。門衛の青年のように。

「坊主、お前か……？」

　返答はなかった。する必要もない。趙ちよう蒼そうは確実に殺すために前進すると、手刀を太た一いち朗ろうの胸に向かって突き出した。相手の背が高いため、喉のどを貫こうとすると体勢に隙すきができるからだ。その手刀は彼の左手で払われてしまったが、それと同時に趙は右足で彼の膝ひざ裏うらを狙ねらって蹴けり付けた。

　太一朗は一歩下がってその蹴りをかわすと、その下がった反動を勢いに変えて踏み込んだ。裏うら拳けんで、趙蒼の顎あごを突き上げるように狙う。理由はさっぱりわからないが、太一朗にとって襲おそいかかってくる者は全すべて敵であり、ただ打ち倒すのみだ。

　趙蒼はそれを避よけなかった。直ちよく撃げきを受けても全く揺らぐことはない。痛覚がない趙蒼にとって、この程度の衝しよう撃げきは意味をなさないのだ。顎に打撃を受けようと、脳しんとうも起こさない。

　自分の裏拳が少年の顎に当たった時の手て応ごたえは、太一朗が初めて感じるものだった。この少年の体重は、どう重く見積もっても四十キロはないはずだ。そして太一朗の手加減なしの拳こぶしは、彼と同程度の体重の持ち主でさえ一いつ瞬しゆん宙に浮かせられる。

　相手が、人間であるならば。

　背の低い相手を狙ねらうため、太一朗は少しだけ体勢を低くしていた。自分の無防備な喉に小さな手刀が伸びるのを、太一朗は見ることができなかった。

　趙蒼の手刀の先端が太一朗の喉に触れた時、彼は自分に突進してくる人影を捉とらえた。反応する前に、趙蒼はその体当たりの直撃を受けた。二、三歩揺らいだが、それでも趙蒼は自分に攻撃をしかけてきた『敵』を確認する。

　小柄な白髪頭の女だった。それだけ確認すると、趙蒼は体当たりの反動でよろけたその胸に、手刀を突き刺した。だが普段なら易やす々やすと皮ひ膚ふと肉を貫くはずの手刀は、皮膚で止まった。見た目は普通だが、常人より皮下脂肪が厚いのかもしれないと趙は判断する。瞬しゆん時じに力を右手に集中させると、その手刀はずぶりと肋ろつ骨こつの隙すき間まを通してその中にある臓器を深く貫いた。刺し込むと同時に指を開いて傷口を広げようとしたが、予想以上に肉の抵抗が強く指が動かない。

「う……」

　片かた倉くら優ゆう樹きは小さくうめくと、自分の左胸に刺し込まれたその手首を摑つかんだ。勢いよく引き抜かれると、流血が激しくなるからだ。その加害者の少年を見下ろした時、優樹は驚きよう愕がくした。

　無表情に優樹を見上げる顔には、何の感情もなかった。殺気も狂気もなく、意志の力も感じられない。その目に生きた光はなく、だが死んだ虚うつろな目でもなかった。自分の胸を貫くその力は人間のものではなく、だがアヤカシの気配も感じられない。

　優樹は自分よりも細いその手首を握り締しめ、そして思わずこう言った。

「君は……何者？」
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　何者、と目の前の敵が言った。……自身を他人と別の存在であると思考する時、自分という存在を確立したいがために、『自分が何者であるか』という思考に至るらしい。

　何者、と目の前の敵が言った。……私は[image: ]な吒た零ゼロ番であり、それ以外の何者でもない。

　何者、と目の前の敵が言った。返答する義務も理由もない。




　趙ちよう蒼そうは右手を引き抜くために、より力を込めた。ほんの少しだが抜けた時、動けない趙の首を太た一いち朗ろうの腕が捕らえた。背後から右腕を首に絡め、その右腕を自分の左手で引くことにより効率よく首を締しめ上げる。彼の力と技術なら、数秒で窒息させられる危険な技だ。

　だが呼吸を必要としない趙には何の意味もない。左肘ひじを太一朗の脇わき腹ばらに打ち込む。それを予想していた太一朗は腹に力を込めて備えていたのだが、それでも腕の力が一瞬緩ゆるんだ。同時に趙は首の力だけで拘束から逃れ、自分の右手首を離さない優ゆう樹きに向かって太一朗の大きな体を左手一本で投げ付けた。その勢いで優樹の胸を抉えぐっていた手刀が抜ける。返り血を浴びないように数歩下がった趙だが、それでもマフラーに数滴の血が付着した。赤い布地に染み込み、目立たない模様を形成する。

「う……」

　投げられた太一郎を受け止めた優樹ではあったが、傷のせいでその大きな体を支えきれず、小さな声を上げて地面に倒れ込んだ。

　趙ちようは重なり合って倒れる二人に止とどめをさすために近付こうとした。しかし複数の人間が門の中から近付いてくるのを確認すると、さすがに躊ちゆう躇ちよした。誰だれであろうと全員殺せるだろうが、これほど事態が大きくなるのは自分の任務に支障をきたすのではないだろうか。

　その理解はあまりにも遅過ぎたが、それでも趙はその場から逃亡することを決断した。全速力で、東京湾に向かって走り出す。東京湾を泳いで横断することなど、常人は考えない。攪かく乱らんにはちょうどよいだろう。

　走る途中、趙は一つ重要なことを思い出した。目を大きく見開き、唇くちびるを嚙かみ締しめる。自分の為なすべきことが上手うまくいかなかった時は、怒った時の表情をしなければならない。そう思考した後、趙蒼そうはなぜ自分がこんな無む駄だなことをしているのか、その理由を探した。だがいくら脳内を走査しても、答えは見付からなかった。




　太た一いち朗ろうは素早く立ち上がったが、優ゆう樹きは仰あお向むけに倒れたまま動かなかった。

「大丈夫……」

「山やま崎ざき！」

　赤あか川がわの大声に、太一朗の動きが一いつ瞬しゆん止まる。赤川は自分が連れてきた隊員たちに素早く指示を下すと、自分は優樹の側そばにしゃがみ込んだ。

「おい、山崎。お前も怪け我がしてるだろ、手当てしてやるからこっちへ来い」

　先せん輩ぱいである木き島じまが太一朗を引っ張ったので、仕方なく太一朗は優樹の側を離れた。木島は太一朗のこめかみを見て、眉まゆをひそめる。見た目の出血は少ないが、皮ひ膚ふが削れてピンクの肉が露ろ出しゆつしていた。

「痕あとが残るかもな……傷の深さなら白髪頭の方がひどそうだけどな。あいつがあんな怪我してるの初めて見た。相手はヨーウィー以上のすごい化け物なんだな」

「……がきでしたよ」

　木島は少し驚おどろいたような顔をしたが、それ以降は黙だまって太一朗の傷に簡単な手当てを施し始めた。その間、太一朗の視線は優樹と赤川から逸そらされることはない。

　赤川は優樹の表情を観察した。ほんの少しだが苦しげに顔を歪ゆがめ、額ひたいに汗をかいている。しかしそれでも、瞳ひとみには力強い光を宿して赤川を見ている。

「……胸の傷が深い場合は、会話をしない方がいいからな。山崎はすぐに『大丈夫か』などと無意味なことを話しかけて返事を強要する……返事は無用だぞ」

「……大丈夫ですよ」

　上体を起こそうとする優樹を、赤川が支えた。その途端、優樹は思わず肺に溜たまった血を吐き出してしまった。優樹と赤川の体に、血が点々と飛び散る。

「血を吐く場合は絶対に動いてはいけない。それと私は話すなと言っている。私の言葉に、律りち儀ぎに返事をするな」

「……すいませんね、ジャージを汚しちゃって。ＥＡＴの制服じゃなくて幸いです」

「君はサービス精神が旺おう盛せいなのか、それとも学習能力がないのか？」

　赤あか川がわの言葉には、静かな怒りが込められていた。

「……喋しやべっている方が、楽なんですよ。遠えん慮りよせずに、どんどん話しかけてください」

　それは優ゆう樹きの本音だ。傷は深いが、痛覚の遮しや断だんをしているので喋ることが辛つらいほどではない。

「それでも、あまり喋らない方がいいと思うぞ」

　赤川は、優樹が両手で押さえている場所を見た。

「……下方から鋭い刃物で的確に急所を貫いている。……君の心臓の位置が違うのは、不幸中の幸い、といったところか。そこには肺があるが、普段より呼吸が荒いのは傷のせいか」

「ご明察、お見事。一つ訂正をするなら、刃物じゃなくて素手でした」

　優樹の呼吸と口調が、普段と全く同じものに変わった。

「無理をするなと言っているのにな……手当てをしたいが、位置が悪いな」

　赤川が見たところ、その傷は優樹の乳房の近辺だ。赤川は困ったように優樹から視線を逸そらす。彼はそれなりに年を経た大人なので別に気にしないが、優樹もそうであるとは限らない。

　優樹は赤川と自分の傷を交互に見ると、その心情を察して苦笑した。

「……赤川さん、そのポリタンクに入ってるの消毒用アルコールですか？」

　優樹は赤川の横に置いてある二リットルのポリタンクを視線で示した。

「ああ……飲むか？」

「少しだけ」

　赤川は黙だまってポリタンクの蓋ふたを取ると、優樹の口近くまで持ち上げた。優樹は右手でそれを傾け、自らの喉のどに消毒用アルコールを大量に流し込む。

「……あー、不味まずい」

　五百ミリリットルほど飲んだ後、優樹は眉まゆをしかめた。

「当たり前だ」

　優樹はコートを脱ぐと、左胸の部分が破れて血が染み込んだそれを寂しそうに見た。

「ああ……最後のコートが……ジャケットもシャツも廃棄処分……」

「服より自分の体を心配しろ」

「しますよ……じゃ、赤川さん。一リットルほど傷にかけてください」

「……消毒の代わりにしては荒っぽいな。これは傷回りに付けるものであって、傷口にかけるものではないぞ。正しい応急処置の方法を知るべきだな」

　そう言いながら、赤川は優樹が手で押さえた傷口の上から消毒用アルコールを流した。あまり刺激にならないように少しずつ注いでいたのだが、優樹が右手で押したため全部をぶちまけてしまった。

「自分の体だからといって、乱暴に扱うな」

「ご忠告感かん謝しやしますよ」

　アルコール臭が漂う自分の体を眺ながめてから優ゆう樹きは立ち上がり、血の付いたコートを着直した。自分の支えが必要ではないことを確認すると、赤あか川がわは一歩引いた。

「犯人の外見は十歳前後の少年、特徴らしい特徴は見ていませんが、精神状態が普通ではありませんね」

「精神異常者か」

「そういう感じじゃなくて……冷静過ぎて妙、というか何も考えていないというか……」

　優樹は頭を押さえた。頭痛は治まっている。いつからなのか、優樹にもわからなかった。

「あの……大丈夫ですか」

　頭に包帯を巻いた太た一いち朗ろうが優樹と赤川に近付いてきた。その太一朗を、赤川が睨にらみ付ける。

「お前は、なぜそんな無む駄だなことを聞く。弱気になって死にそうだというならともかく、怪け我がをしている相手に話しかけて返事を強要させるのは、体力を消耗させることに繫つながるのだぞ」

　言葉に詰まった太一朗だが、それでも何か言い返そうとした。

「まあまあ赤川さん、そう怒らないで」

　優樹の口調は、怪我人とは思えないほどに明るい。

「じゃ、行ってきます。あとはよろしく……ちゃんと赤川さんの指示に従うんだよ」

「はあ……」

「これ以上怪我をしないようにな」

　血が少しだけ付いた爪つま先さきで、優樹は地面を二回蹴けった。そしてすぐにその場から走り去ってしまった。太一朗がその背中を呆ぼう然ぜんと見送った数秒の間に、優樹は速度を上げて彼の視界から消えてしまう。

「……隊長は、この状況を理解しているんですか？」

　太一朗の問いは聞き方によってはひどく失礼なものに聞こえた。赤川は長身の太一朗をさらに上から見下ろすと、不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「お前は、全すべてのことを口で説明されないと理解できないのか？」

　赤川は冷ややかに言うと、他ほかの隊員たちに所内に戻るよう指示した。そして、改めて周囲を見回す。道路に点々と散らばる小さな黒い染みとレンズが割れた監視カメラにしか、事件の痕こん跡せきは残されていない。

「深く、冷静に考えることをお前に期待はしない。何も考えずに、ただ目の前の出来事に対処し、それでもただ単に組織の歯車となることも潔しとしない。……困った奴やつだ」

　空からっぽになったポリタンクを持ち上げると、赤川は太一朗の方を見た。

「何をしている？」

「……隊長の話を聞いています」

「珍しいこともある。お前の聞き分けがよいと私も嬉うれしい。巡査部長も嬉しいだろう……私は、私のやるべきことをする。お前はお前のやるべきことをやれ。お前に指示を与えるのは、今は私ではなく片かた倉くら巡査部長だ」

　太た一いち朗ろうは二秒考えたが、すぐに反転して優ゆう樹きの向かった方向へと走り出そうとした。

「山やま崎ざき！　お前は本当に思し慮りよが足りんな。お前の体一つでいったい何ができる？　装備品くらい持っていけ」

　慌てて取って返すと、太一朗は赤あか川がわを追い越して訓練所に駆け込んでいった。

「……間抜けな奴やつだ」

　一言呟つぶやくと、赤川は自分の手を見た。大きくごつごつとしたその手には、優樹の血が大量にこびりついていた。
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　片かた倉くら優ゆう樹きは、自分の能力の限界を熟知していた。自分のできることとできないことを知り、胸に受けた傷がどれほど深いかも知っていた。それでも優樹は、常人よりだいぶ速いスピードで荒あら川沿いの道をひたすらに走っていた。肺が傷付いているため、有酸素運動である『走る』という行為は辛つらいが、〝死ぬ〟ほどではない。走りながらも、優樹は自分が追いかけている少年の正体を考えていた。

　人でもアヤカシでもなく、生きているか死んでいるかも定かではない存在。あの少年こそが、空うつろ木ぎの足下に『首』を埋めた犯人ではないのだろうか。結び付きとしては、決して弱くない考えだ。あれほど〝奇異〟な存在が、二人もいる可能性は低い。

　優樹は胸の傷を強く押さえた。肋ろつ骨こつの隙すき間まを的確に把は握あくし、そこに手刀を突き入れて内臓を破るなどという高等技術が、あんな少年になぜできるのだろうか？

（判断の材料が少な過ぎる……）

　優樹は走り続けた。あの少年は危険だ。人を殺す完かん璧ぺきな技術を持ち、その動作にはためらいがない。何の目的があって門衛の青年や太た一いち朗ろうを殺そうとしたかは全くわからないが、これから先も誰だれかを殺すかもしれない。

　少年の後を追うのは、そう難しいことではなかった。この辺りは人通りが少ないため目もく撃げき情報は少ないが、血の臭においが漂ってくる方向に走ればいいのだ。消毒用アルコールの臭いはきついが、何とかなるだろう。

（……いた！）

　前方二百メートルを、赤いマフラーをしたあの少年が歩いていた。この辺りは既に江こう東とう区の外れであり、近くにあるのは貯木場や汚水処理場などの施設くらいだ。人通りが全くないのは幸いだ。人的被害が出ないで済む。

　優樹は、さらに加速した。




　自分がいったい何をしているのか、趙ちよう蒼そうは完全に理解していなかった。自分には果たさなければならない〝使命〟があり、そのためには移動を続けなければならない。東京湾を横断して千葉県木き更さら津づの『帝国陸軍施設』を破は壊かいするのだ。

　だが先ほどの戦せん闘とうは失敗だった。全員を殺害することができなかった。あの女の傷は致命傷だが、他ほかの二人はまだ生きているだろう。

　戦闘の結果ではなく、戦闘をしかけたこと自体に問題があるのだが、趙にそんなことがわかるはずもなかった。彼はただ、目の前の状況を破は壊かいすることでしか活路の見出し方を知らず、そしてそのことに何ら疑問を抱かなかった。

　自分の後方から誰だれかが接近してくるのを察知した趙ちようだったが、それが追っ手だとは考えなかった。直接顔を見られたのは三人であり、そのうち二人は動けないほどの怪け我がを負った。もう一人の傷は浅かったが、趙は既に現場からだいぶ離れていた。人間の足の速さでは、到底追い付ける距離ではない。

　ゆえに、趙蒼そうは自分を追い越して目の前に立ちはだかったのが白髪の少女であることを認識した時、若干擬ぎ似じ脳に混乱を生じさせた。




「くっ……」

　ほんの一いつ瞬しゆん頭痛が蘇よみがえったが、無視できる痛みだった。優ゆう樹きは趙蒼と正面から対たい峙じし、彼をじっと見た。睨にらむというほどの目付きではなく、ただ観察する。

　趙蒼もまた、優樹を見ていた。自分が刺した傷の位置を確認する。左手で押さえているその下には、間違いなく心臓があるはずだ。致命傷である。走れるわけがない。

「……警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課所属、内閣公認甲種指定生物、片かた倉くら優樹……。もし武器を持っているなら捨てて、投降してくれないかな？」

　そう優樹が名乗ったのは、慣習であった。背後から不意打ちを食らわすことも可能であったが、優樹にはできなかった。卑ひ怯きようだの正々堂々だのという考え方は優樹にはないが、それでも優樹はためらってしまう。それは趙蒼の外見が子供だからという倫理的なものであり、戦いには邪じや魔まな感情だった。

　優樹が発した言葉の意味を考えるため、趙蒼はすぐには動かなかった。彼女が警察の人間であることに重要度はない。内閣公認甲種指定生物ということは、彼女の存在を日本国行政府が認知し、その動向に注目しているのだろう。日本国ではアヤカシと呼ばれているその生物の強さのことを、趙の脳はよく理解していた。




　自分の体を形成している部品の約六割は、そのアヤカシの肉体を素材としているのだから。




　正面から挑いどむのは危険かとも考えたが、それ以外の方法を趙蒼は見付けられなかった。いつ彼女の援軍が来るかもわからない。すぐに殺す必要がある。

　彼の動きは素早かった。一歩でその距離を至近とし、彼女自身の血で汚れた手刀を首めがけて繰くり出す。

　優樹はその手首をかわしながら摑つかみ、捻ねじり上げようとした。だがすぐさま趙の左の手刀が放たれたため、優樹はその手を離して数歩下がらなければならなかった。太た一いち朗ろうに首を締しめられても平然とし、今もまた手首の痛みを感じた様子もない。

「……人間でも、アヤカシでもない……そして二重雑種ダブルブリツドでもない……君は……」

　趙ちよう蒼そうは、その言葉を最後まで聞かなかった。五百円玉を三枚取り出し、優ゆう樹きの顔めがけて連続で弾はじき飛ばした。狙ねらう位置と飛ばすタイミングを微妙にずらし、避よけることを難しくする。

　それゆえに優樹は咄とつ嗟さに右腕で顔を防御した。自らの視界を自らの腕で狭めたことが大きなミスであることを、優樹はその直後に知った。腕に三枚目の硬貨が直ちよく撃げきするのと同時に、左胸を押さえている掌てのひらの上から強烈な衝しよう撃げきが優樹を襲おそった。破れた肺と、その肺に守られている心臓が揺れる。優樹は自分の意志とは全く関係のないところで、尻しり餅もちをついてしまう。

　その顎あごに、小さいくせに異様に重い拳こぶしが直撃する。顎骨にひびが入り、下の歯が二本折れて優樹の口の中に血と歯の欠片かけらが広がった。続いて胸の中央を蹴けられ、優樹は雲一つない青空を仰ぐ羽目になる。その目に、空の色が美しく反射したのはほんの一いつ瞬しゆんのことだった。

　起き上がろうとする優樹の胸の上に、趙蒼が馬乗りになった。彼は足で優樹の肩を挟み込むように固定すると、右手で首を摑つかんだ。首に触れた時、手がやけに熱を持ったような感覚が擬ぎ似じ脳に伝わってきたが、目の前の敵を確実に殺すことの方が大事だ。趙は左手の人差し指と中指を真まっ直すぐに伸ばして優樹の右目に向けて突き通す。

　優樹は満身の力を首に集中させ、顔を動かすことに成功した。目を貫こうとした二本の指は、優樹の口へと命中することになった。その時優樹が口を開いていたのは、彼女なりに計算をしてのことだった。指の第一関節が口に入ると、その歯で力強く嚙かみ付いたのだ。細い関節の繫つなぎ目を狙ったその攻撃は、趙の肉と骨をたやすく切断した。

　指から流れた液体が口の中に広がった時、優樹はその味が血ではないことを知った。自分の血は、先ほど歯が折れた時に味わっている。鉄の味もするが、どこか脂のようにどろどろとした感触に優樹はすぐさま吐きたくなった。

　趙蒼は先端を失った左手を引き戻し、その短くなった指で再び優樹の目を突こうとした。この程度の破損なら、活動に大きな影えい響きようはない。しかしこの時やっと、趙は自分の右手に起きた異変を知った。右手の表面を覆おおっている皮ひ膚ふが溶解しているのだ。別に驚おどろきも痛みも感じなかったが、肉が露ろ出しゆつし始めた手は優樹の首を押さえるには力が不足していた。優樹が首を振ると手はあっけなくふりほどかれ、液化した彼の皮膚と肉が飛び散った。

　それでも趙蒼は、優樹を殺すことにのみ意識を集中していた。指を失おうと皮膚が溶けようと、目の前の敵を排除することの方が重要だ。

　だから趙は、優樹がやってきた方向からバイクがやってくることを知っていたが見向きもしなかった。二人は広い道路の脇わきで格かく闘とう戦を繰くり広げており、走行の邪じや魔まにはならない。そのバイクは明らかに法定速度を超えた猛スピードを出しており、止まる気配はない。趙蒼はそのまま通過するのだろうと考えた。

　確かにバイクは二人の真横を通り過ぎた。だが運転者は擦すれ違う時に、優樹に馬乗りになっている趙蒼の胸を足で蹴り付けた。ただの蹴りなら、趙は揺らぎもしない。だがバイクの重量と速度、そして洗練された技術と経験が合わさった結果、その蹴けりには爆ばく発はつ的な威力があった。

　胸を作る骨と肉の壁かべが割れ、趙ちよう蒼そうは三メートルほど後方へ吹き飛んだ。すぐに体勢を整え、走り去ったバイクを振り返る。道路にはタイヤの痕あとが長く残り、その五十メートルほど先でバイクが乱暴なターンをしてこちらに戻ってくるのを確認する。

　趙蒼はまず、近くにいる手負いの敵を殺すために振り返った。しかし、優ゆう樹きもただ倒れているほど鈍くはなかった。口の中に溜たまった血と自分の歯、嚙かみ切った趙蒼の指をまとめて吐き出して立ち上がる。

「……何で、あたしたちは戦っているんだろうね？」

　どちらを先に片付けるべきか、判断をしかねている趙蒼に優樹が話しかける。首を回すと、焼け焦げた皮ひ膚ふが引きつってちりちりとした痛みを与える。先ほど趙蒼の手から逃れるために、首回りの体温を上昇させた結果だ。優樹の皮膚は焦げただけだが、彼の皮膚と肉は溶けてしまっている。

「頑がん丈じようなのに、肉の融点はあたしより低かったんだね……」

　優樹はもう一度血を道路に吐いた。折れた歯の付け根が舌に触れて気持ちが悪い。

「君は、どうしてそう攻こう撃げき的なのかな？　ただの無差別殺人者じゃないのはわかるけどね」

　淡々と語る優樹を、趙蒼は見た。その間にも、彼の後方からバイクが迫ってくる。

「……君は、どうしてこんなことをするのかな？」

　これほどの傷を負わせられながらも、優樹はこの少年に憎悪や怒りを感じることができなかった。彼は間違いなく自分を殺そうとしているのだが、殺意がないのだ。感情の起伏に乏しいのではない。感情そのものを感じることができないのだ。それは優樹に大きな戸惑いと、この少年に対する奇妙な〝感情〟を生んだ。

「どうしてかな？」

　趙蒼は何も答えず、二人の会話は成立しなかった。

「返事がないと寂しいよ」

　優樹は痛む顎あごを撫なでながら、戻ってくるバイクに乗っている人物を見た。ヘルメットを被っているために顔は見えないが、あの体格と服装は太た一いち朗ろうだ。彼がまた擦すれ違いざまに蹴りを入れるだろうから、その隙すきに取り押さえよう。そう優樹は考えていた。だが趙蒼の取った行動は、優樹の安易な予想を覆くつがえした。

　趙蒼は首を百八十度回転させて顔だけを太一朗に向け、口を開けて鉄てつ橄かん欖らんを発射したのだ。

　前方に意識を集中していた太一朗は、自分に向かってくるその物体を避よけようと試みることはできた。だがそれはヘルメットのフェイスガードを突き破り、左頰ほおの皮膚と肉の一部を抉えぐり飛ばした。

　その衝しよう撃げきでバランスを崩した太一朗は、道路から外れてバイクごと荒あら川の土手に突っ込んだ。

　ブレーキが間に合わないことを判断した太た一いち朗ろうは、自らの意志でバイクから飛び降り、土手を転がる。乗り手を失った哀れなバイクはそのまま突き進んでいき、激しい水音と共に荒あら川に落ちていった。

　厄やつ介かいな敵を一人片付けたことを確認すると、趙ちよう蒼そうは首を反転させてもう一人の敵を見た。そのすぐ目の前まで、優ゆう樹きが接近していた。それは趙蒼の感覚を完全に超越した素早さだった。この速さが神経融合ブレイクという優樹の力によって生じたものであることなど、わかるはずもない。

　優樹の掌しよう底ていが趙蒼の顎あごを打つ。足に力を入れて倒されないようにした趙蒼だが、その掌底は百キロ以上の重さを持つ彼の体をあっさりと地面に叩たたき付けた。起き上がろうとするその右膝ひじを、優樹が蹴けりで砕く。

「……降参してほしい。……こんなことをする理由を、君は持っていないはずだよ」




　奇妙なことを、目の前にいる甲種指定生物が言った。日本は犯罪者であれ人権を擁よう護ごする国であることは知っているが、このような勧告を受けるとは予想しなかった。この場から逃亡する手段を講じなければならない。

　自らの肉体状況を分析する。左手第二指、第三指の一部を損失。胸部骨格に亀裂。右足関節部を損傷。

　……私には、やらなければならない使命がある。ここで彼女に摑つかまるわけにはいかない。

　………………。

　……私の使命……それはいったい何であったのだろう？

　記憶が……記憶が……。




　戦意を消失したのだろうか。動かなくなった趙蒼を見下ろしていた優樹は、彼の側そばにしゃがみ込んだ。この時初めて、優樹は自分が溶かしてしまった右手を見た。

「……何……これ……」
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　知らず知らずのうちに声が出ていた。それは、優樹が見たことのある光景の中でも五指に入るほどの異彩を放っていた。

　皮ひ膚ふと肉を失って骨を剝むき出しにしているその右手は、確かに掌てのひらの形はしていた。だが、骨格を形成しているのは骨ではなく、鉛色に鈍く輝かがやく精密な機械の集合体だった。あまりにも細く頼りないその手には、優樹の首を締しめ上げた力が宿っているようには全く見えなかった。

　優樹は少し震ふるえた指先で、その右手に触れた。見た目ほど冷たくはなく、むしろ人ひと肌はだと同じ程度に温かい〝機械の骨〟だ。だが触れた瞬しゆん間かん、今まで忘れていた頭痛が蘇よみがえる。左手で胸を、右手で額ひたいを押さえながら、優樹は声を絞り出した。

「君は……」

　優樹は、こめかみを凄すさまじい力で殴り付けられて吹き飛ばされた。飛ばされた距離はほんの二メートルであったが、運の悪いことにそこに地面はなく荒あら川に面した土手があるのみだった。優ゆう樹きもまた斜面を転がる羽目になったが、すぐに十本の指で土と草を摑つかみ滑落を止める。すぐさま土手を駆け上がろうとした優樹だったが、二十メートルほど離れた場所に太た一いち朗ろうが倒れているのに気が付いた。

　友人と警けい察さつ官の任務を天てん秤びんにかけた優樹は、ほんの少しだけ迷った。それでも、結局優樹は前者を選んだ。傷付いた体を奮い立たせ、太一朗に駆け寄る。

　仰あお向むけに倒れていた太一朗は、優樹が近寄っても全く動かなかった。剝むき出しの腕には擦すり傷がいくつもできているが、それはかすり傷だ。優樹は彼の頭の側そばにしゃがみ、壊こわれたヘルメットを慎重に外した。そして、思わず眉まゆをひそめる。

　太一朗の左頰ほおは深く抉えぐれていた。命に別状はないが、間違いなく痕あとが残るだろう。顔に傷が残ることがどれほど辛つらいことか、優樹は知っているつもりだった。ひどい後悔の念にさらされる。彼を連れてこなければ、こんなことにはならなかったのだ。

　しかし、そうやって落胆したのも数秒のことだった。落ち込むことは後に回して、今はやらなければならないことがある。優樹は、まず太一朗の意識を回復させるために動くことにした。頭部に外傷は見られない。打撲による脳しんとうだろう。優樹は太一朗の顔を横向けにさせると、その耳元に口を寄せた。

「太た一いちくん！　……太一くん！」

　大声で怒鳴ると、太た一いち朗ろうは少しだけ体を震ふるわせて反応した。

「う……お……」

　うめきながら太一朗が目を開けた。まだ焦点が定まっておらず、何度か目を瞬しばたいている。優ゆう樹きはもう一度、彼の名前を呼んだ。

「山やま崎ざき太一朗くん！」

「う……あ……？　……おお！」

　太一朗が急に起き上がろうとしたので、優樹は軽く彼の胸を押さえた。

「勢いよく起きると、眩暈めまいがするよ。ゆっくり起きなさい」

「はい……」

　返事をした時、頰ほおがひどく痛んだために太一朗は眉まゆをしかめた。

「口を動かすと頰が痛いだろうから、喋しやべらない方がいいよ……何か応急処置できる物があればいいんだけど……」

「あのバイクに……」

「無理して喋るんじゃないの」

　優樹は立ち上がると、冷たい荒あら川に入っていった。靴くつと靴下、そしてズボンから水が染み渡って優樹の足を春の川が冷やす。浅い所であったため、川底で横倒しになっているバイクまで歩いていった。持ち上げるにはあまりにも重い大型のバイクであったが、優樹はそう苦労せずに引っ張り上げて自分の両肩で担いだ。すぐさま太一朗のもとに取って返し、かけ声と共に地面に下ろす。

「よくこんな大きいのに乗れるね……足が届かないよ。その前に免許がないけど」

「いや……」

「だから、返事はしなくていいって。あたしはただの感想を述べているんだから」

　そう言ったところで、優樹は赤あか川がわとの会話を思い出して苦笑した。赤川が言ったことを、今度は自分が言っているのだから。

「じゃ、軽く手当てしようか……救急車呼ぶ？」

「自分で歩ける人間が救急車を呼んじゃいけません……自分のことは、自分がやります。優樹さんはあのくそがきを追いかけてください」

　太一朗はバイクから応急処置セットを取り出した。密封された鞄かばんに入っていたので、水による影えい響きようはなさそうだ。

「喋るなって言ってるのに……」

　優樹は土手の上を見上げた。もう彼の気配は感じられない。逃げ出してしまったのだろう。相手がどちらに逃げたかは鼻で追えるが、追う脚力の方には自信がなかった。傷と激しい戦せん闘とうが、優樹の体力を大量に奪っている。向こうも足を負傷しているので、そう速くは走れないだろう。条件は五分五分だ。だが、優樹としてはより有利な立場に立ちたい。

「そのバイク、もう使えないかな……」

　太た一いち朗ろうは過酸化水素液を取り出しながら、ちらりとバイクに視線を走らせた。

「ちょっと調子は落ちるかもしれませんが、使えないことはないと思いますよ」

「よし、じゃ乗っけてもらおうかな」

　優ゆう樹きはポケットの中に入っていたミニボトルを取り出した。しかしそれは今までの乱らん闘とうで破損していた。当然中身はない。優樹は大げさにうなだれると、薬品に目を付けた。

「ヨードチンキか……アルコール溶液とはいえ、これはちょっと飲めないだろうな……」

「飲んじゃいけません」

　ぶっきらぼうに答えながらも、太一朗は嬉うれしかった。優樹は、自分の力を必要としてくれているのだ。どんな怪け我がをしようと、そう考えると勇気と力がわく。太一朗は手早く頰ほおにできた傷の手当てを終わらせることにした。

「……ちょっとごめんね」

　優樹は顔をしかめると、太一朗に背を向けてから血の混じった唾つばを吐いた。口の中に血の味が残っていて気持ちが悪い。いっそのこと荒あら川の水で口を洗おうかとも考えてしまう。

「……歯、折れてますね」

「うん、二本折れた。あたしの歯は生えてくるからいいんだけど……君の傷は痕あとが残ると思う。……ごめんね」

「何で優樹さんが謝あやまるんですか。あのくそがきが悪いんです」

「君を今日ここに連れてこなければ、よかったと思うよ……」

「そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいことで後悔しないでください。自分は今日、ここにいてよかったと思ってるんですから」

　それは正まさしく、太一朗の心の底からの本音だった。ここにいたからこそ、自分は優樹をほんの少しだが助けることができたのだ。助けられることも多いが。

「傷痕の五つや六つ、もうできてます。今さら増えたところでどうってことはないですよ」

「……そうかな？」

　優樹は呟つぶやくと、足下の地面を蹴けった。二人の会話はそこで途切れる。

　三十秒間、荒川の水が流れて行く音のみが周囲に漂っていた。ただ空を仰いでいた優樹は、自分の思考をまとめるべく、太一朗に背中を向けたまま話し始めた。

「……太た一いちくん、彼は人間じゃなかったよ」

「そりゃそうでしょう」

　普通の人間が、あれほどの力を持っているわけがない。太一朗は別段驚おどろきもしなかった。

「でも、アヤカシでもなかった……そしてダブルブリッドでもなかった……」

「はあ……？」

　傷回りに過酸化水素液を付けながら、太一朗は不思議そうな返事をした。彼は、あの少年があの高たか橋はし幸こう児じのような甲種だと思っていた。

「あの子の手がね……機械でできてたんだよ」

　優ゆう樹きは自分の手を太陽にかざした。

「機械って……そんな馬ば鹿かな……映画じゃあるまいし、あんな人間そっくりな機械作る技術なんか、まだできないでしょう」

　喋しやべる度に左頰ほおの肉が引きつって痛みを訴えるが、太た一いち朗ろうはそれを無視した。

「そうは思うけどね……でも残念ながらあたしは目がいい。見間違いはないんだよ。それに今気が付いたんだけど、あの子には体臭がなかった。無臭の生物っていうのはいないよ……すぐ戻ってくる」

　そう言い残すと、優樹は急に土手を上り始めた。太一朗はその背中を見送りながら、自分の手当てを続けた。過酸化水素液によって出た泡あわを拭ぬぐい、続いてヨードチンキを傷回りに塗った。滅菌したガーゼを取り出したところで、優樹が土手を滑りながら戻ってきた。

「お待たせ……彼の指を拾ってきたよ」

「指……ですか」

　太一朗はガーゼを傷に当ててテープで止めながら、優樹の小さな掌てのひらに乗ったこれまた小さな指を見た。その断面から肉と骨が見えたが、ひどく複雑にからみ合った金属が骨の内部に存在していた。

「……義手、じゃないんですか？」

「確かに精密な義手ってのは最近でき始めたけど、とっても高いよ。そして、あの子の力はとんでもなく強かった……普通の義手なら、あんな力は必要ない……」

　そこまで呟つぶやいてから、優樹はおもむろに太一朗を振り返った。

「……終わった？」

「あ……はい……」

　太一朗は道具を片付けると、バイクのエンジンがかかるか試してみた。二、三回手て応ごたえがなかったが、何とか稼か動どうを始める。

「土手の上までは、あたしが担いでいくよ。この斜面はきついだろうから……よっと」

　軽いかけ声と共に、優樹はバイクを肩に担いで斜面を上り始めた。だが、斜面の途中で思い出したように立ち止まる。

「どうしました？」

　優樹は指と一緒に拾った自分の歯の欠片かけらを取り出すと、空に向かってありったけの力で放り投げた。

「……何、投げたんですか？」

「歯だよ。下の歯が抜けた時は空に向かって投げて、上の歯が抜けた時は縁の下に投げるって、親に言われなかった？」

「……言われませんでした」

　優ゆう樹きはバイクを担いだまま器用に肩をすくめて見せると、再び土手を上り始めた。




　自分はいったい何をやっているのか。趙ちよう蒼そうは自身が『混乱』していることをようやく知った。自分が〝記録〟したはずの情報が少しずつ消去されているのだ。それは彼の肉体を制御し情報を処理する機関、擬ぎ似じ脳の異常に他ほかならない。

　趙は自分の肉体が破損した時の対処方法は知っていたが、擬似脳内の異常は彼には直せない。彼の脳は二つあり、一つに異常があった場合はもう一方が自動的に補佐をする仕組みになっている。だがその機能が今は働いていないようだ。

　趙は両手をポケットに突っ込み、やや前かがみになって走っていた。右膝ひざの曲げ伸ばしが上手うまくいかないが、人間並みの速度で走ることはできる。しかし、自分がどこへ向かえばいいのか、趙にはわかっていなかった。東京湾が目的地であった記憶はあるが、そこに辿たどり着いた後はどこへ行けばいいのだろう。




　………………。

　………………。

　私の記憶は、なぜ自動的に消去されてしまったのだろう。何らかの外的要因があったのだろうか、それともこの擬似脳に何らかの欠陥があったのだろうか。

　私は、なぜここにいるのだろう。

　………………。

　………………。

　一人、同胞がいた記憶がある。彼に問えば、私に指針を示してくれるだろう。

　しかし。

　彼の名前は、何といっただろう？

　彼はいったいどこにいるのだろう？

　………………。

　記録には、残っていない。




　若わか洲す橋の中腹で、趙蒼は立ち止まった。橋の下は砂すな町南運河が流れており、東京湾も目と鼻の先だ。東京湾に着いたところで、何をすればいいのか趙はもうわかっていなかった。それでも、彼は東京湾を目指していた。ここから飛び降りて少し泳げば、東京湾を漂うことになる。

　それから先どうすればいいのか、趙には何の指針もなかった。それでも趙は欄らん干かんを乗り越えようとしていた。この先にあるのはゴルフ場くらいであり、車や人の通行量は少ない。しかし東京港方面から水上バスがやってくるのが見えたため、通り過ぎるのを待つことにした。

「そこの少年！」

　誰だれかが叫ぶのが聞こえたが、趙ちようはそれが自分を指しているとは認識しなかった。ただじっと、水上バスだけを見ていた。だが新しん木き場ば方面からやってきた一台のバイクが、自分の十メートルほど手前で停止した時はその方向を見た。見覚えのある白髪頭の少女が、バイクの後部からよろけながら降りてくる。

「……やあ、また会ったね」

　優ゆう樹きは太た一いち朗ろうの動きを手で制すると、ひどく無造作に趙蒼そうに近付いた。趙は彼女が誰なのか、数秒かけて検索し、殺すべき相手であることを認識する。

「……君がいったい何者で何の目的があるかは知らないけど……私に身柄を預けてくれるなら、悪いようにはしない。抵抗しないで、こっちに来てくれないかな？」

　彼を捕まえたとしても、すぐ警けい察さつに渡す気は優樹にはなかった。この少年は恐らく有害指定生物と認定されるだろう。そうなると、彼の歩む道はただ一つ、高たか橋はし幸こう児じと同じだ。

　優樹は、知らないうちに高橋と趙蒼を重ね合わせていた。

「……どうだろうね？」

　趙蒼はポケットの中に入れていた右手で、五百円玉を二枚摑つかんだ。そして咄とつ嗟さに手を引き抜き、優樹と太一朗に向かって投げ付ける。優樹はその二枚とも掌てのひらで叩たたき落したが、その隙すきに趙は身を翻ひるがえすと橋の上から何の迷いもなく飛び降りた。

「……無茶なことを……！」

　優樹は慌てて水面を見下ろしたが、そこにはただ波紋が広がっているのみだった。優樹はまず靴くつと靴下を脱ぎ捨て、続いてコートを脱いだ。大きく深呼吸をして、肺に酸素を溜ためる。

「優樹さん……！　やめてください！」

　太一朗の叫びを無視して、優樹もまた運河に飛び込んだ。




　飛び込んだ勢いで水底まで沈んだ優樹は、そのまま浮かばずに水中を見回した。透明度は低いが、視界はゼロではない。温感を断っているために水の冷たさは感じないが、さすがに水中では思うように動けない。ここでは目と耳が頼りだ。

　前方を、趙蒼が歩いているのが優樹には見えた。泳いでいるのではない。水底を歩いているのだ。やや歩みが遅いのを除けば、それは地上と何ら変わりのない動きだった。彼は呼吸を必要としていないらしい。

　優樹は彼の後を追うべく、手足を使って前進を開始した。優樹は、実は泳ぎが得意ではない。学校の水泳の時間は十二年間見学を貫いたし、海やプールに行った経験もない。ただその肺活量は人間の比ではないため、溺おぼれて死ぬこともなかった。

　他人が見れば少々無ぶ様ざまな格好で、優樹は泳いだ。趙との距離はだいぶあったが、それでも差をどんどん詰めていく。それに優樹が川上にいるので、流れに乗ることもできた。

　趙ちようの後方十数メートルまで迫った時、彼は振り返った。追跡者の姿を確認すると、そのまま立ち止まって優ゆう樹きの接近を待つ。

　もう趙は、優樹を殺す理由が何かを忘れていた。ただ殺さなければならない敵だということは覚えている。両者の距離が一メートルまで迫った時、三度目の戦いが始まった。

　理由が全く存在しない、無意味な戦いが。

　趙蒼そうは足で水底の泥どろを散らし、自らと優樹の視界を遮さえぎった。彼には水中用のソナーが付いており、見えなくとも何の問題もない。だがその点は優樹も同様だ。彼女の優れた聴力は、趙が動く音を決して逃さない。自分が二酸化炭素を吐き出す音が邪じや魔まだが、それでも二人の条件は互角だった。

　趙は優樹の背後に回り込もうとしたが、それは当然のごとく優樹に察知された。優樹は趙に向き直って正面から接近すると、彼の腕を摑つかもうとした。何も見えないが、音と気配でだいたいわかる。手が何かに触れたので、それを思い切り引っ張ろうとした。

　その時、また優樹の頭が痛みで悲鳴を上げた。誰だれかが頭の中で叫んだような、そんな痛みだった。

　優樹は手を引くと、今自分が触れてしまった物を見ようと目を凝こらした。だが先ほどからの戦せん闘とうで、水底の泥がさらに巻き上がり視界をゼロにしてしまっている。そろそろ呼吸も辛つらい。一度、水上に顔を出すため、優樹は水底を蹴けって浮上した。激しい動きのせいもあるが、左肺が破れているせいで優樹の超人的な肺活量は普段よりだいぶ落ちていた。

　その足首を、趙がすかさず左手で摑んだ。彼は呼吸をしないため、酸素を補給するために水面に出る必要はない。このまま優樹を引き止めておきさえすれば、彼女は死ぬのだ。趙蒼は水底に足をついたまま、優樹を見上げた。優樹もまた趙を見下ろしていた。

　正確に言うならば、優樹が見ていたのは趙蒼の胸だった。泥が沈み始めて視界が少し広がっている。彼の胸は太た一いち朗ろうの蹴けりで裂けており、先ほど優樹が摑んでしまったためにその傷はさらに開いていた。肉と機械が絡み合ったその奥、彼の胸のほぼ中央部に丸く黄色い物体が光っているのが見えた。

　もしこの少年が〝機械〟だとしたら、あれがエンジンのようなものなのだろうか。ならば、あれを抜けば彼は動かなくなるかもしれない。

　だが、もしそのまま永遠に動かなければ。

　考えると恐ろしかった。

　優樹は、自分を殺そうとしているこの少年を、決して嫌きらいではなかった。彼には善意も悪意もない。感情もない。




　最初から失うものが何もなければ、失うことを恐れる必要もない。

　優樹が恐れるものを、この少年は何も持っていない。

　優ゆう樹きにとってはほんの少しだが羨うらやましく、そしてひどく寂しいことでもあった。

　彼はこの世でもっとも自由な存在であり。

　そして、もっとも束そく縛ばくされる存在でもあったのだ。




　優樹は、自分の足を摑つかんでいる趙ちようの左手首を摑み返した。その左手首の時計に優樹の手が触れた時、趙は手を離して彼女から逃れた。この時計が脳内爆ばく弾だんの起爆装置であることを優樹が知るはずもないのだが、それでも趙は慎重になってしまった。

　そして、これが趙の最後の過ちだった。

　趙の手から逃れた瞬しゆん間かん、優樹は体を反転させて頭から彼に向かって突っ込んだ。神経が擦すり切れるのを覚悟して、神経融合ブレイクと筋量増幅ブーストを同時に行う。趙が優樹の動きを阻止しようと動く前に、優樹の右手は彼の動力源である〝黄玉〟を摑んでいた。

　それをしっかりと握った時、優樹は誰だれかが叫んだような気がした。無視して玉を抜き取ると、意外なほどそれは簡単に抜けた。

　その瞬間、[image: ]な吒た零ゼロ番は肉体の活動を停止した。




　………………。

　現在は予備働力で稼か働どうしているが、あと五分が限界だ。だが黄玉を敵の手に渡してはならない。私の肉体も敵に渡してはならない。国家の機密を守るために。

　………………。

　私は、どの国家に所属していたのだろうか？

　………………。

　………………？

　第二擬ぎ似じ脳内に、雑音がある。これは、笑い声によく似た雑音だ。なぜ、私の擬似脳が笑っているのだろう？

　………………これは、俺おれの頭だ！　俺が笑っているんだ！　やっとお前が死ぬんだからな！

　………………。

　………………。

　奇妙な雑音は、意味を為なしていた。お前というのは、私のことなのだろうか？　私はこれより敵と共に自じ爆ばくを開始するが、人間が全すべての活動を停止した場合を死ぬという。私は人ではないから、ただ破は壊かいされるだけだ。

　………………。

　………………。

　私の使命とは、いったい何だったのだろう？　それが判明しないのは遺い憾かんだ。

　………………。

　同胞、玄げん亮りようが教えてくれたことを最期の前に実行しよう。

　………………。

　同胞の名前は、玄亮というらしい。

　私の使命は、彼が代わりに果たしてくれるだろう。




　動かなくなった趙ちようを見て、優ゆう樹きは安あん堵どすると同時に不安になった。この黄色い玉を元の位置に戻せば、また動き出すのだろうか。優樹は自分の拳こぶしよりも小さなその玉をズボンのポケットに入れると、趙を引っ張り上げるために近付いた。

　その途端、趙が動いた。体ではなく、その表情がだ。眉まゆをひそめ、唇くちびるに力のこもったその顔は、まるで苦痛に耐えているかのように見えた。驚おどろいた優樹だったが、それでも水底に立ったままの趙を抱え上げようとした。

　次の瞬しゆん間かん、趙蒼そうという名を持った兵器、[image: ]な吒た零ゼロ番は優樹の胸にしがみつき。

　そして、内側から爆ばく発はつした。




　籠こもったような爆音と大きな水柱が立つのを若わか洲す橋の上から確認した太た一いち朗ろうは、そのまま動かずに双そう眼がん鏡きようを構えていた。あの水柱の下に優樹がいたらと思うとぞっとしたが、やみくもに動いても無む駄だなだけだ。太一朗は運河の水面を双眼鏡で凝ぎよう視ししていた。

　数十秒後、何かが水面に浮上した。あの白髪頭は間違いなく優樹のものだ。優樹が新しん木き場ば側の岸に向かって泳ぎ始めたのを確認してから、太一朗はバイクに飛び乗って移動を開始する。限界速度ぎりぎりでバイクを走らせて彼が新木場の突端に到着した時、優樹もまた岸に這はい上がったところだった。

「大丈夫……」

　その言葉を、太一朗はすんでのところで飲み込んだ。

　優樹は苦しそうに水を吐いていた。その水には大量の血が混じっている。一通り吐いてしまうと、優樹は呼吸をして肺に酸素を取り入れる。そして、そのまま仰あお向むけに倒れ込んだ。昼時の太陽が、やけに眩まぶしく優樹の目を射抜く。だが、その眩しさが優樹に『生きている』という実感を与えた。その太陽を遮さえぎったのは、太一朗の顔だった。優樹は笑みを浮かべて、いつものように軽い挨あい拶さつをしようとした。

「……やあ……」

　引きつった笑顔と掠かすれた声を聞き、太一朗は怒ったようで寂しそうな顔をした。

「喋しやべらないでください……隊長にはさっき連絡を取りました。すぐ来てくれるはずです」

　あのがきはどうした、などと太一朗は聞かなかった。優樹の姿は、それは無残に変わり果てていた。全身が焼け爛ただれて、黒くなっている部分が多い。細胞が壊え死しを起こしている。火傷やけどの中でももっとも重いものだ。とくに上半身がひどい。衣服もぼろぼろで、そこかしこから黒ずんだ皮ひ膚ふが見え隠れしていた。よく見ると、右腕が肩の付け根から取れそうだ。胸の周辺の皮膚が破れ、そこからは焼けた肉が見えていた。

　どう手当てをしていいものか、太た一いち朗ろうは迷った。全身火傷やけどの場合は濡ぬらしたシーツで体を包むものだが、そんな物はない。東京湾の水は冷たいが、海水で冷やすわけにもいかない。太一朗は迷った末に顔の手当てをすることにした。伸ばしたガーゼに硼ほう酸さん軟なん膏こうを塗り、赤黒く爛ただれた額ひたいに当てる。

「……そんなことしなくても死なないから……治るのにちょっと時間がいるけどね……」

　人間は肉体の表面のうち、二分の一に火傷を負うとほぼ確実に死亡すると言ってもよい。背中は見えないので定かではないが、優ゆう樹きは間違いなく全身の二分の一以上に火傷を負っていた。

　だがそれでも、優樹に死ぬことはあり得ない。ただ、苦しいだけだ。無理をして神経融合ブレイクと筋量増幅ブーストを同時併用したため、神経の一部も死んでしまっている。痛覚を遮しや断だんする必要もなく、優樹は何も感じていなかった。

「だから喋しやべらないでください」

　優樹が黙だまり込んで目を閉じたので、太一朗はできるかぎりの手当てを続けた。ガーゼも硼酸軟膏も残りは多くないが、しないよりははるかにいい。その頰ほおにガーゼを当てようとした時、太一朗は自分の手を濡らす液体に気が付いた。

　それは、優樹の涙だった。

　どうしたのか、と太一朗は聞かなかった。傷が痛くて泣いているのかもしれない。他ほかに理由があるとしたら、それは太一朗が踏み込んでいい領域ではないだろう。だから太一朗は、その涙を拭ふいただけで何も聞かなかった。

「あの子は……死んじゃったよ」

　優樹が、低い声でぽつりと言った。

「頼むから、喋らないでください」

「……人はあたしのことを強いって言うけど……誰だれも助けられない……！　高たか橋はしくんもあの子も……名前だって知らなかった……声も聞いてないのに……！」

　泣き続ける優樹を、太一朗は黙って見下ろした。左手で作業を続け、右手が宙をさ迷う。その右手は、比較的傷の浅い優樹の頭をそっと撫なでた。

「優樹さんが泣くと、自分も寂しいです……それに誰も助けられないってのは違います。自分は、いつもあなたに助けられています……それに……それに……」

　聞こえてきたサイレンの音が、太一朗の言葉を遮さえぎった。太一朗はこの場所に来てもらうために、携帯電話で赤あか川がわに連絡を取ろうとした。その太一朗に、優樹が小さく笑ってみせる。

「ありがとう……太た一いちくん」

　その言葉を言い終わると同時に、優樹は意識を失った。




「……結局、今回の件は何だったんだ？　こっちは自衛隊の施設を破は壊かいされ、向こうは人型兵器とやらを失い、損ばかりだ。誰だれも得した奴やつがおらん。ただ昔をいつまでも引き摺ずる馬ば鹿かのせいでこうなったわけだ」

　口調は厳きびしいが、〝主〟があまり怒っていないことに浦うら木きは気が付いていた。

「そうとは限りません。あの人型兵器の部品には特とく遺い生せい物ぶつが使われていたようです」

「……機械と俺おれたちを融ゆう合ごうさせるとは、またとんでもないことを考えたもんだ……さすが人間、と一応はほめてやろう。しかしわざわざ大陸から来たあいつらも、すぐ引き返す羽目になるとはご苦労なことだ。国費の無む駄だ遣いだな……俺の頭痛は治ったが、頭痛の種は尽きん」

〝主〟は少し沈ちん黙もくした後、また口を開いた。

「俺の頭痛は、その人型兵器に使われていた奴の〝断だん末まつ魔ま〟のせいみたいだな……よりによって、俺と乙種だけに届く悲鳴を上げなくてもいいだろうに、迷惑な話だ」

「もう一人、存在します」

　その浦木の言葉に対して〝主〟は返答しなかった。

「……できそこないどもと機械を組み合わせたらどうなるだろうな？　上手うまくいけば[image: ]オメガサーキットに組み込んでもいいだろうな」

「はい」

「……しかし、その人型兵器の一部分でも、残っていればな。研究用に回せた上にあのいちいちうるさい国に文句を付けてやれるところだったのに、惜しいことをした。それもこれも、あれが無能だからいかんのだ」

「人型兵器の一部分、動力源らしき物と指の先端部分は、保管されています」

「物は言いようだな。二度と取り出せん場所に保管されているんだからな。……よりによって空うつろ木ぎに預けるとは……あれは何を考えているんだか」

「取り出しますか？」

　浦木は、丁寧な一礼をした。

「やめておけ。お前では勝てん。俺なら勝てるだろうが、東京が死ぬ覚悟をせんとな……」

「あの空木が、そこまでの実力者には見えません」

　浦木には珍しい反論だった。

「そうだろう、俺は、奴やつがまだ空木ではなかった時代を知っている」

〝主〟は立ち上がったが、思い出したように付け加えた。

「俺やお前でも懐かい柔じゆうできなかったシームルグや空木も、あれの言うことはよく聞くようだな……やはり、あれには組み込むよりは別の使い道がある」

「私はそうは思いません」

　浦木の言葉が終わる前に、〝主〟の気配は消えていた。浦木はその方向に向かってもう一度頭を下げると、笑いながら呟つぶやいた。

「本当に、丸くなられてしまった……やはりあのお方の力は素晴らしい……」

　浦うら木きは暗い室内で、ただ一人笑い続けた。
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「……で、君は何を悩んでいるのかな？」

　四月下旬のある日、大おお田た真さね章あきと片かた倉くら優ゆう樹きは捜査第六課分署ビルの屋上にいた。優樹はコンクリートの地面に座り込み、大田はその後ろに立っている。優樹の手や顔にはまだ火傷やけどの痕あとが残っているが、その驚きよう異い的な回復力により壊え死しした皮ひ膚ふ細胞は落ち、真新しい皮膚が再生しつつあった。

「悩んでいるわけじゃないんですけど……」

　顎あごを撫なでた優樹は、その手触りに顔をしかめた。顎のひびはふさがったが、折れた歯はまだ途中までしか生えていない。

「つまり、君はこの事件の真相を全く知らないことが気に入らないわけだ。君の目の前に現れたその少年は、君を殺そうとし、逃げ、そして爆ばく発はつして散った。残ったのは、怪け我が人と彼の部品の一部か。ただそれだけのことだ。……だが君は、自らその真相を知ることを放棄したのではないか？」

　大田の口調は、いつもと同じようにあまり感情のこもらないものだった。

「気に入らないわけじゃないんですけど……」

　時間にすれば、彼と直接関かかわった時間は数分に満たない。それでもあの少年の存在は、優樹の心に強烈な影を焼き付けていた。

　名前も知らず、言葉も交わさず、ただ戦っただけの少年。終始、無言無表情だった彼が最期に見せたあの苦しげな顔を、忘れることはできないだろう。

「そう、真相は知りたい気がする。しかし知るためには、君は動かなくてはいけない。彼の辿たどった道を辿り、彼を知る者を見付け、そして彼の全すべてを暴かなければならない。そうまでして君の知りたいことを知ったとしても、それはもはや君にとっては多大な意味は持っていないだろう。そして真相を知ることにより、さらなる疑問がまた君の心に生まれ、君を悩ませるわけだ……知るということに終わりはない。メビウスの帯の裏側のみを歩こうと努力するのと同じくらいにな」

「……あれは表裏の区別がないですよ」

「では、言い直そう。クラインの壺つぼの外側を歩くのと同じくらいの努力だ」

「……それにも外側と内側の区別はありませんよ」

　そうやって返答してから、優樹は大田の意図をやっと理解した。これが大田独特の励まし方らしい。大田が自分に気を遣うなど、彼と知り合ってからこれが二回目だ。その時も、優樹は自分が励まされていることに二十秒ほど気が付かなかったが。

「先生、私は別に真相が知りたいなんて考えてはいません。ただ……」

　そこで優ゆう樹きは言葉を切った。大おお田たはしばらく黙だまって言葉が続くのを待ったが、やはり先に口を開いたのは彼の方だった。

「ただ、何だというのかな？　君は冷静だが、たまに情に流されるからな。かわいそうだとか助けられなかったとか、考えているのだろう……出会った全すべての者を助けられると思っているなら、少々傲ごう慢まんだな。他者に同情するのは、より不幸な点を他者に見出し、自らの境遇をよりましなものであると思い込むために過ぎない」

「きついなあ……先生は……」

　優樹は顔に残った火傷やけどの痕あとが痛むのも忘れて、苦笑いをした。

「後悔をするなとは言わないがね。いつまでも引き摺ずるのは精神に良い影えい響きようを与えないな」

「じゃ、後悔しませんよ」

　いつもと全く変わらない口調で、優樹は大田を見上げた。火傷のせいで表情がわかりづらいが、それは間違いなく笑顔だった。

「……精神と肉体は、不可分だ。精神の変調は肉体にも悪影響を及ぼし、肉体が傷付けばまた精神も傷付く」

「これはまた、いきなりですね……」

　優樹は頭を撫なでた。四月九日から始まった頭痛は、あの少年が〝四散〟した日に終わった。まさかあの頭痛も彼のせいだったわけではないだろうが、優樹はそんなことを考えてしまう。

　だが全ての真実は、もはや闇やみの底だ。大田に言ったように、全てを知りたいとは思わない。むしろ、知りたくはないという気持ちの方が強かった。知ればただ、苦しいだけだ。だから優樹は、あの少年の〝一部〟を警けい察さつや浦うら木きには渡さず、何の関係もない空うつろ木ぎに預けたのである。

　空木は何も見ず、何も聞かずにそれらを受け取り、ただ一言だけ。

『長生き、しない』

　そう言った。いったい空木が何を考えてそんなことを言ったのか、優樹には理解できなかった。ただ、空木の濁にごった眼球が一度だけ動いて優樹の顔を見たのがやけに印象的だった。

「先生、私って早死にすると思いますか？」

　それはひどく唐突な問いかけだったが、大田は驚おどろいたりはしなかった。

「あの死体がほざくことを、額面通りに受け付けることはない」

　大田の口調には、はっきりとした苛いら立だちが混じっていた。大田がなぜこれほどまでに空木を嫌きらうのか、優樹にはよくわからなかった。

「君の生と死は、君だけのものだ」

　そう言うと、大田は焦げて黒く変色した優樹の白髪頭を見ろした。

「今日は君の体調を考えて早めに話を切り上げよう。酒と睡眠を多めに取って、安静にしていなさい」

「……そうしますよ……」

　優ゆう樹きは空を見上げた。青い空を白い雲がゆっくりと流れている。

「先生、どうして今、事件が起きるんでしょうね……」

　その呟つぶやきが何を意味しているのか、大おお田たはすぐに理解した。

「なるほど……君は三年近くの間、この捜査第六課から動くことはほとんどなかった。事件など、皆無と言ってもいいだろう。だがここ最近は違う。……正確には、一いち朗ろうくんが出向してから、君が怪け我がをするような大事件が三つも起きている。よりによって足手まといの一朗くんが出向している今、事件が立て続けに起きるのが奇妙なわけだ」

「……足手まといだとは思ってませんが、それ以外はその通りですよ」

　太た一いち朗ろうがいない時に事件が起きてくれれば、彼を危険な目に遭わせることもなかったのに。優樹はこの三回目の事件が起きた時に、心の底からそう思った。

「僕ぼくは、全すべてのことに答えを出せないよ」

「言ってみただけです、気にしないでください」

「もちろん、気になどしないよ。僕はこう見えて粗野なのでね。……また遊びに来るよ」

「……どうもお世話になりました」

「そうでもないさ」

　そう言うと、大田は階段を下りていってしまった。優樹はそのまま、ただ空を見上げていた。ひときわ大きな雲が優樹の視界に入って、そして消えた頃ころ、誰だれかが階段を上がってくる足音が聞こえた。それが誰かはわかっていたので、優樹は振り向きもせずに空と雲を見続けていた。

「……枝豆と冷ひや奴やつこ、食べますか？」

　山やま崎ざき太一朗は、そう優樹に声をかけてから少し離れたところで胡座あぐらをかいた。

「ビールはあるのかな？」

「コーヒーか茶にしてください」

　太一朗が、優樹の前に盆を滑らせる。刻んだ葱ねぎと生しよう姜が、そして醬しよう油ゆがかけられた絹ごし豆腐と茹ゆで立ての枝豆、そしてなぜか、よく冷えた缶かんコーヒーと温かいお茶が載っていた。

「……変な組み合わせ」

　そう言いながらも、優樹は箸はしを取った。

「いただきます」

　優樹が豆腐を食べ始めても、太一朗は何も言わなかった。ただ先ほど優樹がしていたように空を見上げていた。

「……あの事件のこと、聞かないんだね」

　枝豆を食べながら、優樹が言った。ここしばらくの間、優樹はほとんど睡眠に費やしていたため、太一朗とはあまり会っていなかった。会話をしても、あの事件のことは話題にはならなかった。

「優ゆう樹きさんが話したくないなら、聞きませんよ」

　興きよう味みがないわけではない。だが自分の生半可な好奇心で、優樹が話したくないことまで聞きたいとは思わなかった。それに、あの事件はもう終わったのだ。終わってしまったことを、無理に暴き出すことはない。

　それで優樹が苦しむのなら、なおさらだ。

「……君も成長したねえ……」

「馬ば鹿かにしてるんですか」

　少しむっとした太た一いち朗ろうは、表情を変えたせいで左頰ほおの傷が痛んだ。傷はまだ、ガーゼで覆おおわれていて完治していない。こめかみも同様だ。

「ほめてるつもりなんだけどね……あたしは嬉うれしいよ」

　豆腐を半分食べ終わったところで、優樹はまた空を見上げた。

「……平和でいいなあ……ずっとこのまんま時間が過ぎればいいのに……」

「そうですね……」

　太一朗のその答えに、優樹は驚おどろいて彼の顔を見た。空を見上げてぼんやりするなど退屈だ。そんな答えが返ってくると思っていたのだ。包帯とガーゼで二分の一を占領された彼の顔は、どこか穏やかな表情をしている。優樹の視線に気が付いた太一朗は、少し困ったように顔を伏せた。

　太一朗は今まで、優樹と共に事件に挑いどむことを心から望んでいた。何もない怠惰な日常など、唾だ棄きすべきものだった。だが焼け爛ただれた優樹を、そして今、ぼんやりと空を見ている優樹を見て、太一朗は自分の浅はかさを知った。

『平和なのが一番いい』

　優樹はよくそう言っていた。その通りだった。何もなければ、誰だれも傷付かないで済む。自分や他人の怪け我がはどうでもよかったが、優樹が傷付くのは嫌いやだった。太一朗は、そのことにやっと気が付いたのだ。

「自分がこんなことを言うのは、おかしいですか？」

「ううん……ちっとも」

　それだけ言うと、優樹はまた豆腐を食べ始めた。しばらく太一朗は顔を伏せていたが、屋上のコンクリートに寝そべって空を見上げた。

「……渋しぶ谷やの空も、こうして見ると結構綺き麗れいに見えますね」

「そうだねえ……」




　二人は日が傾くまで、ただずっと空を見ていた。

　片かた倉くら優樹と山やま崎ざき太一朗は、この日初めて幸せな時間を共有した。
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　あとがき







　過去は忘れてはいけない。

　過去を引き擢ずってはいけない。

　どちらも正しい意見ではあるが、『正しい』ことだけで世界は回ってはいない。




　そんなわけで三巻です。これを書いている間は、色々なことがありました。バイオハザードコードベロニカで泣いてみたり、パンチマニアをやって筋肉痛になったり、電話をかけてきた後こう輩はいに「いくら物忌みしたって、鎖くさりは逆位置のままだ！」と、『ブレイド・オブ・アルカナ』を知らない人にはさっぱりわからないことを口走ったりしました。……ふう、耳から血が出そうだ……。

　さて、この第三巻は前二巻とは決定的な違いがあります。今まではワープロを使って書いていたのが、今回からノートパソコンになったのです。……って、読者さんにはあまり関係ないか。しかし書く私にとっては大問題でした。もう慣れましたけどね。今はワープロ機能しか使っていませんが、来世紀中には（今世紀中は、ちょっと自信がない）インターネットができるようになりたいな。パソコンならではのゲームもやってみたいし。

　プロフィールにもあるようにゲーム好きな私ですが、ドリームキャストには特別なこだわりを持っている……ことを最近自覚しました（笑）。編集さんに「ベロニカとソウルキャリバーは、もう少し売れたっていいソフトです」とか「ＤＣには、地味だけどいいゲームはたくさんあるんですよ」とか主張し、メディアワークスに行くたびに「電でん撃げきドリームキャスト」を貰もらい、『サクラ大戦』のファンクラブにまで入っているし。……うーん、あらためて思い返すと、自分のゲーム好きにびっくりだ。

　ゲームについて語ると長くなるので今回はこの辺で（次回もあるのか？）。




　では今回もこの場を個人的に借りさせていただきます。

　グループＳＮＥの三田誠まことさんへ。某月某日にお会いした時はお互いに締しめ切りに追われていましたが、あの時私が書いていたのがこれです。三田さんの方も書き上げたと人づてに聞きました。いや、よかったよかった。私の友人ともども、今後ともよろしくお願いします。

　私に手紙をくれた方々へ。どうもありがとうございます。皆さんの手紙は私の明日への気力となっています。予想を上回る数をいただいてしまったのでたぶん返事は書けないと思います。基本的に、大変な筆不精なので……（応用的には、筆まめかもしれないけど）。こんな私でよければ、これからも応援してください。手紙、読むのは大好きです。

　今回、この本を出すにあたり色々と迷惑をかけた方々（たくさんいると思うので固有名詞は出しませんが）、どうもすいませんでした。これからは改めます。




　色々と書きましたが、私の作品がまた皆さまの目に触れる機会があることを祈っています。





中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。『ダブルブリッド』で第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。プロの作家となる。ゲーム全般が好きだが、ＤＣへのこだわりは特別。最近はスーパーロボットがたくさん出てくる某ゲームに中毒中。気が付くと雀がないていたりする日々を送る。
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イラスト／たけひと

１９７７年生まれ。京都精華大学を退学後、イラストレーターとして活躍中。ゲームと古典ＳＦをこよなく愛す関西人。
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